

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　違い和わ感かんで何となく目が覚める。

「…………なんだこれ？」

　ベッドから起き上がると、目の前には青白い光の輪が見えた。

「テレビ消し忘れたっけ？」

　光の輪の中に牢ろう屋やのような場所があり、その先にはドアがあるようだ。

「えっと……明かり明かり……」

　もう少しよく見ようと部屋の明かりを探して手を動かす。

　蛍けい光こう灯とうのスイッチは枕まくら元もとに置いてあるので、すぐに見つかるはず。

「あった」

　微かすかに届くその光を頼たよりに照明のボタンを探す。直すぐに見つけて押おそうとしたところ──

「えっ？」

　スイッチに手が掛かかった瞬しゆん間かん、青白く輝かがやく輪の光が失われていく。失われた青白い光を求めて顔を上げてみると──

　青白い光の輪は消えており、目に映るのはアパートに引っ越こしてきた時に買った中古のテレビだった。

　半ば夢に浮うかされたような、キツネにでも化かされた錯さつ覚かくに陥おちいると、

「夢……だったのか……？」

　首を傾かしげるのだった。








第一章　唐から山やま悟さとるの転移魔ま法ほう









「ふぁーあ」

　大きな欠伸あくびを漏もらすと俺は目に溜たまった涙なみだを拭ぬぐった。

　教きよう壇だんではくたびれた白衣を纏まとった教授が授業をしている。

『～～であるからして』

　マイクから発せられる退たい屈くつ極きわまるその声は、聞く者の集中力をこれでもかというぐらいに削けずり取る。事実、周囲にはまともに授業を聞いている人間は一人もいなかった。

「ね……眠ねむい」

　他の学生たちは思い思いに雑談をしたりゲームをしたり、はたまた雑誌を見ながらファッションの話をしている。

　大学は勉強をする場所というイメージはもはや残っていないのだろう、俺も彼らにならい、適当にやり過ごしたいところではあるのだがそうはいかずにノートを取る。

　何な故ぜなら、この講義は試験の際にノートの持ち込みが許可されているからだ。

　通常であれば、試験間近になれば友人なりサークルの先せん輩ぱいなりからノートや試験対策を教えてもらえるのが大学という場所らしい。

　だが、俺には親しくしている友人もいなければ、バイトに明け暮れていてサークルに入っていない為ため、試験の過去問を融ゆう通ずうしてくれる先輩もいない。

　よって。頼れるのは自分だけとなり、こうして真ま面じ目めにノートを取るしかないのだった。




　ガヤガヤと喧けん騒そうが耳を打つ。ここは大学の食堂だ。俺はラーメンをのせたトレイを手に持ちながら空いている席を探していた。

「どこも満席か……」

　厳密にいえば空席はある。だが、喋しやべっている他の学生の荷物が置かれているのだ。

　こういう場合、席は一人一席とルールで決まっているのだが、相手は陽の雰ふん囲い気きを纏まとって騒さわいでいる。

「……どうするかな？」

　こうしている間にもラーメンが伸のびてしまう。こんな時に友人がいれば席を確保した上で昼食を買いに行くのだが、あいにく親しくしてる友人はいない。

　というのもガイダンスの際に隣となりに声を掛けようかと思ったのだが、両隣がたまたま女子だったので、声を掛けることができなかったのだ。

　高校時代、女っ気の無い学生生活を送った俺には女に話し掛けるのはハードルが高かった。そうこうしている間に周囲はＲＩＮＥの交こう換かんやら雑談を始めたので俺は完全に取り残されたのだ。

　おかげで俺は友人を作ることができず、入学から１ヶ月が経たつのにもかかわらず一人ぼっちだった。




「……ぬるくて不味まずい」

　しばらく食堂をウロウロしていたところ、ようやく空席を発見した。

　だが、15分は経ってしまったのでラーメンは伸びきっており、口の中でブツリと切れる。

「はぁ……つまらないよな」

　元々自分に自信があるタイプでもない。一いち念ねん発ほつ起きして東京の大学を受験してみたが、入ってみて人との触ふれ合い方に躊躇ためらいが出る。

「このままずっとつまらない人生なのかもなぁ……」

　俺はそう呟つぶやくと、伸びきったラーメンをすするのだった。




　その日の晩。

　バイトを終えて帰宅した俺は、普ふ段だん通りにコンビニ飯を摂とり、シャワーを浴びてベッドに横になった。

　ぼんやりとテレビをつけて見ている。夜よる遅おそくということもあり、ニュースが流れているのだが、疲つかれているのか頭に入ってこない。

　今日は一日だるさが抜ぬけず、頭が働かずにバイトでミスを繰くり返してしまった俺だった。

　どうしてこんなに疲れているのか。俺はなんとなく頭の鈍にぶりに意識を集中してみると──




「えっ？」




　きっかけはわからない。

　今だと言えばそうだし、もっと前……夢の…………あの時に覚えた違和感が最初だろうか？

　先程まで靄もやがかかっていたかのような感覚だったのだが、それが晴れたかのようにハッキリと理解する。

「なっ、なんだこれっ？」

　身体からだの一部が新たに繫つながったような。今まで意識していなかった器官が動いてるような感覚に陥る。

「使える……の……か？」

　どうすれば良いのかは何となくわかる。俺はその感覚に身を任せると──




　涼すずしい風が肌はだを刺し激げきする。違和感を覚えて足元を見ると、素す足あしで土の上に立っていた。

「えっ、なんだこれっ？」

　俺は混乱した。周囲を見み渡わたすと明らかに様子が変わっていたからだ。

　先程までボロアパートの部屋にいたはずなのだが、現在はベンチと自じ動どう販はん売ばい機きが目の前に見える。

「…………もしかして……公園……なのか？」

　その場所に見覚えがあった。ここは近所の公園だった。現在住んでいるボロアパートから徒歩で数分。大学に通う際に毎日通りかかっている公園だ。

『きゃははは、噓うそー、ほんとにー？』

　声が聞こえたので咄とつ嗟さに隠かくれる。現在の俺はジャージ姿（それも高校の頃ころのダサい）だ。夜遅くに子どもが遊ぶような公園をジャージ姿で佇たたずむのは怪あやしくて通報されかねない。

　俺は電話で楽しそうに話しながら歩いていく女を自動販売機のかげから見送った。

「いっ、一体何が起きてるんだ？」

　感覚に従って行動した結果、突とつ然ぜん外にいた。それまでの記き憶おくは継けい続ぞくしてあることから夢遊病の類たぐいではないだろう。

「と、とにかく一度アパートに戻もどらないとっ！」

　戻りたいという焦あせりが湧わき起こった。

　次の瞬間、何かが身体を抜けていくと──




「えっ？」




　目の前に青白い光の輪が現れた。

「俺の……部屋……」

　その光の輪の先には俺が大学に入ってから暮らしている部屋が映っていた。




　　　　★




　あれから１週間が過ぎた。

　朝のニュースを見ながらトーストを齧かじる。時刻は既すでに９時を回っており、あと10分程ほどで俺が履り修しゆうしている授業が始まる時間だ。

　ここから大学までは５キロ程離はなれており、自転車を使ったところで15分は掛かる距きよ離りだ。

「へぇー、あの芸能人結けつ婚こんするんだ」

　俺はトーストをもぐもぐと食べる。焼きたてのトーストにバターの香かおりが口の中に広がる。

　映画の主演が発表されたようで取材に応じる姿が映し出される。

　俺はコーヒーを飲みきると。

「さてと」

　荷物を手にする。そして──

「よし、そろそろ行くかな」

　そう言うと、次の瞬間景色が切り替かわった。




「……こっちの部屋も汚きたないな」

　別に自分の部屋をけなしているわけではない。一いつ瞬しゆんの間に目の前の光景が大きく切り替わっただけだ。

　先程までいたのが、テレビとベッドがあり、床ゆかに雑誌が散乱している俺の部屋だったのに対し、ここはいくつかの机に雑誌が散乱しており、壁かべの本ほん棚だなには乱雑に本が入っている部屋だった。

「まあ、利用させてもらってる身だから文句は言えないけどな」

　ここは部室棟とうの一室。誰だれも利用していない部屋なので誰かに見られないか心配する必要がない。

「授業開始５分前。うん、余よ裕ゆうだな」

　スマホを取り出して時計を見る。時刻は９時５分と表示されている。先程まで家でトーストを食べていたはずなのに、何故俺がここにいるかと言うと──

「おっと。早く行かないと席が埋うまっちまうな」

　できるだけ目立たないように端はしの席を確保する為ため、俺は教室へと向かうのだった。




「……はぁはぁ、暑い」

　大学でも体育の授業は存在する。俺が履修しているテニスの授業では、前日雨などが降ってテニスコートが使えない場合、こうしてマラソンをさせられることがある。

「にしても……今日は暑すぎるだろ」

　昼過ぎということもあり、太陽が爛らん々らんと輝かがやいて肌を焼くうえ、風も一いつ切さい吹ふかないのだ。更さらに、ここは折り返し地点の山中なので自動販売機すらない。

　周囲には俺と同じく、息を切らしている連中が倒たおれていた。

「喉のど渇かわいた……」

　中にはこの状じよう況きようを予測していたのか、飲み物を持参している連中もいる。俺はそれを羨うらやましそうに見ていたのだが…………。

「そっか……。できなくはないか？」

　俺は人のいない場所に移動すると、

「上手うまくいけよ……」

　小さく転移魔ま法ほうの入り口を出現させ、出口を家の冷蔵庫に繫げる、そしてその中からよく冷えた飲み物を取り寄せると転移魔法を消した。

「ぷはっー！　生き返るわぁ」

　限界まで我が慢まんした上で喉を通る冷えた飲み物に俺は感動する。他の連中はこの炎えん天てん下かの中持ち運んだ為、すっかり温ぬるくなった飲み物で水分を補給しているのだ。

「後はこの暑さをもう少し何とかできればなぁ……」

　折り返しなので戻らなければならないのだが、こうも暑いと体力が回復しない。

「待てよ、これも何とかなるかも？」

　俺は思い付いたことを早さつ速そく行動に移す。

　他の連中に見られないように木を背にする。そして木と背中の間に転移魔法の入り口を出現させ、その出口を大学の教室の冷れい房ぼうの吹き出し口にする。

「ううう、生き返る」

　そうすると、俺の背中から涼しい風が流れてくる。その心地よさにしばらく身を委ゆだねると、

「そろそろ戻ろうかな」

　すっかり元気を取り戻した俺は、周りの人間が汗あせだくでぐったりしているのを尻しり目めに軽い足取りで大学へと戻っていくのだった。




　あの日。俺は、他人にはない特とく殊しゆな能力があることを知った。

　俺が得た能力。それはいわゆる転移魔法だった。

　空間を超こえて違ちがう場所に到とう達たつする。窓や格こう子しなんて意味を持たない。遠く離れた場所との距離をゼロにして瞬しゆん時じに移動するのだ。

　途と方ほうもない能力だった。

　もし、俺の能力が世間にばれると大変なことになるだろう。色んな人間に注目され、平へい穏おんな人生を送ることはできなくなるだろう。そんなのは御ご免めんだ。

　なので、とにかくこの秘密を漏もらさない方が良いと思った俺は、自分の能力について人知れず研究を重ねた。

　この能力には幾いくつか使い方がある。

　一つは自分がイメージした場所に瞬時に移動する能力。目覚めたばかりの頃に公園に一瞬で移動したのがこの力だ。これを【ワープ】と名付けた。

　一つは青白い光の輪を広げて移動する能力。これを【ゲート】と名付けた。ゲートの力は俺だけではなく、他の生物なんかも一いつ緒しよに移動することが可能だ。実験の為に猫ねこを抱だいて潜くぐってみたが、問題無く移動ができた。

　その他にも様々なことがわかった。一度の転移魔法で移動できる距離はおよそ50キロ。ゲートの大きさは自由に変えることができる。

　同時に出せるゲートは全部で３つだが、目覚めた当初は一つだったことから今後も増える可能性はある。

　人目に付かないように実験を繰くり返した結果として俺は一つの結論を得る。

「この能力を上手く使えれば今までより楽しく生活ができるんじゃないか？」

　俺はこの転移魔法を有効に使う方法を考えるのだった。




　翌日、能力の検証を終えた俺はある場所を訪おとずれていた。その場所というのは、

「それじゃあこれが地図ね、蛍けい光こうペンで塗ぬりつぶしてある地区は投とう函かんしちゃ駄だ目めな区域だから。マンションや一いつ軒けん家やに投函してきて」

　目の前には紐ひもで縛しばられたチラシの束がドンと置かれており、事務服を着た不愛想なＯＬさんが説明をしている。

　現在、俺が訪れているのはポスティング事務所である。

　先日の話だが、たまたま見ていたバイト情報誌にチラシのポスティングのバイトが掲けい載さいされていた。

　何か転移魔法を生かした仕事が無いかと考えていた俺だったが、このバイトを見た瞬しゆん間かんに天てん啓けいが舞まい降おりたのだ。

　地図を見てみるとこの辺一体の地図に投函範はん囲いが赤ペンで囲われている。この範囲であればどこにばら撒まいてきても良いらしい。

「わかりました。それじゃあ行ってきます」

　そう言うと俺はチラシの束を抱かかえて出て行くのだった。




　大量のチラシを持った俺はまず、人目の付かない場所へと移動するとゲートを開いて自分の家へと戻る。

「よし、早速配りに行くとするか」

　そして、チラシを１束持つと地図を眺ながめた。

「まずは北西にするか」

　北西に行くにはいくつもの入り組んだ道を通らなければならない。だが、この地区には足を運ぶ価値がある。

「ここは戸数が多いから狙ねらい目なんだよな」

　事務所からの距離が遠くて配布の範囲の端なので、普ふ通つうの考えなら、向かう時間を考えると手前の集合住宅地でチラシをばら撒く方が効率が良い。

　だが、俺にとってはその程度の距離など大した問題ではない。

「早速、転移していくか」

　何な故ぜなら転移魔法があるからだ。

「まずは人ひと気けが無いことの確かく認にんだな」

　そう言って俺はゲートを開く。

　今回開くゲートはビー玉が通るぐらいの大きさだ。

　これは突とつ然ぜんゲートを開いて向こう側に人がいたら大変なことになるからだ。

　そうならないために、俺は予あらかじめ街を回って人気の無い場所に目星をつけておいた。

　マンションの敷しき地ちにある非常時の物資を置く倉庫の裏手。当然、非常時以外は誰も近寄らない場所だ。

「ふーむ。見たところ誰もいなそうだな」

　視界が動く。ゲートの出口側の位置を移動させて３６０度見み渡わたしているからだ。

　俺は転移魔法を使っていく内に、ゲートの大きさを自由自在に調整できるようになった。そして、ゲートの出口を自分の意思で動かすことで、人気が無いことを確認する。

　この二つの転移魔法の応用で、俺は他人に気取られることなく転移魔法を使うことが可能になったのだ。

　周囲に人気は無い。俺はチラシを手に持つと、ゲートを消し、今度は転移魔法を使って目的の場所へと飛んだ。

「よし。無事移動完かん了りようだ」

[image: ]

　俺は何気ない顔をして建物の裏手から出ると、見上げ切れないばかりのタワーマンションが目に映る。

　駅に直結しているので交通の便が良く、高層ともなると同じ高さに存在する建造物は数件のマンションの他はスカイタワーのみ。

　そういった好条件のせいか、住める人間は限られているのか、集合ポストが設置されているのでポスティング効率が非常に良い。

　マンションに入っていくと同業なのか、ポスティングをしている人がチラホラいる。この時間帯は買い物帰りの主婦がポストをチェックして回収していくのでチラシの効果が高いという話だからだろう。

　俺は軽く頭を下げると俊しゆん敏びんな動きでポスティングしていく。ここまでで使った労力は転移による移動のみなので、体力があり余っているのだ。

　あっという間に手持ちのチラシを配り終える。追加分を取りにアパートに戻もどるべく、視線の死角を目指すのだが。

　先さき程ほど挨あい拶さつをした人はいまだにチラシを入れている。大量に持ち運んでいる為、動作に手間が掛かかるのだ。

　その様を見ながら俺は建物のかげに移動すると、

「普通ならあのぐらい大変なんだろうな」

　同業者への同情をするのだった。




　俺がポスティングの仕事を見つけたのは偶ぐう然ぜんだった。

　食堂で転移魔法を活いかせる仕事を探していた時、アルバイト情報誌を落としてしまったのだ。

　その時開いていたページに書かれていたのが。




『完全歩合制！　空いた時間でＯＫ！　週１日から始められます』




　ポスティングのバイト募ぼ集しゆうだった。

　最初。俺は、労働者の金きん銭せん欲よくを煽あおるような文章に目が釘くぎ付づけになった。こういうのは実態のない時給計算で労働者を安く酷こく使しするのが目的なのだろう。

　一いつ旦たんはページをめくろうとした俺だったが、天啓が降りてくる。何故ならこのバイトは考えれば考えるほどに俺にぴったりだったからだ。

　ポスティングで一番手間が掛かるのは考えるまでもなく移動時間である。何せ、重いチラシを持ち歩かなければならないのだ。

　体力も消費すれば、時間も浪ろう費ひする。

　通常、慣れた人間でも１時間で配れるのは数百枚程度。大型マンションの集合ポストなどがある場所だと結構配れるようだが、この街の大型マンションは遠い場所にしか無い。

　なので、労力のほとんどが移動時間ということになる。

　一つのチラシ配りの仕事を終わらせるには早くても半日、普通の人間なら１日掛かる。慣れない人間や、チラシの配布範囲が一軒家ばかりだと２日掛かることも珍めずらしくない。

　だが、俺なら転移魔ま法ほうを使うことでマンション間を自由に行き来することができる。必用な分のチラシだけを持って素す早ばやくポスティングをしては自分の家に次のチラシを取りに戻る。そうすれば、少ない労力で素早くポスティングを終えることが可能なのだ。

「だけどこのバイトをするには解決しなければならない問題があった」

　それが、転移の際に誰だれかに見られては不味まずいということ。

「それもゲートで事前にそこに人がいないか確認することで解決した」

　そんな訳で、転移魔法の利用も含ふくめて効率が良かったのでやってみることにした。

「さて。それじゃあ次に配るチラシでも取りに行くか」

　考えてみると、家に取りに戻れるというのは大きなメリットだ。

　一枚が薄うすいとはいえ、チラシも紙でできている。一束にもなれば結構な重さになるのだ。

　俺は鼻歌を歌うと自分の家に転移するのだった。




「ただいま戻りました」

　このバイトを始めてから１ヶ月が経過した。

「あらっ、いつも早いわね」

　事務所に戻るとＯＬさんが笑え顔がおで出で迎むかえてくれる。

　最初は不愛想だったのだが、毎日仕事をこなしていく内に段々と認めてくれるようになったのだ。

「結構とばして帰ってきましたから」

「事故にだけは気をつけなさいよ」

　俺はアリバイ工作の為ために自転車を借り受けることにしていた。でなければ短時間で終わらせたことに疑問をもたれてしまうからだ。

「それにしても唐から山やま君は優ゆう秀しゆうね、発注元からの評判もいいわよ」

　おかげで依い頼らいが増えたとかなんとかでＯＬさんは嬉うれしそうだった。

「いつも思うんですけど。チラシ配りのバイトってチラシを捨てられたらどうするんですか？」

　俺はもちろんそんな不正はやっていないのだが、中には配るのが面めん倒どうで捨てている奴やつもいるんじゃないだろうか？




　俺の当然の疑問にＯＬさんは──。

「唐山君はやってないだろうから説明してあげるけど、こっちで調査しているのよ。投函区域でチラシが出回ってなければ判わかるようになっているの」

　何でもチラシのリターン率であったり、直接その区域の人間に確認したりと詳くわしい方法は秘密らしいのだが、判るようになっているらしい。

　実際にこの事務所でも不正をしてクビになった人間もいるらしい。

「そうだ。これが今月の給料明細書ね、確認して」

　ＯＬさんから俺は給料明細書を受け取る。

「えっ？」

「ん、どうかした？」

　俺の口から漏もれた声にＯＬさんが反応する。

「これ…………間ま違ちがってないですか？」

　俺は焦あせりの色を浮うかべると、自分の給料明細をＯＬさんに見せる。

「うーん。合っているわね」

　だが、ＯＬさんは特に気にすることなく当然のような態度をとる。

「だ、だって。明らかに多いですよ」

　その金額は今までやっていたファミレスのバイトの２倍以上。下手すると新卒の初任給よりも多いんじゃなかろうか？

「いろんなチラシを毎日配ってくれているからね。うちも唐山君の働き目当てで仕事を受けてしまってる部分もあるから単価を上げておいたのよ」

　なんでも、上司に掛け合ってくれたらしい。優秀な人材なので評価してあげて欲ほしいと。おかげで想定を超こす給料になったようだ。

「まあ、君は真ま面じ目めだし仕事も丁てい寧ねいだからね。事務所でも君を認めてる人は多いんだから、これからも頑がん張ばってよね」

　そういってフランクに肩かたを叩たたかれた。

「あ、ありがとうございます」

　俺は気き恥はずかしい様子で返事をする。それというのも、この実績を残せたのは俺が転移魔法に目覚めたからだ。

　もし、この力に目覚めることがなければ今いま頃ごろはファミレスで皿洗いをしていただろう。

「その分、これからの働きにも期待してるってことなんだからね」

　おかげで日常生活が楽しくなった。

「勿もち論ろんです。これからも宜よろしくお願いします」

　俺は転移魔法を覚えられた喜びを抑おさえきれずに満面の笑みで返事をするのだった。




　　　　★




「うぁ……頭痛い」

　俺はフラフラと道を歩いて帰宅していた。それというのも、本日バイトに向かったところ、顔色が悪いことを指し摘てきされたからだ。

　確かに数日前からどうにも体調が悪くなっているのを感じていたのだが、次々に入るバイトにかまかけて無視してしまっていたのだ。

　ポスティングのバイトを何とか終えると時刻は夜を回っていた。途と中ちゆうでドラッグストアに立ち寄った俺は財布をポケットにしまおうとする。

　ふと足元に何かが落ちた。

「っと、証明書を落としちまった」

　よろけた際にポケットから落ちたのはバイトで使っている身分証明書だ。これはポスティングをする際に、自分がどの事務所に所属しているかを示すもの。

　中には変な客に絡からまれたり、警察に職務質問される場合もあるので必ひつ須すアイテムなのだ。既すでに財布はポケットの中。わざわざ取り出すのも億おつ劫くうだった俺は上着にそれをしまった。

「それにしてもなんだこの痛み？」

　身体からだの節々が痛む感覚なのに、いざ触ふれてみると感かん触しよくがない。まるで見えない血管が存在していてそこから痛みが発生しているような感じだ。

　意識が霞かすむ中歩いていると…………。

「ん？　こんな時間に女子高生？」

　夜だというのにサングラスで目元を隠かくして帽ぼう子しをかぶっている制服姿の女の子が歩いてくるのを発見した。

　パッと見た感じだとスタイルが良く美人さんなのは間違いない。

「こんな時間にコンビニか？」

　この辺りは人通りがそれ程多くなく、現在は俺と女子高生がいるだけ。そして歩いている直すぐそこにはコンビニがある。一いつ瞬しゆん、自分が不ふ審しん者に思われやしないかと考える。

　すれ違ちがいざまに見られたが、特に何事もなく通り過ぎる。

　ふわりと柑かん橘きつ系の良い香かおりがした。

　何となく落ち着く匂においだった。俺は前を向き歩き出したのだが──

「えっ？」

　目の前が眩まぶしく光った。

　遠くから何かが凄すごい速度で走ってくる。それを俺は慌あわてて横に避よけるとその何かは物凄いスピードで走り抜ぬけていった。

「噓うそだろっ！」

　俺の横を通り過ぎたのはトラックだった。それも運転手が居い眠ねむりをしている姿がはっきりと見えた。

「あぶっ…………」

　咄とつ嗟さのことで舌が回らない。警告しようにもその瞬しゆん間かんにもトラックは進んでいく。

　トラックが向かう先には先程の女子高生。彼女は俺の声が聞こえたわけではないのだろうが、音に気付いて振ふり向いた。

「えっ？」

　彼女の声がする。だが、トラックはすでに目前に迫せまっており今からの回かい避ひは間に合わないだろう。

　次の瞬間に彼女が撥はね飛ばされる。そう思ったのだが──




　　　　★




　私がコンビニに買い物に行こうと歩いていると大学生らしき男の人とすれ違った。一瞬だけ目が合ったので警けい戒かいをしたけど、どうやら顔色が優すぐれないようだった。

　目的地のコンビニの明かりが私を照らし、ほっと一息つくのも束つかの間ま。背後によくない気配を感じ取った私が振り返ると──

　眩しいばかりのヘッドライトが私を照らしていた。ソレは凄い速度で私との距きよ離りを詰つめてきていた。

　私は恐きよう怖ふを感じたが声を出すことなく硬こう直ちよくしてしまった。ソレの正体は居眠り運転で突つっ込こんでくるトラックだった。

　私は迫りくる衝しよう撃げきに目をぎゅっと瞑つぶると──

　次の瞬間。何かに落ちるような感覚の後、暖かい何かに抱だきとめられていた。

「えっ？　えぇっ!?」

　私は混乱している中、周囲に目を向ける。

　そうするとまず目に入ったのは男の人の胸むな板いただった。どうやら私をお姫ひめ様抱っこしているらしく、目線が丁度鎖さ骨こつに行く。

「……ふぅ、間に合った」

　彼はそうつぶやくと遠くを見ていた。

　そこではトラックがコンビニに突っ込んでいて、その音を聞きつけた近所の住人達が野次馬のように出てきている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　男の人は私に話し掛かけるのだけど、理解が追い付かない。

（トラックに撥ね飛ばされた私をこの人が受け止めてくれた？　それにしては衝撃がほとんど無かったし、トラックはコンビニに突っ込んでいるのだから撥ね飛ばされたのならコンビニの中のはず…………だめだ……現状ではよくわからない）

　私はとにかく助けてくれたであろう男の人にお礼だけでも言おうと思ったのだが……。

「この場合は緊きん急きゆう時だから仕方ないか……無理に転移魔ま法ほうを使ったせいか…………頭痛が酷ひどくなってきた…………」

　などとこちらを気にしていない様子だ。私は彼の思考が纏まとまるまで口を挟はさまずに観察していたのだが……。

　パチリと視線が合う。私はサングラスをしているので相手はわからないかもしれないが、こちらから見れば完全に見つめあう形だ。

　私はお礼を言わなければならないと思うのだが、異常事態に遭そう遇ぐうしているということもあり、頭が混乱して何を言えば良いのかわからなかった。

「駄だ目めだ意識が…………やばい、そんじゃな」

　その人は私を降ろすと左手で口元を押さえつつ右手を上げると次の瞬間消えていた。

「なんだったんだろ…………？」

　理解が追い付かない私を電話の着信音が引き戻もどす。

『もしもし、湯ゆ皆みな？　今ちょっと大丈夫？　次の映画の撮さつ影えいの件についてなんだけど──』

　相手はマネージャーだった。私は地面に落ちているソレを拾い上げる。

『何、あんた外にいるの？　何やらサイレンの音が聞こえてくるんだけどさ』

　サイレンの音を耳にしたマネージャーから不ふ機き嫌げんな声が聞こえる。

「ええ、コンビニに行こうとしてたんですけど、コンビニにトラックが突っ込んでまして」

『はぁっ！　それって事件じゃない。すぐにその場から離はなれなさいよ。あんたは目立つのが仕事だけど、ギャラも無しでメディアに露ろ出しゆつするのはＮＧだからね』

　電話の向こうで捲まくし立てるマネージャーに私は、

「日ひ高だかさん、一つ聞きたいんですけど」

『なに？』

「幽ゆう霊れいって存在すると思います？」

　そう言った私の手の中には１枚のプラスチックのカードが握にぎられていた。








第二章　異世界のケモミミ少女









「うぅ……頭がガンガンするぞ」

　意識が覚かく醒せいすると、猛もう烈れつな頭痛がした。

「なんでこんな状態に…………？」

　俺は二つの意味で呟つぶやいた。

　まず一つ目は。

「確か昨日は、バイトに行って何とか仕事を終わらせて、体調が悪かったから帰宅して……」

　意識が朦もう朧ろうとしていたせいでよく思い出せない。

　俺は自分の状態を調べてみる。服装に関しては昨日出で掛かけた時のまま。そして近くにはドラッグストアの買い物袋ぶくろが落ちている。

　恐おそらくだが、体調が悪いなりに買い物をして家で安静にするつもりだったのだろう。

　俺は周囲を見み渡わたすと、石造りの壁かべの部屋にいた。

　ちなみにこれが俺が呟いた二つ目の理由だ。足元には魔ま法ほう陣じんのような模様が描えがかれていて気持ちが落ち着かない。

　俺は気を失う直前がどうだったか思い出そうとするのだが……。

「記き憶おくが無い……」

　こうしているからにはワープを使ったのだと思う。

　以前にも能力を使い慣れた頃ころ、ちょっとした場所に寝ねぼけて転移魔法を使用してしまうことがあった。

　その時は大学であったり、アパートの風ふ呂ろであったりと普ふ段だんからよく使う場所に転移していたので、今回みたいに記憶と繫つながらない場所に転移してしまったことに違い和わ感かんを覚える。

「それにしても……」

　こんな石造りの場所は見たことが無い。基本的に俺の転移魔法は一度行ったことがあるところにしか移動することはできないのだが…………。

「ここは一体どこなんだ？」

　見渡してみても見当がつかない。地下特有の重苦しく暗い雰ふん囲い気きにジメッとした空気。

「……まてよ。見たことあるぞここ」

　以前、能力が目覚めたきっかけとなった青白い光の輪。その先に確かにこの光景が広がっていた。

　手て掛がかりとなるのはそのことだけ。依い然ぜん、自分が置かれた状じよう況きようは見えてこない。

　気がつけば喉のどがからからだった。この状況に緊きん張ちようしたのもそうだが、寝ている間に汗あせを搔かき、水分が失われていたらしい。

「とりあえず水でも飲むか」

　先日よりはましになっているが、まだ体調が良くない。動けない程ほどではないけど、安静にしていた方が無難だろう。

　俺は買い物袋の中からペットボトルを取り出すと一口含ふくむ。そして気分を落ち着けると冷静に考えてみた。

「とりあえず、ここがどこかは知らないが、一度アパートに戻って休むとするか」

　今はこの最悪な体調を整えるのが先決。そう判断した俺は転移魔法を発動させようとするのだが……。

　──ガタンッ──

　石造りの壁にはめ込まれた木の扉とびらが開いた。

「あれ？　誰だれかいるのです？」

　可愛かわいらしい声がして誰かが部屋へと入ってくる。

「えっ？」

　現れたのは中学生ぐらいの女の子だった。耳を覆おおうような長い金きん髪ぱつに金色の瞳ひとみ。まだ美人と呼ぶには幼い容姿の割には一部が育っている。

「あなたは誰なのです？　どうやってそこに入ったのです？」

　クリっとした瞳で格こう子し越ごしに見上げてくる。

「あれ？　もしかして言葉が通じてないのです？」

　そう言って可愛らしく首を傾かしげる様子に。俺は完全に思考を奪うばわれた。




「それでは、お茶をどうぞなのです」

　あれから、牢ろう屋やのような場所から出してもらった俺は、彼女に促うながされるままに別室へと案内された。

　かなり広い部屋に本ほん棚だなが並んでおり、本が整せい頓とんされている。

　読書用か物書き用なのか、テーブルの上には数冊の本が並んでおり、何かの作業中なのが窺うかがえる。

　その他には目立った物はなく、部屋の隅すみにはベッドが一つ置かれているので、この部屋は寝しん室しつも兼かねているということが理解できた。

「まずは自己紹しよう介かいなのです。リリーはリリアナ＝フォックスター。金ゴールデン狐フオツクス族の巫み女こなのです」

　腰こしまで伸のびた金髪に金色の瞳。金の刺し繡しゆうがされた純白のローブは前でボタンを留められるタイプだが、見た目の幼さに反して成長した胸がこれでもかと主張をしている。

　前開きしたローブの隙すき間まからはスモーキーベージュのスカートと黒のニーハイソックスが覗のぞいており、艶なまめかしい健康そうな脚がよく見える。彼女は愛あい嬌きようのある顔立ちで、無む垢くな瞳を俺に向けてきた。

「俺はサトル＝カラヤマだ」

　一応この名乗り方で良いだろう。相手の名前からして異国を思わせる。ひとまず相手に合せておくのが無難だろう。

　何とかその言葉を捻ひねりだすのだが、俺は内心で混乱していた。

　というのも、俺の視線は先程からある二点へと釘くぎ付づけになっていたからだ。

「それで、どうしてあそこにいたのです？　あそこは儀ぎ式しき場で鍵かぎが掛かっていたのです。普ふ通つうは入れるはずないのですよ」

　矢や継つぎ早に発せられる質問に対しても俺は回答を持ち合わせていない。

「気付いたらいた」としか答えようがないからだ。

　だが、俺はそんなことよりもどうしても聞いておかなければいけないことがある。

「その前に一つだけ聞かせて欲ほしいんだが」

　彼女は「はいなのです」と聞き分けの良い返事をする。

　俺の中で、まさかという思いと、そんなことはあり得ないという思いがぶつかる。

　俺の視線がそっちに向き、彼女のそれがピクリと動きを見せる。俺は喉を一度ごくりと鳴らすと彼女に対して決定的な一言を放った。

「…………その耳と尻尾しつぽって飾かざりだよな？」

「いいえ、本物なのですよ」

　そう答えた彼女の頭部にはツンと尖とがった獣ケモ耳ミミが。そして尻しりからはふさふさとした尻尾が生えていた。




「というわけで、昨日は体調が最悪で意識が朦朧としてたからわからないんだ。多分寝ぼけて入り込んだとしか」

　リリアナの質問に俺は何とか答える。

　記憶が曖あい昧まいなのは間ま違ちがいないので、素す直なおに伝えることにした。

「……ふむぅ、それは妙みような話なのです。ここに入ってこられるはずが……。じゃあ次は…………」

　そう言って尻尾を振ふりながらメモを取る。真ま面じ目めな学生のようだな。

「ちょっと待ってくれ」

「……何なのです？」

　続けて質問をしようとするリリアナに待ったをかける。

　このままでは質問攻めにあってしまう。

　俺にしても聞きたいことは山ほどある。ここがどこなのかも知らないのだ。そんなわけで──

「交こう互ごに質問をしていこう。お互たがいに知りたいこともあるだろうし、これなら公平だろ？」

　お互いに対等な関係であることを示すためにそう提案するのだった。




「それじゃあサトルさん、ご質問をどうぞなのです」

　どうにか了りよう承しようを貰もらった俺は咳せき払ばらいをすると目の前の少女を見つめる。

「リリアナさんだっけ？」

　この場所に着いてからお互いに自己紹介した時の名前を思い出す。

「呼び捨てでいいのです。多分、リリーの方が年下なのです」

「わかったリリアナ。じゃあ質問だ。ここは一体何ど処こなんだ？」

　恐らくは日本ではない、俺はじっとリリアナを見るとその獣耳を見つめる。

「ここはプリストン王国のお城なのです。その地下にある儀式場の手前にある図書室なのです。リリーの部屋でもあるのです」

「…………プリストン王国……城」

　その単語に聞き覚えは無い。恐らくは海を渡わたったのだと推測できるのだがそれでは計算が合わない。

　能力の検証の結果だが、俺の転移には一度で移動できる距きよ離りに限界がある。流石さすがに海を越こえる程の転移は不可能なのだ。

　こうなると考えられるパターンは二つあるのだが……。

　いずれにせよ聞いたことも無い国なのだ。これだけでは俺の推測を裏付けるには至らない。

　何な故ぜなら、世界には俺の知らない国が存在しているかもしれないのだ。ここがそうだという可能性は否定しきれない。

「次はリリーの番なのです」

　次はどんな質問が来るのだろう？

　恐らく彼女は俺の素す性じようを疑っているのだろう。城の地下、侵しん入にゆうするのは実質不可能な場所である。

　そんな場所にいたのだ。恐らくは鋭するどい質問が飛んでくるのだろう。

　リリアナは俺の側そばに置いてあるレジ袋ぶくろを指さすと……。

「それ、何なのです？」

　缶かん詰づめに興味を向けた。

「……これは缶詰だけど」

　見たまんまの答えを言う。

「カンヅメ？」

　耳がピクピクと好こう奇き心しんで動く。

「この中には果物が皮が剝むかれた状態で入ってるんだ」

　ガサガサと袋から取り出してリリアナに渡すと。

「ほー、へぇー、硬かたいのです」

　感心して缶詰をくるくるとまわす。多分だが、家で食べようと思ってドラッグストアで買ったに違ちがいない。

「食べてみるか？」

　あまりにも無む邪じや気きな態度に俺の警けい戒かい心しんが緩ゆるむと。

「良いのですか？」

　ケモミミがピョコンと跳はねて返事をした。

「このぐらい別にたいした物じゃないし」

　俺はプルタブを開けると缶詰の蓋ふたを取り払はらう。

「凄すごいのです。プシュっていったのです」

　はしゃぐリリアナを見ていると可お笑かしくなってきた。

「フォークは無いし……箸はしは……」

　レジ袋を漁あさるが見当たらない。

「食べて良いのです？」

「良いけど……」

　流石に手で摑つかむのは不味まずいだろう。食器を貸してくれとお願いしようとすると、

「甘いのです、そして美味おいしいのです」

　リリアナは手摑みでそれを食べ始めた。

「こっちのこれは酸味が利きいているのです。こっちはすごく甘いのです」

　パイナップルや桃ももの果実を食べる度たびにリリアナの表情がコロコロ変わる。

　ケモミミもプルプルと震ふるえたかと思うとへにょ～んと伸びたり感情と完全に連動しているのが見て取れる。

「サトルさんは食べないのですか？」

　途と中ちゆうでそんなことを聞いてくるのだが、腹を空かせた子どものような勢いなので手を出したらかじられそうだ。

「俺はいいよ」

　反射的にそう答えていた。

「とても美味しかったのですよ」

　缶詰の中身を食べ終えて汁しるまで飲んだリリアナは、幸せそうな顔でぼーっと中空を見ていた。

「えっと……次質問良いか？」

　先程から何を聞こうか悩なやんでいた。どの質問も優先度が高く、判断するのに必要だったからだ。

「良いのですよ、何でも聞いてほしいのです、リリーは何でも答えるのですよ」

　上じよう機き嫌げんに尻尾をフリフリさせるリリアナに俺は質問をした。

「その尻尾と耳って誰だれもが持ってるものなのか？」

　偽にせ物ものではないらしく、とても感情表現豊かに動き回っている。

　もしこの姿がデフォルトだというのなら俺の推測が真実味を帯びるからだ。

「皆みなではないのです、リリーは金ゴールデン狐フオツクスの血を引く獣人なのです。金狐族の希少な能力を持っているのです、えへんなのです」

　そう言って誇ほこらしげに胸を張ってみせる。子どもが褒ほめて欲しそうに見栄を張っているようで微笑ほほえましく感じた。

「なるほど……ね」

　俺はだんだんと自分の転移魔ま法ほうがとんでもない方向に開花した事実に気付き始めた。

　獣人の存在。聞いたことの無い国名。そして能力。

　いずれも生まれてこれまで聞いたことが無い。ある例外を除けばだが……。

「じゃあ次に聞きたいのだけど…………」

「サトルさんずるいのです。次はリリーが質問する番なのですよ」

　確かに連続で質問してしまった。カードゲームもルールを守って楽しくプレイしようと言われている。

　ここはルールに従うべきだ。

「このカンヅメについてですけど、リリーの知識ではこんな保存の仕方聞いたこと無いのです、もしかしてサトルさんは異世界──」

　リリーがカンヅメを突つき付けて何かを聞こうとしていると──

「リリアナはいるかっ!!」

　ドアが激しく叩たたかれた。




「大変なのです、ヴェルガーさんが来たのですよ」

「ヴェルガー？」

　突とつ然ぜん焦あせりだすリリアナに俺は聞き返す。

　あたふたとしているリリアナ。

「こんなところ見つかったら大変なのです。ああ……隠かくれられる場所が無いのです」

　そう言って焦りながらも周囲を見み渡わたす。ベッドの中は膨ふくらみでバレるだろうし、本ほん棚だなの隙すき間まは入り口から丸見えだ。

　この部屋で咄とつ嗟さに姿を隠せる場所は無い。俺がそう判断していると──

「こうなったら……」

　リリアナは立ち上がると俺の手を引く。そして机の下の空きスペースへと俺を誘ゆう導どうすると、

「えっ？　ちょっと！」

　俺の抗こう議ぎを聞かずに押おし込まれる。そして俺の顔が柔やわらかい何かで挟はさみ込まれる。

「どっ、どうぞなのですよっ！」

　リリアナは椅い子すに座ると仕事をしているふりをして来客に呼びかけた。

　乱暴にドアが開く音が聞こえる。そしてツカツカと歩く音が止まると、

「与あたえられた仕事は終わったのかリリアナ」

　不ふ機き嫌げんそうな男の声が頭上より聞こえる。

　その声にリリアナはビクリと反応したのか太ももがギュッと締しめられる。

「い、いいえなのです。これからやるところなのです」

　怯おびえているのかプルプルと震えている。視界に入らないが尻尾しつぽがわさわさと揺ゆれている気配がする。

「まだ終わっていないのかっ！　遠えん征せいは３日後に迫せまっておるのだぞ、貴様は国家に属する意識が無いのか？」

　怒ど鳴なり声にビクリとして締め付けが強くなる、それと同時に俺の顔に何かが押し付けられる。
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「い、いえっ、決してそのようなことは無いのです。でも、殿でん下かからは無理をしなくても良いと言われているのです」

　太ももで完全に固定されて動くことができない。その上、現在俺の口と鼻は柔らかい何かに押し付けられているので呼吸ができなくなっている。

「なんだ貴様？　殿下の名前を出せば俺がビビるとでも思ったか」

　男の声が頭上から響ひびく。俺は何とか少しでも酸素を取り込もうと口を動かすのだが…………。

「ひゃっん！」

　リリアナの声がした。妙みように色っぽくて思考を奪うばわれる声だ。

「何だその声は、馬ば鹿かにしておるのか？」

　俺はリリアナに気付いてほしくて両手を左右に移動させる。そして──

「んっくぅ……。い、いえ、決してそのようなことは──」

　リリアナの太ももを叩く。そうすることで、挟み込んでいる太ももから解放されて、距離を取るためだ。だが……。

「──お、思って無いの、で、すよぉぉぉぉ───！」

　逆に力が入り、俺の口と鼻はますます、柔らかくも温かい何かに塞ふさがれてしまう。

「だったら、すぐに作業にかかるんだな。一秒でも遅おくれたら酷ひどいことになると思え」

　頭上からはリリアナの艶つやっぽい、何かを堪こらえるような声が聞こえてくる。

　だが、こちらも限界が近い。俺は最後の手段に出ることにした。

「わ、わかりましたなのです。早急に作業に──えっ？　ちょっと……」

　焦る声のリリアナ。俺は布地に手を伸ばすと温かい物に触ふれた。

　太ももを開かせることを諦あきらめた俺は、リリアナの腹を押すことで物理的に距きよ離りを取ろうと考えたのだ。

　リリアナは何かを堪えるように身体からだを丸める。そのせいで、柔らかい何かが俺の手に覆おおいかぶさる。

「ハァハァ。さ、早さつ急きゆうに……作業させて……いただくのですよぉぉぉ」

　俺は限界を超こえると口と鼻両方が離はなれるように、藁わらにも縋すがる溺おぼれ人の心境で両手に溢あふれる何かを摑むと──。

「ふにゃぁぁぁぁ────ん」

　リリアナの艶なまめかしい声が響き渡わたった。




「ぜぇぜぇ…………死ぬかと思ったぞ」

　ヴェルガーが出て行ったことで拘こう束そくが緩んだ俺は、何とかリリアナから距離をとると酸素を吸い込むことに成功したのだが……。

「はぁはぁ……サトルさん」

　机から這はい出してみれば憂うれいを帯びた視線でリリアナが俺を見ていた。

　服は乱れており、呼吸をする度に実っているそのたわわな果実がポヨンと揺れる。

　潤うるんだ瞳ひとみに真っ赤に染まった頰ほお。熱を帯びた艶やかな吐と息いきが俺に届くと。

「どうした？　風か邪ぜでも引いたのか？」

　レジ袋ぶくろに風邪薬あったっけ？

　そんなことを考えるのだが……。

「ううう。あんなにあっちこっち触さわられたの初めてなのです、責任取って欲ほしいのです」

　リリアナはそう言うとキッとした表情を作ると俺を睨にらみつけてきた。




「これ全部運ぶのか……？」

　目の前に積まれた木箱は大小含ふくめると全部で２００個もある。

「はいなのです、３日後に始まる遠征の物資が入ってるのです。これを倉庫から馬車置き場まで運ぶのがリリーの仕事なのですよ」

　全く動じることなく笑顔で返事をする。俺は試ためしに荷物を一つ持ってみるのだが……。

「これ一体、何キロあるんだよ……」

　持てないことはない、スーパーで10キロの米袋を持って帰ったこともあるのだ。

　だが、これは明らかにそれより重たかった。流石さすがにこれはポスティングのバイトの比ではない。どうしようか悩んでいると……。

「それにしても本当に手伝ってくれるのです？　結構重いのですよ？」

　気が付けば横から覗のぞきこんでくる。クリっとした瞳は穢けがれを知らず、俺が善意から申し出た提案を心の底から喜んでいるようにも見えた。

　この期待の瞳を裏切ることはできない……。

「ははは、余よ裕ゆうだって。俺もバイトで力仕事には慣れてるからさ」

　咄嗟に出てきた言葉で後には引けなくなった。

「そうですか、ではサトルさんはそちらの箱をお願いしますなのです。リリーはこっちをやるのです」

　リリアナが指差した先にあるのは俺が運ぶ物より一回り大きい木箱だった。

「あまり揺らさないようにお願いするのです」

　持ち上げてバランスを取っているとリリアナが忠告してきた。

「もしかすると割れ物とか入っていたりするのか？」

「中身は日持ちする食料なのです、軍用なので結構な量が入っているのですよ」

　どうりで重いわけだ。平均的な大学生男子でも辛つらいのだ、背が低く若いリリアナではとてもとても──。

「では、リリーも…………えいっ！　なのです」

「は？　えっ……？」

　俺は信じられない光景を目にしていた。背の低いリリアナが自分の身体よりも大きい木箱を軽々と持ち上げたのだ。

「さあ、数もあるのでさっさと片付けるのですよ」

　ケモミミが「このぐらいよゆー」とばかりにピコピコと動く。尻尾はバランスをとるためなのかフリフリと左右に揺れる。

　俺は、一いつ瞬しゆんその可愛かわいい動きに見み惚とれたのだが、すぐに現実に引き戻もどされた。

　何な故ぜならばリリアナが歩き出したからだ。

　目的地は彼女しか知らないわけで、ここで見失うと俺は一人で知らない場所に放置されることになる。

　軽かろやかに歩くリリアナを俺は必死に追いかけた。




「サトルさん、平気なのです？」

　下から覗き込むようにリリアナは俺に話し掛かけてくる。眼前に突き付けられたケモミミも心配してくれている気がする。

「……ごめっ……ちょっと……待って…………息整える……から」

　俺は時間を掛けて空気を吸い込み息を整えた。

「これ、本当にリリアナ一人でやるつもりだったのか？」

　正直舐なめていた。木箱は重い上に中の物が動く、重心が安定せず、持ち運ぶのに重さ以上に気を使わなければならない。

　これをリリアナ一人に押し付けるとか虐いじめじゃないかと思うぞ。

「はいなのです、遠征は３日後からなので、明日中に運べれば問題ないのですよ」

　特に気負うことなく答える。

　もしかして、この程度の仕事は慣れているということか？

「こっちの人って皆みなそんなに力持ちなのか？」

　もしかするとこの世界の人間にとっては大した作業じゃないのかもしれない。

　それならば俺も男としてのプライドは保てる気がする。だが──。

「いえいえ。リリーが特別なのです」

　どうやらリリアナが特別らしい。そうなると根こん拠きよもなしに仕事を振ふられたわけじゃないんだな。

　俺は頼たのもしくも元気いっぱいなリリアナを見ていると──。

「そんなことよりあと99往復なのです。さあさあはりきっていくのですよ」

　そう言って腕うでを引っ張られる。その無む邪じや気きな笑えみに俺は抵てい抗こうする術すべが無かった。




「さあ、次なのですよ」

　目の前には積み上げられた木箱があと１９８個もある。

　俺達は倉庫から戻ると再び荷物の前に立っていた。

　１個や２個ならばなんとかやり遂とげられなくもないが、残り99回となると冗じよう談だんじゃない。

　ただでさえ体調が悪いのだ、高く積み上げられている荷物を見ると頭がくらくらしてくる。

　俺は悩なやんだ末にカードを切ることにした。獣じゆう人じんに怪かい力りき。リリアナは俺の常識ではありえない行動をとってきた。

　それならば俺も奥おくの手てを温存しなくても構わないだろう。

「リリアナ、全部の荷物をあっちに運べれば良いんだよな？」

「はいなのです。だから時間が掛かるのですよ」

　掛かるのは時間だけではないと思うんだけど……。

　台車も無しに10キロを超える荷物を離れた場所にある倉庫まで運ぶとか、普ふ通つうに考えると大人数を動員してやる作業だぞ。

　リリアナにさり気なく聞いたところ、増員はあり得ないとのこと。他の人間は遠えん征せいに向けて準備をしているらしい。

「ちょっと手を貸してもらえればすぐに終わらせられるんだけどいいかな？」

　リリアナは俺の言葉に耳を傾かたむけてきた。




「それで、一体どうするつもりなのです？」

　リリアナは大量に積まれた荷物を前に俺に質問してきた。

　期待に胸膨ふくらませて見上げられているので居心地が悪い。これでもし能力が発動しなかったらいい恥はじさらしである。

　俺は決意をすると。

「こうするんだよ」

　手を翳かざす。そうすると、俺達の目の前に青白い光の輪が現れ、その先に倉庫が見えた。

「な、なな、なんなのですっ！」

　ケモミミがピンと立って尻尾しつぽの先も立っている。突とつ然ぜん現れた光景に警けい戒かい心しんが高まったのか。

　必死な形相で光の輪から距離をとった。

「これは俺の転移魔ま法ほうだ」

「転移魔法っ!?」

　この現象を起こしたのが俺だとわかるとリリアナは驚おどろいた声をあげる。

　そして恐おそる恐るゲートの先を見ると。

「倉庫が見えるのですよっ！」

「ああ、空間を繫つないだんだ。これなら大変な作業もすぐに終わるだろ？」

　真しん剣けんにあの距離を往復するのはあり得ない。とっとと仕事を終わらせて休むに限る。

「すっ、凄すごいのです……サトルさんは凄いのですよっ！」

　リリアナが感動した声をあげている。だが、体調を考えたところ、長時間は無理そうだ。

「とりあえず荷物をどんどん運ぼうか」

　俺はそう言うと作業を促うながすのだった。




「サトルさん、大きい荷物が通らないと思うのです」

　しばらくするとリリアナが当然の疑問を口にした。先程まで通していたのは小さい箱だ。

　これは俺が両手で持ち上げられる程度の大きさしか無いので今広げているゲートで通すことができる。

　だが、残る99個の荷物は横よこ幅はばが広くて今のゲートでは通すことができない。

「うん、だからここからはゲートを広げるよ」

　俺は意識を集中するとゲートの入り口を広げる。普ふ段だんは視線の確保のため、小さくすることはあるが、力をいれてやれば大きくすることもできるのだ。

　以前、実験として人目に付かない場所でやってみたところ、30メートル程ほどまで広げることができた。

　今回はとりあえず荷物を運べるぐらいの大きさにしてみる。

「リリアナ、悪いけど荷物をどんどん向こうに運んでもらえないだろうか？」

　通常のゲートと違ちがい、これは維い持じするのに集中力がいる。気を抜ぬくと形が崩くずれるのだ。

「了りよう解かいなのです。どんどん運ぶのです」

　元気な返事をするとリリアナは大きな荷物を持ち上げる。

「ゲートの光の輪には気を付けてな。ぶつかると箱が傷つくかもしれないから」

　通る前に注意をしておく。以前行った実験で、ゲートの輪はどうなっているのか確かく認にんしたことがある。

　どうやら輪の部分はかなりしっかりしているようで。試しに鉄パイプでぶっ叩たたいてみたことがあるのだが、金属音がして跳はね返された。

　そればかりか、殴なぐった鉄パイプを見てみるとへこみが見つかった。恐らく、もっと強い力で叩けば折れていたに違いない。

　強度的には金属よりも硬かたい。それがゲートの実験で分かった結果だった。

　リリアナは俺の指示を聞くと次々に箱をゲートの向こう側へと運んでいく。

　その時間は実に10分ほど。

　すべての荷物を運び終えたリリアナから声が掛かると俺もゲートの向こうへと移動する。

　そうすると、俺が通ると同時に出口は消しよう滅めつした。

「あっという間に片付いたのです。サトルさん凄いのです」

　リリアナは嬉うれしそうに尻尾をパタパタさせると俺を称しよう賛さんした。

「でも、こんな凄い能力をどうしてリリーの為ために使ってくれたのですか？」

　リリアナは首を傾かしげた。

「そりゃ、大変そうだったし、普通助けるだろ？」

　女の子一人でやる仕事量じゃない。手伝わない方がおかしいのだ。

　俺は正直な言葉を言ったのだが、リリアナは大きく目を見開く。

「……リリーは、こんなに優やさしくされたのは初めてなのですよ」

「そうなのか。まあ、俺にできることなら力を貸すからさ」

　震ふるえるリリアナに俺は慰なぐさめの言葉を掛ける。こんな言葉でリリアナの気分が上向くかはわからない。だが……。

「あ、ありがとうございますなのです。サトルさん」

　リリアナは顔を上げると目を潤うるませて抱だき着いてきた。

「お、おいっ！」

　行動が読めなかったので驚く。リリアナの柔やわらかい感かん触しよくが身体からだに触ふれる。直じかに感じる体温とリリアナの可愛かわいらしい仕草に心臓がドキドキしはじめる。

　嬉しそうに抱き着いてくるリリアナ。俺はそんなリリアナにどう反応して良いかわからなかった。




「おかしい。ゲートが出ない」

　俺は自分の手を見つめると困こん惑わくを露あらわにする。

「ふむぅ、帰れないのです？」

　あれからリリアナの部屋に戻もどってきた俺達は、ようやく重要なことを話し合った。

　俺は自分が異世界から来たことをリリアナに打ち明け、リリアナはそうだろうと思っていたと返してきた。

　なんでも、先程見せた缶かん詰づめや俺の服装。その他諸もろ々もろの言動でこちらの世界の人間ではないと判断したらしい。

　過去にこの場所で転移魔法にまつわる伝承が残っていたらしく、そのことから異世界との繫がりに気付いたようだ。

　そんな訳で、異世界間交流を果たした俺達は握あく手しゆをしてお別れをしようとしたのだが……。

「おかしいな、来たからには帰れるはずなんだけど……」

　転移魔法を使う度たびに疲つかれが溜たまっていくが、まだ少しはゲートを開く余力はある。実際、

「ちょっと失礼」

　俺は少し先にある花か瓶びんの下にゲートを開くと出口を自分の目の前に持ってくる。

「できているのです」

　花瓶は俺の眼前に落下していき地面に落ちそうなところでピタリと止まる。

「浮うかんでいるのです」

　リリアナが興奮気味にその様子を見ている。

「どうやってるのです？」

「ゲートを花瓶が通らない程度の大きさで展開してるんだ」

　大きさを調整する訓練の過程で発見したのだが、物が通るよりも小さなゲートを開いておけばその上にあるものをその場で維持することができる。

「ふーむ、いつもは使える能力が使えない……妙みようなのです」

　そう言うと、リリアナはケモミミをピンと立てると目が金色に輝かがやく。そして俺を見ると。

「わかりました！　サトルさんの身体の魔力がうまく循じゆん環かんできてないのです」

　聞き覚えのない単語が出てきた。

「魔力の循環？」

　そうするとリリアナは指をピッと立てると説明を開始する。

「魔法を使うとき、魔法使いは体内に魔力を流すのですよ。そして魔力を消費して魔法を使うのです。だけど、体内からひねり出す魔力循環が下手だと魔法は威い力りよくが落ちたり、無む駄だに魔力を消費することになるのです」

　リリアナはじっくりと俺の身体を診しん察さつするように見ると。

「サトルさんは魔法を使い始めてそれ程経たっていないようなのです。魔力の循環は使う際の調整が必要なのですよ」

「つまり。無駄に魔力を垂れ流してると？」

「恐らく、こちらの世界でする転移魔法に比べて、世界を渡わたる転移ともなると使う魔力が桁けた違ちがいなのです。今のサトルさんではリミットを外すかして強ごう引いんに使わないと異世界へのゲートは開けないはずなのです」

　つまり、最近の体調不良の原因は転移魔法の使い過ぎによるものだったのだろう。

「しかし困ったな……」

　そうなると帰れない。来ることはできたのだから理り屈くつの上では帰れるはずなんだが、それも今の体調を回復させてからになる。

「サトルさんはお困りなのです？」

「ああ、魔力の循環を覚えようにも、これまで独学で手探りだったからな」

　小説とかなら、異世界に行った時点で魔王を倒たおしに出で掛かけたり、現代知識を披ひ露ろうして無む双そうするのだが、俺は元の世界に未練がある。

　テレビやインターネット等の他に、ライトノベルや漫まん画がなどの娯ご楽らくもあるのだ。読みかけの漫画の続きも気になる。

　それらを手放してまで異世界で生活する程に割り切ることはできなかった。

「ふむぅ、魔力循環のサポートならリリーができると思うのですよ」

　悩なやむ様子を見せていたリリアナだったが、しばらくして提案をしてくる。

「どうやるんだ？」

　俺は藁わらにもすがる思いでリリアナに質問をする。

「リリー達金ゴールデン狐フオツクスの獣じゆう人じんは他人の魔力の流れをこの目で見ることができるのです。そして自らの魔力を流し込むことで相手の魔力循環を狂くるわせたり整えたりすることもできるのです」

　つまり、リリーの種族は魔法使いを相手にした時のエキスパートというわけか。相手に魔法を使わせることもできれば、使わせないこともできる。

「おおっ、助かるっ！」

　何にせよ、今の状態をどうにかできるのならそれに越こしたことはない。

「俺はどうすればいい？」

　提案に乗ることにして、早さつ速そく指示を仰あおぐ。

「そこのベッドに横になるのですよ」

　まずは診察だろうか、俺はリリアナが指差すベッドに横たわる。

　その時気付いた。ここは毎日リリアナが寝ねているベッドなのだろう、先程抱き着かれた時も感じた、リリアナの匂においがするので、妙にそわそわしてしまう。

「これでいいか？」

　内心を悟さとられまいとリリアナに伺うかがいをたてる。ところが……。

「よ、良いのです。つ、次は、こうしなければいけないのですよ」

　リリアナは何やら頰ほおを赤らめるとチラチラと俺を見る。そして「良しなのです」と頷うなずくと。

　ベッドへと潜もぐり込んできた。

「今からリリーの魔ま力りよくでサトルさんの魔力を整えるのです」

　そう言って抱き着いてきた。俺は思わぬ接せつ触しよくに心臓が脈打つと。

「ど、どうして抱き着いてくるんだ？」

　一いつ緒しよに横になるだけでも心臓がドキドキしてるのに、こうまで密着されると不味まずい。俺は体温が急きゆう上じよう昇しようするのを感じる。

　俺の胸でリリアナの胸がギュムと潰つぶれる。胸むな元もとに感じる極ごく上じようの柔らかさと熱いぐらいのリリアナの体温。潤んだ瞳ひとみから目を離はなすことができない。

「み、密着している部分が多いほど調整にかかる時間が減るからなのですよ」

　なるほど、そういうことだったのか。リリアナは恥はずかしいのか、短時間で治ち療りようをするつもりのようだ。本人が俺を治すために必死なのだ、恥ずかしがっているのは失礼だろう。俺は反省をすると。

「俺は何か手伝うことは無いのか？」

　自分にも何かできることは無いのか聞いてみる。もしかするとリリアナの負担を少しは軽くできるかもしれないからだ。

「サトルさんにできることは無いのです。リリーに任せて休むと良いのですよ」

　どうやら無いらしい。もっとも、魔法の知識が無いので当然と言えばその通りなのだが……。

　しばらくすると、体内に、何か暖かいものが流れ込むような感覚がしてきた。これは普ふ段だん転移魔法を使う際に意識している部分だ。恐おそらくはリリアナの言うところの『魔力循環の調整』をしてくれているのだろう。

「なんか暖かくて気持ちいいな」

　血管の上から極上のマッサージを施ほどこされている気分だ。身体のコリがほぐれて力が抜ぬけていく。

「はいなのです、ちゃんとした調整は凄すごく気持ち良いものなのです。リリーは得意なのです」

　誇ほこらしげに返事をしたかと思えば、胸に顔をこすりつけてくる。リリアナの吐と息いきが首筋にかかりくすぐったい。

　次し第だいに思考が揺ゆらぎ始め、猛もう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってくる。

　俺は、その快楽とも言える誘いざないに抗あらがうことができず。気が付けば意識を失っていた。




「キューキューキュー」

　胸元でもぞもぞと何かが動くのを感じる。

　いつの間にか眠ねむってしまっていたようで、何かが触れる感触で目が覚めた。

　魔力循環の調整とやらが上手うまくいったのか。昨日に比べると格段に調子が良いのが分かる。

　治してもらって初めて納なつ得とくする。今までは小さなホースに強引に水を流し込んでいたような状態だったのだが、今は特大のホースに余よ裕ゆうをもって水を流せる。

　体感的な感想だが、意識を向けてみると魔力の通り具合が確かに違ちがうのだ。

「リリアナにお礼を言わなきゃな」

　毛布の下でゴソゴソと動いている。まだ寝ているのだろうか？

　俺は起こすべきか悩みながら毛布を取ると。

「何だこの可愛らしい生き物は」

　俺の腹の上で身体を丸めるようにして眠るのは、尖とがった耳にフサフサした尻尾しつぽ、背面は金色の毛で前面が銀色の毛で覆おおわれたキツネだった。

　よくＳＮＳなんかでは北海道旅行に行った雪原で野生のキタキツネが目もく撃げきされて写真に収められて投とう稿こうされていたりするのだが、目の前のキツネはそれに比べて濃こい毛色をしている。

　こっちの世界特有の種なのかもしれないが、こんな間近にキツネが眠っているという状じよう況きように俺は並々ならぬ興味を抱いだいた。

「こいつ可愛いな」

　急せいては事を仕損ずる。がっついて触さわりにいったところ起こしてしまい逃にげられる。

　元の世界でも、野の良ら猫ねこが日向ひなたぼっこをしていた際に触ろうとしたのだが、逃げられたことがある。

　その時の経験を踏ふまえた上で、慎しん重ちように、優やさしく。

　俺は震ふるえる手を押おさえ込みながら徐じよ々じよにそのキツネへと手を動かしていった。

「あっ、暖かい」

　俺の全身を幸福感が押し包む。それはまるで、高級な絨じゆう毯たんをなぞった時のような感かん触しよく。

　指にあたる毛並みはそれぞれが独立しているにもかかわらず、表面をなぞると滑なめらかな感触を持つ。

　こいつの毛並みは滑らかであると同時に沈しずみ込めば指を暖かく包んでくれる包容力も兼かね備そなえていた。

「もう少し大だい胆たんに行くか」

　ゴクリと喉のどを鳴らす。触った時に耳がピクリと動いたのだが、どうやら警けい戒かい心しんが無いのか、すぐに元に戻もどった。

　俺は思い切るとその手をキツネの頰へと寄せていく。

「おおっ。ここも柔やわらかいんだな」

　顔の毛並みもとても気持ちいい。背中とは違って滑らかでは無いものの、また違った柔らかさがあり俺を感動させてくれる。

　夢中になっていると、キツネの鼻がヒクヒク動いて俺の掌てのひらの臭においを嗅かぐ。そして──。

「可愛かわいすぎるぞこんちくしょう！」

　臭いを嗅いだキツネが目元を緩ゆるませるのがわかり、そして俺の手に頰をこすりつけてきたのだ。完全に気を許してくれているのか甘えてくる。

　俺は左手でキツネの背中を撫なでまわすと右手で喉をゴロゴロと鳴らすことにした。

『キューン。キューン。キュウウウウウウン』

　喉を鳴らすたびに甘えた声をあげるキツネ。今がまさに至福の時。

　胸に感じるキツネの体温。左手に感じる滑らかな感触。耳に入る心地よい甘え声。

　細めた眉まゆから金色の瞳が見える。興奮しているのだろうか？

　アニマルセラピーというものにたいしてそれ程興味が無かった俺だったが、急速に理解する。

　モフモフは世界を救うと。

　世界中の心が荒すさんだ人たち。ペットを飼おう。モフモフさえあれば世界はこんなにも幸せに満ちているのだから。

　しばらく撫でまわしていると、キツネから鳴き声が聞こえなくなった。どうやら気持ちよかったせいで再び寝てしまったらしい。

「そういえばお前ってどっちだ？」

　以前、他人から聞いたことがある。動物には懐なつきやすい相性があるとか。人間にしろ何にしろ、異性の方が懐きやすいらしい。

　そう考えると初遭そう遇ぐうでこの懐き方は雌めすではないかと推測が立つ。

　俺はトリビアが真実なのかが気になったのでキツネの脇わきに手を差し込んで持ち上げてみる。

「ふーむ。ついてないってことはやっぱり雌だな」

　そこには立派な玉たま袋ぶくろが付いていなかった。トリビアはどうやら正しいらしい。

　そんなことを考えてしばらく観察していると──。

『キュキュ？』

　撫でるのをやめたからか。持ち上げたからかキツネが目を覚ました。そして首を回して俺と自分の状況を確かく認にんすると。

『キュキュキュ─────!!』

「おっ、おいっ！　暴れるなよ」

　突とつ然ぜんジタバタと身体からだをくねらせ尻尾を振ふり回す。そして──

「痛ってぇっ！」

　嚙かみつかれて手が離れる。そして落ちてきたキツネの可愛らしい肉球が顔面に迫せまる。その先せん端たんには可愛らしくない爪つめが装備されていた。
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「ぎゃああああああああああああ」




「ううう……全部見られたのですぅ」

　毛布を手た繰ぐり寄よせて身体を覆っているリリアナは涙なみだ目めになりながらケモミミを垂れさせた。

「いや、悪かったよ」

　先程のキツネの正体が実はリリアナだった。

「だけど、まさかそんな状態になっちゃうなんて思ってなかったからさ」

　おかげで無ぶ遠えん慮りよに身体中を撫でまわしてしまった。

「まさか、リリーよりも魔ま力りよくが多いとは思わなかったのです。あの状態になるつもりはなかったのです」

　なんでも、リリアナは魔力が尽つきるとキツネの姿になってしまうらしい。

　リリアナはこの世界ではトップクラスの魔力を保有しているため、まさか治ち療りよう途と中ちゆうで魔力が尽きることになるとは考えなかったらしい。

　結果として、キツネの姿になってしまい、気付かれないまま俺に撫でられていたというわけだ。

「でも、おかげで問題無く魔法を使えそうだぞ。ありがとうな」

　恐らくは今すぐにでも転移魔法を使って帰ることもできるだろう。魔力の循じゆん環かんはこれまでよりも数十倍効率がよくなっているようで、これならば異世界との往復も楽にできそうだ。

「確かに、段だん違ちがいなのです、そして恐ろしい程ほどの魔力なのですよ」

　リリアナは近寄ってくると俺の全身を金色の瞳で診み始める。

　余程集中して診ているせいなのか、毛布が少しずり落ちたことにも気付いていないのか、白い肌はだと谷間が見える。

「うん、大だい丈じよう夫ぶみたいなのです。また狂くるったら治してあげるのですよ」

　そう言って満面の笑えみを浮うかべると。

「どうした？」

　ポスリと胸に倒たおれてくる。

「今のでまた魔力を使ったのです。へとへとなのです」

　どうやら無理をさせたらしい。

「ありがとうな」

　俺はリリアナを抱き止めてやる。そうすると頭を傾かたむけてきたので労ねぎらうつもりで撫でてやるのだった。




「それじゃあ。そろそろ俺は戻るよ」

　あれから結構な時間撫でてやった後、リリアナは名残なごり惜おしそうに身体を離はなした。

　全身で感じていたリリアナの柔らかさがすっと消えると、俺にも何となく虚むなしさが残った。

「必ず。絶対。また来て欲ほしいのです」

　その瞳ひとみは真しん剣けんで、リリアナは俺の上着の裾すそを引っ張ると上うわ目め遣づかいに見上げてきた。

「わかった。きっと来るよ」

　絶対とは言えない。確実にこの世界に飛んで来られるかはわからないのだから。

「リリーの初めてを奪うばったのです。責任取ってもらわなければ困るのですよ」

　最後に胸に顔をうずめて何やらぼそぼそと言っている。顔が赤くて声も小さいのでよく聞き取れなかった。

　俺はリリアナを引き離すと最後に頭を撫でて言った。

「きっとまた来るから、待っていてくれ」








第三章　女子高生の恩返し









「ふぁ…………眠ねむい」

　俺は欠伸あくびを嚙みしめると目を擦こすった。

「眠そうだな唐から山やま、バイトで無理でもしたか？」

　同じ学部の友人が欠伸をする俺に声を掛かけてくる。

「いや、ちょっと色々あってな」

　異世界滞たい在ざいで普ふ段だん使うはずの時間を取られてしまったため、バイトやレポート、その他、生活面での時間を作るために睡すい眠みん時間を削けずることになったのだ。

「そっか、俺は次の講義に行くけど、唐山も講義あったよな？」

　先程、学科の掲けい示じ板ばんを見にいった際、教授の都合で休講になったと書いてあった。

「そういえば次の講義は休みになったんだよ」

　学部の友人はその言葉を聞いて羨うらやましそうな表情を浮かべると、

「俺もそっちにしておけば良かったな……マクロ経済学の授業マジ眠くなるし」

　マクロ経済学の授業は眠くなることで有名だ。出席者の98％が最後まで起きていられないらしい。

「そうだ。暇ひまならこれ貸しておいてやるよ」

　友人はそう言うと俺に雑誌を渡わたしてくる。表紙を水着姿の女の子が飾かざっているグラビア雑誌だ。

「サンキュー。次の講義まで適当な空き教室で読ませてもらうわ」

　眠ねむ気けもするので何ど処こかで横になりたい。

「うーい、そんじゃまた後でなー」

　何とも軽い調子である。俺に声を掛けてきた時もそうだが、ああいう社交性がある奴やつは友人も多いのだろう。

　事実、試験前になると授業のレジュメのコピーを大量に確保してくるし。俺はそんな友人を羨ましく思いながらも見送る。

「さて、空き教室でも探すかな」

　俺は寝ね転ころがる場所を探して歩くのだった。




　空き教室に向かっていると掲示板の前で女の子が一人立っていた。

　赤あか縁ぶちの眼鏡に帽ぼう子し。ストレートの栗くり毛げは艶つややかで、陽ひの光を浴びて輝かがやいていた。行き交かう他の人間もチラチラと彼女を見ているのは目を引くほどの容姿ということもあるのだが、彼女の格かつ好こうによるものが大きい。

　大学という未成年と成人の両方が所属するその場において異質な格好。そう……彼女は高校の制服を着ていたからだ。

　他の女子大生に比べても整ったプロポーションをしている。

　一いつ瞬しゆん、どこかで見たような気がしたのだが、眼鏡越ごしでもわかる美び貌ぼうが思考を鈍にぶらせるのか、記き憶おくが繫つながらない。

　俺はそんな少女を一いち瞥べつすると、目的地に足を向ける。

　いっそのこと、別べつ棟むねで行われる外国語の教室で寝ることにしたのだ。

　次の授業を寝過ごさないためにその場で待機する。非常に合理的な考えだといえる。

　そんな風に彼女の後ろを通り過ぎると、突然彼女が振り返り目と目がばっちり合った。

「ああぁ───っ！」

　形の良い唇くちびるから声が漏もれる。俺は咄とつ嗟さに手に持つグラビア雑誌を隠かくすと、

「唐山さんじゃないですかぁ、こんな所で会えるなんて思いませんでしたよぉ」

　次の瞬しゆん間かん、彼女は花が咲さいたような笑顔で俺に話しかけてきた。

「…………えっと。誰だれだっけ？」

　いざ声を掛けられてしまったのだが俺は彼女を思い出せない。

　名前を知っているということは本当に俺の知り合いなのだろうが…………。

　俺は申し訳なさそうな顔で彼女を見ると、罪悪感が顔に出ていたのか、彼女は──。

「えっ？　…………私のこと、知らないんですか？」

　そう言って不必要な程に顔を近づけてきた。その際に彼女から柑かん橘きつ系の良い香かおりが漂ただよってきてドキリとする。

「もしかして高校の頃ころの後こう輩はいか？」

　あり得るはずも無いのだが、会話を続けなければ正体が判わからないので聞いてみる。すると──。

「え、ええ、そうですよ。実は私、ずっと前から先輩に憧あこがれてて。同じ大学に入れたらなと思って…………見学に来たんですよ」

　彼女は胸の前で手を組み、瞳を潤うるませると頰ほおを染めて俺を見つめてきた。その仕草に一瞬ドキリとするのだが、俺は我を取り戻もどすと、

「………………まじかよ」

　げんなりとして答えるのだった。

「何ですかその顔。私みたいな可愛かわいい後輩が先輩に会いに来たんですよ、喜ぶところじゃないですかぁ」

　さり気なくボディタッチをしてくる。距きよ離りが近く、柑橘系の香りが強くなる。

「それが本当ならうちの高校の先生の名前を一人挙げてみろ。本当に俺の後輩なら知っているはずだろ？」

　これは相当に意地の悪い質問だ。お互たがいに認にん識しきできる先生の名前なんぞ同じ学校にいたとしても早々に出せるものではない。

　彼女は「えっと……」と呟つぶやきながら口元に指をやる。

　その仕草は演技めいていて、どう振ふる舞まえば自分が魅み力りよく的に映るのかよく研究しているように見えた。

「たな…………鈴すず木き先生です」

「今一瞬、俺の反応みて答えを変えなかったか？」

「気のせいですよ」

　不自然に明るい笑みが怪あやしいのだが、この際それはどうでもいい。

「うーん、そうか。まあ、数学の鈴木先生は授業が長いことで有名だったしな」

　問題は、実在する先生の名前を出されてしまったという点についてだ。

　だとするとこいつが俺の後輩だという確率が上がってしまう。それは俺にとって非常に不味まずい事態を招くことになる。

「で、ですよねぇ。私もしょっちゅうそれで授業延長されてたんですよ」

　これ幸いとばかりに話を合わせてくる。本当に鈴木先生の授業に辟へき易えきしていたかのような苦い顔をしている。

「認めてやるよ、お前が俺の後輩だってことを」

　俺は渋しぶ々しぶ、目の前の人物を高校の後輩だと認めることにした。

「じゃ、じゃあ！」

「それにしても最近の技術って凄すごいんだな」

「へ？」

　俺の言っていることがわからないのか、目を丸くする。そんな後輩に俺は告げてやる。

「だって、俺が在学していたのって男子校だし」

「はぁぁぁあぁぁぁぁぁ────!?」

　次の瞬間、演技ではない大声が俺の耳を直ちよく撃げきした。




「本っ当に信じらんないっ！　私を嵌はめるなんてっ！」

　彼女は顔を真っ赤にして怒おこり出した。確かにこんな可愛い子が男だなんて少しおかしいとは思ったんだ。

　だが、高校の後輩を偽いつわられたらそう判断するしかないだろうに…………。

「んで結局お前は誰なわけ？」

　彼女の正体は二つしかない。

　この世に存在しない可愛らしい男の娘こ。

　もしくは、可愛らしい不ふ審しん者のどちらかだ。

「はぁ、もう少し引っ張ろうかと思ってたけどもういいや」

　そう言って彼女は眼鏡と帽子を取る。

「これで判りましたか？」

　首を振ふると帽子で束ねていた髪かみがサラリとほどける。

「えっ……まさか……？」

　俺は手に持っているグラビア雑誌の表紙に目を落とす。

　服装こそ違ちがうが、あふれ出るオーラに際立ったパーツ。表情こそムッとしているが、その誰もが見み惚とれてしまう顔は完全に一いつ致ちしていた。

「湯ゆ皆みな……翼つばさ？」

　手にしたグラビア雑誌と目の前の彼女を何度も見比べてみる。

　雑誌の表紙にいる彼女は水着姿で、肌はだ色いろ成分をこれでもかと言うぐらい露ろ出しゆつしている。

　何度見比べてみても間ま違ちがいない。テレビで見ない日が無い女子高生アイドルがこの場に降臨していた。

「ちょっ、ちょっと。何してるんですかっ！　変態！」

「えっ？」

　突とつ然ぜん顔を赤くして罵ば倒とうしてくるアイドルに俺は疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「雑誌をそんな風に使って、私にそんな視線向けるなんてっ！」

　そこで気付く。雑誌と本人を見比べるために手に持っていたが、まるで目の前の湯皆に水着を着せているように見えたからだ。

「いや、違うぞ……これは……」

　咄嗟に言葉が詰つまる。とにかく言い訳しなければ……。

「じゃあ何ですか？」

　口を薄うすく閉じると頰を赤らめて睨にらみつけてくる。そんな顔を見ると場違いにも「やっぱアイドルって可愛いんだな」と感想を抱いだく。

「これは友人から借りた物だし。俺はアイドルとか興味ないからな！」

　俺の言葉に一瞬目を見開いたかと思うと。

「むっか───！」

　ムカつきをそのまま声に出す奴を初めて見た。

「あり得ないです。初めてです、私をここまでコケにしたオタンコナスさんは！」

　襟えりを摑つかむと至近距離から睨まれる。目元が潤んでいて自然とその整った顔に惹ひかれてしまう。

　どうでもいいけど、その言い回し古くない？

「おいっ！　あれって湯皆翼じゃないか？」

「本当だっ！　ツバサちゃんよっ！」

　湯皆が騒さわいだことで周囲の学生が存在に気付いたようだ。

　授業中ということでそれほど多くの学生がいるわけではないのだが、今をときめくお茶の間のアイドルの降臨にあっという間に人が集まってくる。

「ツバサちゃ──ん。愛してる──」

「こっちむいて──」

「みんな───。応おう援えんありがとう───」

　いつの間にか手を放して手を振っている湯皆。暫しばらくニコニコと応じていると。

「どうですか、あれが普ふ通つうの反応です。唐山さんは異常です」

　俺に身を寄せると耳元でヒソヒソとささやく。

「悪かったな……」

　俺だって遠目に見てれば同じような反応をしたかもしれない。いきなり目の前に現れて対応できなかっただけだ。

「むっ、本当に悪いです」

　そっけない態度だったせいか、湯皆は更さらにムッとすると皆から見えない角度で俺に睨みを利きかせる。そして──。

「それならこうしたらどうですか」

「おっ。おいっ！」

　湯皆はそう言うと俺の腕うでを引っ張ってきた。

　その瞬間、周囲の視線が俺に集中する。俺は慌あわてて振りほどこうとするが、思いのほか強い力で振りほどけない。

「ひとまず目立ってしまったから仕方ないです。二人っきりになれる場所まで移動しましょう」

　そう言って強ごう引いんに腕を引っ張られる。人波を通り抜ぬける時に視線を見てみたところ。

　その場の８割が羨せん望ぼうで２割は嫉しつ妬とだった。

　ご満まん悦えつな顔で俺を引っ張る湯皆の顔を横から見ながら、俺は彼女の人気に感心するのだった。




「ふぅ、ここまで来れば平気ですね」

　追っ手がいないことを確認すると湯皆はそう言った。

「そ、そうか……」

「なんです、その微び妙みような反応は」

　湯皆は怪け訝げんな瞳ひとみを俺に向けてくる。

「いや、もう平気なら腕を放してくれないか？」

　慎つつましいと表現すべきなのか？　湯皆の胸が肘ひじとかに当たっているのだ。

「なんですか～？　もしかして今いま頃ごろ照れちゃってるんですか？」

　自分の優位を確信したのか、悪戯いたずらな笑え顔がおを向けてきた。指でつんつんと頰を突つつかないで欲ほしい。

　しばらく楽しそうに俺に触ふれていた湯皆だったが、離はなれると。

「コホン」

　向かい合うと咳せきばらいをする。そして──。

「先日は危ないところを助けていただきありがとうございました」

　そう言って深々と頭を下げる。

「先日？」

　その言葉に俺は首を傾かしげる。

「覚えてないですか？　コンビニにトラックが突っ込こんだ事件」

　そういえば通学途と中ちゆうのコンビニが修理してたな。

「あの時、トラックに撥はねられそうだった私を唐山さんが助けてくれたんですよ」

　どうにも覚えが無い。

「それって人ひと違ちがいじゃ？」

　確か、事件があったのは夜だったはず。暗くて見間違えたのではないか、俺がそう指し摘てきすると。

「それは無いですよ、だってこれ、唐山さんのですよね？」

　そう言って差し出されたのは。

「これは確かに俺のだな……」

　バイト先で使っている身分証明書だった。ようやく合が点てんがいく。何な故ぜ湯皆が俺の名前を知っていたのか、それはこの身分証明書を見ていたからだ。

　そして、俺がこれを失なくしたのは…………。

「もしかしてあの日か？」

　体調が悪く、意識が朦もう朧ろうとしていた日があった。起きたら異世界にいたので忘れていたが、異世界に渡わたる前にそんな事件があったのかもしれない。

　俺が日付を確かく認にんすると湯皆は頷うなずいた。

「それで、わざわざ返しに来てくれたのか？」

　中々律りち義ぎな行動だ。だが、湯皆は首を横に振ると。

「お礼をしに来たんですよ」

「何のお礼なんだ？」

「命を救ってもらったお礼ですよ」

　聞いてみてもピンと来ない。あの時は体調が悪くて、記き憶おくがぼんやりしており、何があったのか本当に思い出せない。その辺について詳くわしく聞こうとするのだが……。

「唐山さんみたいな一いつ般ぱん的な男性にとって一番欲しい物ってなんなんですかね？」

　湯皆は思案をすると探るような視線を俺へと向けてくる。

　どうでもいいけど一般人って……この子、何気に俺だけには素すで振る舞まってるよな。アイドルに対する幻げん想そうが壊こわれていくのだが……。

　そんなことを考えていると向こうも考えが纏まとまったらしい。

「そうだ、私がデートしてあげますよ」

　名案とばかりに手を叩たたく。まるでそれこそが至上のプレゼントだと信じて疑わないかのように。

　そんな湯皆に対して俺は返事をした。

「いや、遠えん慮りよしとくわ」

「なっ！　なんでですかっ！」

　まさか断られるとは思ってなかったのか、顔を真っ赤にすると。

「わっ、私のようなアイドルとデートできるなんて光栄なことなんですよっ！」

　確かにそうなんだが……。それを自分で言う？

　だが、そこを指摘したところで無む駄だなことだろう。俺は今思っている感想を素す直なおに言うことにした。

「正直あの時の記憶が曖あい昧まいでな」

　何かしてあげた記憶が無いのにお礼を言われるのは居心地が悪い。俺がお礼なんて必要無いと返事をすると。

「そういうのいいですからっ！　アイドルの私がわざわざ来てあげたんです。とにかく行きますよっ！」

「おっ、おいっ！」

　俺の意思表示は意味をなさず、俺は容疑者のように湯皆に腕を確保されて連れて行かれるのだった。




「うーん、ちょっと違ちがうかな～？　こっちを着てみてください」

「おーい、湯皆さん？」

「なんですか？　あっ、それも似合うかも…………──すいませーん。こっちの色をベージュにしたのってサイズありますかね？」

　俺の呼びかけを無視して彼女は店員と話をしている。

　俺は着せ替かえ人形よろしく、次から次へと押おし付けられる服に着替えてはカーテンを開けるのを繰くり返していた。

　何故かというと……。

「なあ、やっぱりここまでする必要は無いと思うんだが」

「何を言ってるんですかっ！　私の命を救ってくれたんですよ？　もしあのまま私が死んでいたら、ファンの人が後追い自殺していた可能性もあります。だから唐山さんが救ったのは私だけではなく、私のファンの命も救ったんです」

「流石さすがに大おお袈げ裟さだろう」

　先日、事故から身を守ってくれたということで湯皆が服一式をプレゼントしたいと言い出したのだ。

「アイドルの私とデートするんですから、お洒落しやれな服を着てもらわないと私が恥はじを搔かくじゃないですか」

　そう言って連れてこられた。ここに来る前には美容院に連れて行かれたので、髪かみをカットされている。

　おかげで普ふ段だんと違って落ち着かないのだが……。

　取りあえず渡された服に着替える。こういう時の女に逆らうのは時間の無駄だと判断したからだ。

「あっ、着替えましたね」

　他の服を物色していた湯皆は笑顔を向けると俺を見る。

「へぇ、これは…………案外……」

　彼女はスマホを取り出すとパシャリとシャッターを切った。

「えへへへ」

　そして笑う彼女に。

「なんで撮とったんだ？」

「別にいいじゃないですか。私が唐山さんの写真を何か良からぬことに使うとでも思ったんですか？　自意識過か剰じようです。キモイですっ！」

　何故か唐とう突とつにこき下ろされる俺。別にそこまで言ってないんだけどな……。自意識過剰扱あつかいを受けてヘコんでると。

「次はこっちです。私がモデルをしたファッション誌で流行はやってる服なんで唐山さんでも似合うと思います」

　湯皆が次の衣装を持ってきた。俺は何度目かになるそのやり取りに疑問を浮うかべると、

「まだ買うのか？　流石にそろそろ悪いぞ」

　買い物かごには既すでにいくつかの服が入れられている。俺が着ているのを見ると湯皆が「これも買います」と言ってキープしてしまうのだ。

　命のお礼にしてもここまでしてもらうのは気が引ける。

「唐山さんは放っておいたら着き潰つぶすまで同じ服を着続けそうだし、衣装は多く持っていても困るものじゃないです」

「そうか？　大学に着ていく分だけあれば良いだろ。衣装を多く持ってる方が良いのってどんな時だ？」

「例えば……デートの時とかですね、毎回同じ服装だと女性に嫌きらわれますよ」

　そう言ってピッと指を立てる。親切なアドバイスのつもりなんだろうが。

「デートなんてする相手がいないけどな」

「えっ、そうなんですか？」

　わかりやすいぐらい嬉うれしそうな顔をする。俺がモテないと知ってからかうつもりなのだろう。

「ま、まあ確かに今の唐山さんには必要無いですけど。その内、唐山さんでも我が慢まんしてくれる人が現れるかもしれませんから。………………………………とか」

「いや。我慢って……お前……」

　酷ひどい言い草だ。本人に悪気は無いようなのだが、傷つく。途中からごにょごにょと声が小さくなったので後半は聞こえなかったが恐おそらく悪口なんだろうな。

「とっ！　とにかくっ！　変な格かつ好こうで出歩かれると私が嫌いやなんで。真しん剣けんに選んでもらいますからねっ！」

　怒ど鳴なるように言いつけると新しい服を探しに行ってしまう。

　結局、その後５セットまで服を選んだ湯皆はまだ物足りなさそうな顔をしていたが、俺が疲つかれた顔をしているのでようやく終わらせてくれた。




「本当にありがとうな」

　あれから店を出た俺達はカフェテリアで休きゆう憩けいを取っていた。

　会計の際に、湯皆がカードで支し払はらいをしていたのだが、店員が信じられないような目で俺を見ていた。

　あれはそう…………今まで見たことが無いような常識外の生き物に遭そう遇ぐうした表情か？

　恐らく年下に金を出させたのがあり得ないと判断されたのだろう。

「べ、別にあのぐらい、大した金額でもないし………………私も楽しかったから」

「楽しかったのか？」

　今度は聞こえた。距きよ離りも近かったしな。

「か、勘かん違ちがいしないでください。別にデートが楽しかったとかじゃなく、冴さえない男を自分の手でプロデュースするのが面おも白しろかっただけ。それだけですからっ！」

　冴えない男で悪かったな。俺は憮ぶ然ぜんとした顔でカップに口をつける。

　そんな俺を無視してるのか、湯皆はニヤニヤしながらスマホを弄いじっている。

　試着するたびに写真を撮られたのでその写真を見ているのだろう。

「えへ、えへへへ」

　妙みように機き嫌げんが良さそうだ。俺の似合ってない格好が余よ程ほど面白いらしいな。

　俺は何気なしに頭を触さわると、普段と違いワックスのせいでパリッとした髪が指をつついた。カットの際にワックスの付け方も教わった。

　俺は一息つくと頼たのんでいたケーキを食べる。スーパーなんかで売っている物とは違い盛り付け方から味まで全すべてがワンランク上だ。

　流石は芸能人、良い店を知ってるな。

　お金に余よ裕ゆうができたらこういう店を巡めぐってみるのもありかもしれないな。

　そんなことを考えていると──。

「どうした？」

　探るような視線を湯皆は俺に向けていた。

「あっ、いえ。別に…………」

　そういって手を振ふる。

「なんだよ、聞きたいことがあるんじゃないのか？」

「良いんですかっ？」

「ああ、別に構わないぞ」

　何せここまでしてくれたのだ、無下に扱あつかうことはできない。

「てっきり、秘密にしててはぐらかされると思ったんですけど、本当に良いんですか？」

「しつこい奴やつだな、男に二言は無い」

　彼女は「じゃ、じゃあ……」と前置きすると言った。

「唐山さんって超ちよう能のう力りよく者なんですか？」

「えっ……超能力者？」

　飛んできた質問に俺は圧あつ倒とうされる。

「私が助けてもらった事件について話したじゃないですか」

「トラックがコンビニに突つっ込こんだんだよな？」

「あれって、私がトラックに撥はねられる直前に唐山さんが助けてくれたんですよ」

「………………なるほど？」

　湯皆の説明に相あい槌づちを打ちながら動どう揺ようを押し殺す。

「トラックに撥ねられそうだった私が次の瞬しゆん間かん、唐山さんの腕うでの中で抱だきしめられていたんです」

　そう言った時の湯皆は潤うるんだ瞳ひとみで俺を見つめていた。

「あの時に唐山さんが使った力が何だったのか分かりません。ただ助けてもらったからには他人にこのことを言うつもりはありません」

　どうやら確証があるようだ。これは誤ご魔ま化かすだけ無駄だな。

「まあ、お前が考えている通りだ。俺は転移魔ま法ほうを使える」

「転移魔法!?」

「自分や他の物体を離はなれた場所に瞬時に移動させる力だな」

「……凄すごいっ！」

　説明をすると湯皆が尊敬の眼まな差ざしで俺を見てきた。

「本来ならバレちゃいけない能力だったのに。私の命を救う為ために使ってくれたんだ…………」

　そう言って口元に手をやるとニヤニヤと嬉しそうな顔をする。何ど処こかに喜ぶポイントがあったのだろうが、女子高生に知り合いがいない俺には理解不能だ。

「まあそんな訳だ。だから、できれば内ない緒しよにしておいてくれ」

　本人が口を噤つぐんでくれると言っていたが、念押ししておくと。

「勿もち論ろんです！　これは二人だけの秘密ですっ！」

　嬉しそうに秘密と言ってくれる。だが、もう一人知ってるやつもいるんだが、異世界に行けることまでは言う必要は無いか？

「そだ、唐山さん」

　湯皆は太いストローでタピオカを吸い上げてクニュクニュと食べると。

「ん。なんだ？」

「その能力、私の為に使ってみませんか？」

　そう言ってストローを俺に向けてくる。

「……どういう意味？」

「私ってアイドルじゃないですか？」

　俺はその主張を聞いて湯皆を見る。そこら中で見かける制服姿なのに妙に目を奪うばわれる可愛かわいさ。芸能人に興味が無い俺でもファンになりかねない程のカリスマ性。

「そうだな、可愛いと思うぞ」

「か、かわ…………」

　俺の言葉で顔を真っ赤にして口をパクパクさせる。気を取り直した湯皆は「ンンッ」と咳せき払ばらいをする。

「だから仕事のスケジュールが過密に入ってるんです。その上、移動の際にもファンの人とかとのトラブルも多くて」

　先程の大学での光景から容易に想像がついた。

「あと……最近マネージャーが新人の子に付きっ切りなんで、サブマネージャーを募ぼ集しゆうしてるんですよ」

　その説明から何となく言いたいことは分かった。つまり──。

「それを俺にやれと？」

「そうですっ！」

　物もの凄すごい食いつきようだ。思っているよりも接近しているのでどうしたものかと考えていると、湯皆は「あっ」と叫さけぶと。

「べ、別に私が唐山さんと一いつ緒しよに居たいから言ってるわけじゃないです。ただ、それ程の能力があるなら仕事に活いかさないのは勿もつ体たいないじゃないですか。高い報ほう酬しゆうも確約しますし、何より、アイドルの私と一緒に居られるんですよっ！」

　捲まくし立ててアピールしてくる。

　湯皆の提案に乗るわけではないが、確かにありかもしれない。

　もうこいつに能力はバレている訳だし。

「だ、駄だ目め……ですか？」

　湯皆は不安そうにチラチラと俺を見てくる。
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「良いぞ、その仕事、受けてやるよ」

「やたっ！」

　俺が返事をすると、湯皆は拳こぶしを慎つつましい胸の前に持ってきてぐっと握にぎる。そして直すぐにはっとなると。

「ま、まあ当然の返事です、私と一緒に居られるのに断るとかありえないですし」

　そう言って既すでに中身が入っていない容器にストローを差し込むとドリンクを飲むふりをする。だが俺には喜んでいるのを誤魔化しているのがわかった。

　無理もない、俺の転移魔法のおかげで安全に瞬時に移動できるのだ。過密スケジュールと言うぐらいだから楽になるのが嬉しいんだろうな。

　結局、その日の内に事務所まで連れて行かれた俺はサブマネージャーとして契けい約やくするのだった。




「えっと……ここが今回の現場なのか？」

　俺はスマホの地図アプリを確かく認にんすると目的の公園へと足を踏ふみ入れる。

　先日の話だが、俺は女子高生アイドルの湯皆の依い頼らいに応じてマネージャーの仕事を引き受けた。

　その日の内に事務所に連れて行かれ、面接が行われると、無事にその場で採用となり契約書を書かされた。

　まだ学生ということもあるし、サブマネージャーということもあり、本来のマネージャーが都合がつかない際の仕事ということで話が付いた。

　そんな俺の元に仕事のメールが届いたので、現場へと足を運んだのだが……。

　公園を進んでいくと人だかりが見えた。

　人だかりの中央には撮さつ影えい用のスペースが確保されており、そこには多数のスタッフがいる。

「あっ、悟さとるさん。おはようございます」

　そこから湯皆は俺を見つけると駆かけ寄よってきた。

「なあ、やっぱり呼び方戻もどさないか？」

　先日、俺がマネージャー契約した瞬間から、湯皆は俺を下の名前で呼ぶと宣言した。

「なんでですか。アイドルの私に下の名前で呼ばれて不満なんですか？」

　目を釣つり上げて不ふ機き嫌げんそうな顔を作る。俺は周囲の人間を見み渡わたすと。

「ほら、周りもなんか俺達を見てるしさ」

　今をときめく女子高生アイドルから親しげに下の名前で呼ばれているのだ、目立たないわけがない。

「もうっ、相変わらず自意識過か剰じようですよね悟さんって。皆が見てるのは悟さんじゃなくてアイドルの私ですから」

　そうなのだろうか？　そもそも、他人の視線に晒さらされるような経験が薄うすかった俺にはその判断ができなかった。

　湯皆の意見を聞いて首を傾かしげていると。

「そんなことより来るのが遅おそいです」

　湯皆が何やら怒おこり出す。

「えっと……まだ時間には早いと思ったんだが……」

　俺は時間に余裕を持って出てきた。実際に呼ばれた時間の10分前には来ていたのだが……。

「スタッフは撮影準備で早く入るんです、悟さんも今は私のサブマネージャーなんだからきちんとしてくださいよねっ」

　そういうものなのか、確かに仕事として来ている以上気を付けなければな。

「悪かった、次からは気を付けるよ」

「うっ、そんな素す直なおに……。べ、別にいいです、次からは一緒に来ればいいだけだし。か、勘かん違ちがいしないでくださいよ、一緒に来たいとかじゃなくてですね……」

　慌あわてる様子の湯皆に俺は「わかってるよ」と頷うなずくと。

「どうせ俺と向かうなら転移魔法を使えば楽だもんな」

　そもそもそういう話で仕事を受けているのだ、勘違いなんてするわけがない。湯皆は俺の察しの良さに目を丸くすると。

「…………わかればいいんですよ」

　奥おく歯ばに物が挟はさまったような顔をするとどこかへ行ってしまった。急にどうしたんだろう？




　それからしばらくして撮影が始まる。

　今日は映画の撮影らしく、屋外でのシーンを撮とっていく。

　俺は仕事が特に無かったので、突っ立って見ていたところ、機材を運ぶのに声を掛かけられたり、ドリンクを作るように指示された。

　おかげで、ほとんど湯皆を見る時間が無かった。撮影は順調に進んでいる。

　だが、休きゆう憩けいの間。湯皆の表情が優すぐれなかった。それというのも──。

「まーた。金かな盛もりさんが翼ちゃんにちょっかい掛けてる」

「あの人の実家が資産家で今回の映画のスポンサーだからな。上も強く言えないんだよ」

　一人の男が休憩のたびに湯皆にべったり張り付いているからだ。

「だからさぁ。今度俺の家が持ってる別べつ荘そうに一緒に行こうぜ」

「あはは、いいですねー、もし都合が合えばお願いしたいかも……」

　湯皆はのらりくらりと言げん質ちを取られないように躱かわしている。

　その顔はどこか疲つかれた様子で、誰だれがどう見ても嫌いやがっているように見える。

「じゃ、じゃあさ、連れん絡らく先教えてよ、いいだろ？　ねっ？」

　その瞬しゆん間かん、湯皆が一瞬こっちを見た。何かを訴うつたえかけるような視線を向けてくる。

　金盛はその視線につられたのか俺の方を見ると険しい目付きで睨にらみつけてきた。

「お前、何見てんだよ？」

　まさか、こんなところでこんな台詞せりふを聞くとは。

　こいつはもしかして映画の中でヤンキー役でもやっているのだろうか？

　堂に入った演技かは微び妙みようだが、下っ端ぱ感が醸かもし出されて上手うまいと言えなくもない。

「えっと……別に？」

　湯皆を見てただけであんたは視界に入っただけなんだが。

　もっと言うと、悪目立ちはしていたかな？

「恍とぼけるんじゃねえよ、こっち見てただろうが。翼ちゃんを変な目で見てんじゃねえぞ」

　そう言って突つっかかってくる。これはどうすべきだろう？

「ちっ、違ちがうんです金盛さんこの人は…………」

　慌てた様子で追いすがってくる湯皆。そして何と説明すべきか思案して口を噤むと……。

「お前、翼ちゃんの何なんだ？」

　チラチラと目線が合う。アイコンタクトでもしてると思ったのか？

　金盛は不機嫌そうに俺と湯皆の関係を聞いてくる。

「単なるマネージャーっすけど？」

　湯皆に説明してほしかったのだが仕方ない。俺は素直に肩かた書がきを名乗ると。

「なんだ……ただのマネージャーかよ」

　失礼な、こちとらアッシー代わりのサブマネージャーだぞ。ちょっとだけムッときたので仕事をしておこう。

「ええ、マネージャーなので。湯皆にプライベートな連絡先を聞くのは事務所的にもＮＧなのでやめてもらえませんか？」

　うちのタレントに手を出さないでもらえませんかというスタンスだ。

「はぁっ？　マネージャーごときが口出しすんじゃねえ。俺の親はここのスポンサーもやってるし業界に顔が利きくんだ。お前を締しめ出すのなんてわけ無いんだぞっ！」

　顔を真っ赤にして怒り出す金盛。親の威い光こうを振ふりかざすあたりが情けない。

　俺はそんな金盛の主張をぼーっと受け流していると…………。

「そろそろ次の撮影にはいりまーす」

　その一言で金盛達は撮影に戻っていった。

　周囲を見ると皆ほっとした表情を浮うかべていた。




「もうっ！　変なことしないでくださいよっ！」

　あれから撮影が終わり、俺達は湯皆の要望で寄り道をしていた。

　海が見える公園でソフトクリームを片手にベンチに並んで座る。

　もうすぐ夕暮れということもあってか、雰ふん囲い気き漂ただよう公園にはどこからともなくカップルが集まってきてはベンチに腰こしを下ろす。

　もしかすると俺達もそういう風に見えているのかもしれないな。

「聞いてるんですかっ！　悟さんっ！」

　至近距きよ離りからジト目で睨みつけてくる湯皆。

「ああ、聞いてるけど」

「だったら反応してください。あの後、私がどれだけ気まずかったと思うんですか」

　実際、あの後も金盛はしつこかった。休憩時間の度たびに湯皆にアタックをしては、何な故ぜかズボンのベルトが切れてトランクスを衆目に晒したり。

　靴くつ紐ひもが引っかかって転んだり。撮影セットで足をもつれさせたり。

　とにかく、湯皆に近づこうとすると何らかのハプニングが起こったせいで大変そうではあったな。

「あれって悟さんの仕し業わざですよね？」

　他ならぬ湯皆のことだ。俺の能力のことを知っているからだろう。

　金盛に起こった不幸な事故に対する正解を導き出していた。

「まあな」

　そう、俺は湯皆が金盛に危害を加えられないように転移魔ま法ほうを使って色々な妨ぼう害がいをしていたのだ。

「どうしてそんなことしたんですか？」

　湯皆は俺を睨みつけると問とい詰めてきた。

「いくら金盛さんが絡からんできたからって、仕事なんですよ。好き嫌きらいでされたら困るんです」

　年下の女の子に説教をされた俺は気まずくなる。

「その……悪かった」

　俺は素直に頭を下げる。

「うっ…………まあ、分かればいいんですけど。これっきりにしてくださいよ」

「………………………………いや」

　湯皆の念ねん押おしを俺は肯こう定ていすることができなかった。

「そこでなんで黙だまるんですか？」

「いや……さ……」

　俺はこれを言うべきかどうか悩なやんでいた。湯皆は不機嫌そうにしながらソフトクリームを持っている。

「あいつが湯皆に手を出そうとする限り、妨害するのをやめられないかなと」

　なにせ、マネージャー契けい約やくの時に言われている。悪い虫が付かないように注意せよと。

　であるならば、湯皆に近づく不ふ穏おんな輩やからを排はい除じよするのは仕事の内だろう。

「……湯皆？」

　気が付けば湯皆は呆ほうけた表情をしていて、手からはソフトクリームがボトリと落ちてしまった。

「…………ううう、そんな言い方、ズルいです」

　湯皆の周りを凄すごい熱気が覆おおっている。持っているソフトクリームが溶とけそうなので俺は一歩距離を取ると。

「そ、そういうことなら仕方ないですね。許してあげますよ」

　先程までの怒いかりはなんだったのか、口元を緩ゆるめてニマニマと笑いだす。どこに喜ぶポイントがあったのやら。

「さ、悟さんが妙みようなこと言うから暑くなってきました。ソフトクリームでも食べよう…………って無くなってる！」

　今いま更さらながらに地面に落ちているそれに気づいた湯皆はショックを受ける。そして──

「あっ。悟さんのはまだ残ってる。少しくださいよ」

　前のめりになった湯皆。ソフトクリームが付かないように手で髪かみをおさえ、前ぜん傾けい姿勢を取ると俺のソフトクリームにかぶりつく。

「はむっ。美味おいしいですね」

　そう言って笑いかけてくる。俺はソフトクリームに意識を集中する。

　溶けかかった部分の一部が大きくえぐれている。湯皆が食べた場所だ。

「食べないんですか？」

　ペロリと舌を這はわせる。その仕草に否応なしに身体からだが反応して湯皆の唇くちびるを意識してしまう。

　どうやらこの行こう為いは計算ではないらしく。食べない俺を見て首を傾げている。

「満腹なんでな。後はやる」

　そう言ってソフトクリームを押し付ける。

「えっ、良いんですかっ？」

　美味しそうに食べる湯皆を見ながら、思っているよりも二人の距離が近いことに気付くのだった。








第四章　ＳＳＳランクの魔ま道どう士し









「そろそろ行くか──」

　俺はぽつりと呟つぶやいた。バッグの中には先日リリアナが気に入った果物の缶かん詰づめの他にもお菓か子し類が入っている。

　用意したそれらを忘れていないかを確かく認にんする。

　今日はマネージャーの仕事も、ポスティングのバイトの予定も入れてない。

　というのも、異世界へ行くつもりだからだ。

　以前、戻もどる際に「また来てください」とリリアナに懇こん願がんされたので、この日に訪問をする為ために予定を空けておいたからだ。

　リリアナには異世界に渡わたった際に世話になった。あの子が魔力の調整をしてくれなければ、今いま頃ごろ、転移魔法の使い過ぎで不調をきたしていた可能性もある。

「土産みやげに不備は無いと思われるが……」

　リリアナが喜びそうなお菓子は用意した。その他にも興味を引きそうなおもちゃも用意してある。

　俺は覚かく悟ごを決めると、二度目の異世界転移を実行するのだった。




　青白い光の輪が開き、そこを潜くぐるとリリアナの部屋だった。

　壁かべにある本ほん棚だな。皺しわひとつないベッド。テーブルの上には未使用のティーカップが伏ふせて置かれており、家主が不在なのを物語っている。

「せっかく来たのに……どこにいるんだ？」

　てっきり部屋にいるのだと思ったのだが見当たらない。俺はリリアナを探しに出ることにした。

　まず俺が向かったのは倉庫だ。

　以前、俺とリリアナがあり得ない程ほどの大荷物を運び込んだ場所。

　もしかすると同様の仕事をしているのではないかと思ったので訪おとずれた。

「いないな」

　荷物も空っぽだ。恐おそらくは遠えん征せいとやらで運び出されたのだろう。

　推測だが、リリアナも遠征に行っていていないのだろうか？

「せっかく来たんだ。もう少し探してみるか」

　帰るだけなら簡単なんだ。わざわざ来た以上、おいそれと引き下がるのは悔くやしい。そんなわけで俺は半ば意地になって探し回ることにした。

　あれから、色んな場所を歩き回った俺だったが、どこを見てもリリアナがいないので段々と億おつ劫くうになっていた。

「…………やっと見つけた」

　だが、歩いていると人の声が聞こえた。何かと思ってそっちに行ってみるとそこにリリアナがいた。

「こんなところで何してるんだ？」

　そこは訓練場と思おぼしき場所だった。地面は土でできていて、同時に多数の人間が訓練できるようにとかなり広いスペースが確保されている。

　壁かべ際ぎわには兵士達がもたれかかって休きゆう憩けいをしている。

　俺は中庭にある柱から様子を窺うかがっていると──。

「とっとと立たぬかっ！」

「うぅ……」

　リリアナが蹲うずくまっている。倒たおれているせいか、身体が砂で汚よごれていた。

　リリアナは杖つえを使って何とか立ち上がる。

「ふんっ。愚ぐ図ずめっ！　そんなことで戦場で生き残れると思うかっ！」

「ま、まだまだ……なのですっ！」

　罵ば倒とうするのは茶ちや髪ぱつの男。屈くつ強きようという言葉が相応ふさわしく、太い腕うでに粗そ野やな髭ひげをはやしている。

　この声には聞き覚えがあるな。確かリリアナの私室で窒ちつ息そくしかかっていた時に聞こえた声。あいつがヴェルガーという奴やつか。

　ヴェルガーは何かの革かわで作られた鎧よろいに木の盾たてに木の剣けんを装備している。

「行くぞっ！」

　男はリリアナが起き上がるなり、剣を振ふり上げて襲おそい掛かかった。

「くっ！　ライトニングなのですっ！」

　リリアナの杖から魔法の光がほとばしる。男はそれを盾で受け止める。

「どうしたっ！　この程度かっ！」

　男はリリアナが放つ魔法を盾で散らすと攻こう撃げきをしていた。

「ひっ！」

　リリアナの怯おびえた声がする。男の振る木剣は鋭するどく、リリアナが避よけなければそのまま身体を殴おう打だしていただろう。

　木剣とはいえ、あれだけの速度で振るわれている。ましてや男の腕わん力りよくなのだ。

　徐じよ々じよにリリアナが追い詰つめられていく。魔法で牽けん制せいするが、全すべてを無効化され、壁際に立ったリリアナは。

「ま、参ったのです」

　杖を放り投げて両手を頭の上にあげた。リリアナは息を切らして降参をアピールするのだが……。

「敵を前にして杖を捨てる奴があるかっ！」

　男は怒ど鳴なりつけると木剣を大きく振りかぶった。

「嫌いやなのですっ！　助けてっ！」

　リリアナの悲鳴が聞こえる。

　次の瞬しゆん間かん。男は木剣をリリアナの頭上めがけて振り下ろしていた。




　──バキンッ──

　木剣が砕くだけ散る音がする。

「なっ！」

　男は驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。そして俺を指差すと、

「貴様っ！　何者だっ！　どこから現れたっ！」

　その怒鳴り声に俺は眉まゆをひそめるのだが。

「サトルさんっ！　なんでここにいるのですか！」

　リリアナの驚おどろいた声が聞こえる。

　俺はリリアナを抱だき起こすと、身体についているホコリを払はらう。

「部屋で待ってたけど戻って来なかったからな。退たい屈くつで遊びに来たんだよ」

　俺は何気ない仕草で答える。まさかこんなことになっているとは思わなかったが、何とか間に合って良かった。

「遊びにって…………ここは関係者以外立ち入り禁止なのですよ」

　そう言いつつも嬉うれしそうなリリアナ。俺に縋すがり付くとパタパタと尻尾しつぽを振っている。

「おのれっ！　曲くせ者ものめっ！　成敗してくれるっ！」

　男は新しい剣を構えている。周囲の兵士たちも闖ちん入にゆう者の俺にたいして警けい戒かいを露あらわにしている。

「サ、サトルさんっ！」

　悲鳴にも似た叫さけび声を上げるリリアナ。俺はそんなリリアナの不安を打ち消す為、頭を優やさしく撫なでてやるとヴェルガーを見る。

「そんな大声出さなくても聞こえてますよ」

「なっ！」

　金魚のように口をパクパクさせるヴェルガーに俺は言う。

「リリアナを虐いじめないでください」

「貴様っ！　平民の分際で私に意見をするというのかっ！」

「ヴェルガーさん落ち着いてくださいなのですっ！」

　激げつ昂こうするヴェルガーをリリアナは必死に宥なだめようとしていた。

「ええいっ煩うるさいっ！　このような不ふ審しん者をかくまうとは。兵士の風上にも置けぬっ！」

　癇かん癪しやくをおこしたヴェルガーに俺は声を掛かけた。

「そんなことより、さっきなんで攻撃を仕し掛かけたんですか？　勝負はリリアナの負けで決着が付いていたでしょう？」

　あの時、ヴェルガーの攻撃には寸止めする気配が無かった。もし俺が介かい入にゆうしなければ砕けていたのは木剣ではなくリリアナの骨だっただろう。

「馬ば鹿かなことを。戦場で戦う意志を放ほう棄きした場合、命は無い。まだ魔力があるにもかかわらずに杖を手放して降参するなど、魔ま道どう士しの面つら汚よごしよっ！　恥はじ知しらずなそいつに罰ばつを与あたえようとしただけのこと」

　ヴェルガーの主張はこの場において正しいようだ、他の戦士たちも非難をする様子が無くこちらを窺っている。

「そうは言ってもあなただって、いざ勝てないとなると降参するんじゃないですか？　相手との実力を察して投降するのだって立派な戦略の一つらしいですよ？」

　死ぬまで戦い抜ぬくなんて考えはおかしいのではないだろうか。こちらの世界を知っているわけではないので断定はできない。だが平和な世界で育った者としては、命は一つしか無いのだから大事にすべきだと思うのだ。

「そんなわけがあるかっ！　我らは王国直属の部隊の一つである！　敵を前にして命いのち乞ごいをするなんぞ恥知らずな真ま似ねをするはずもない」

　その言葉に俺は頭を悩なやませる。いるんだよな、こういう自分の価値観が全てみたいな奴。

　自分の命だけで済むのなら構わないのだが、こういう奴に限って妙みような権力を持っているのは声が高く目立つからなのだろう、元のバイト先にもいたのだが、自信をもって発言をする人間というのはどこか優すぐれて見えなくもない。たとえ実力が伴ともなっていなくても指揮する立場の人間というのはこのような人物が選ばれ易やすいのが社会の構造なのかもしれない。

「そんなこと言って、あなただって、敵かなわない相手を目の前にしたら逃にげ出すでしょう？」

　俺はできるだけ諭さとすような口調でヴェルガーに確認をすると。

「わしを愚ぐ弄ろうするかっ！　そこまで言うからには覚悟はできているのだろうな[image: かんたんふ]」

　俺の言葉で激昂したヴェルガーは剣を向けてきた。

　リリアナから手を放して向き合おうとするのだが…………。

「だっ、駄だ目めなのです、サトルさんは一いつ般ぱん人なのですよ。ヴェルガーさん。リリーが悪かったのです。リリーはどうなっても構わないのでサトルさんには手を──ムグッ！」

　リリアナが言葉をつづけるのを遮さえぎる。丁度土産で用意していた棒付きキャンディーがあったので口に押おし込んだ。

「ムグッ！　ムームームー!!」

　リリアナの提案を受け入れると彼女がより傷つくことになる。それだけは嫌だった俺は目め一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼるとヴェルガーに向き直った。




「覚かく悟ごはいいな小こ僧ぞう」

　訓練所の中央に黙だまって立つ俺に剣けん先さきを突つき付けるとヴェルガーは憎にく々にくしい視線を送る。

「か、覚悟？」

　頭に靄もやがかかり、視界がぼやける。これまで荒あら事ごとと無む縁えんの生活を送ってきたのだ。本物の殺気にあてられた俺は身体からだの震ふるえが止まらなかった。

「使え、新しい木剣だ」

「えっ？」

　俺はヴェルガーから投げられた木剣を何とかキャッチすると身体がよろけた。

「……重い」

　訓練用の木剣はズシリと重い。それを手にした俺はこれから始まる戦いに喉のどがカラカラになるのを感じると。

「サトルさん、剣を使えるのですか？　ヴェルガーさんは軍でも五指に入る力持ちさんなのですよ」

　リリアナが心配そうに話しかけてくる。

「……そ、そうなんだ？」

　俺は緊きん張ちようすると背筋から汗あせが流れる。

「後こう悔かいはあの世ですると良い」

　怒いかりを露わにしたヴェルガーは俺から背を向けて歩くと開始地点まで距きよ離りをとるのだった。




「それでは。模も擬ぎ戦を開始するっ！」

　審しん判ぱん役の兵士が間に立ち勝負のコールを行う。

「試合開始っ！」

　開始の掛け声と共に俺は木剣を上段に構えると動きを止める。

「どうしたっ！　打ってこい！」

　ヴェルガーが檄げきを飛ばしてくる。

「こ、断る！」

「なんだとっ！」

「ここから一歩でも俺を動かせたらあなたの勝ちで良いです。その時は気が済むまで謝りますよ」

　普ふ段だんから木剣を振り慣れているのならともかく、竹刀しないすら握にぎったこともないのだ。

　俺から打ち掛かったところで相手に隙すきを晒さらすことになる。俺が勝つためには先手は打たない方が良い。

　内心の怯えを表に出すことはできない。俺はできるだけ自信ありそうな表情を作るとそれをヴェルガーに向けた。

「貴様……何ど処こまでも人を馬鹿にしおって」

　俺の挑ちよう発はつにヴェルガーは顔が真っ赤になる。もう一押しか……。

「良いから打って来いっ！」

　手汗がにじむと俺は木剣を握りなおす。目を逸そらしたいが、ここで逸らすわけにはいかない。俺は勇気を奮い立たせると、ヴェルガーを睨にらみつけた。

「吠ほえるな小僧ぅぅぅぅぅぅ───[image: かんたんふ]」

　ヴェルガーはそう言って地を蹴けると一足飛びに俺の間合いに飛び込む。そして上段に振りかぶると木ぼつ剣けんを振ふり下ろしてきた。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

「唐から山やま流剣術其その一。斬ざん撃げき停止」

　──ガンッ──

　重苦しい音が頭上に響ひびく。俺は木剣を右手で頭上に掲かかげると、ヴェルガーの振り下ろした木剣へと合わせた。

「なっ、くそっ！」

　ヴェルガーは顔を真っ赤にして力任せに木剣を押し込もうとしている。だが、どれだけ力を入れたとしても動く気配はない。俺は、ほっと溜ため息いきを吐つくと。

「凄すごいのです、ヴェルガーさんの一撃を受けても体勢一つ崩くずしていないのですよ」

　周囲の観戦者達もざわざわと俺達の戦いを見ている。

「ぐががががっ！　このっ！　ぬぁぁぁあああぜぇぇっ！」

　俺が木剣を構えて微び動どうだにしないのに対してヴェルガーは顔を真っ赤にして額に汗まで出し始める。

「いくら力を込めても無む駄だだっ！」

　何とか目もく論ろ見み通りに剣を受け止めた俺は、完全に安心することなくヴェルガーに注意を払う。怪かい力りき自じ慢まんだろうとこれを押し切って俺に攻こう撃げきを加えるのは不可能なはず。

　だが、相手が諦あきらめない限り緊張が解けることは無い。俺は険しい目つきで上から押し込もうと顔を赤くしているヴェルガーを見続けるのだった。

　しばらくして力が抜けていく。どうやら押し込むのを諦めてくれたようだ。

　俺は内心で安あん堵どの息を吐きだすと、ヴェルガーに剣を突き付ける。

「剣を引きましたね？　あなたが言った言葉を覚えてますか？」

「ぐっ」

「『戦場で戦う意志を放棄した場合、命は無い』そう言いましたよね？」

　俺が先さき程ほどのヴェルガーの発言を確かく認にんすると、ヴェルガーは後ろに大きくジャンプをすると距離をとった。

「ウォオオオオオオオオオオオオオオオオ─────────────ン」

　ヴェルガーが叫び声を上げるとその形態を変えていく。人の身体から耳と尻尾が生え獣じゆう人じん化する。

「獣人化までするなんて……サトルさん逃げてなのですよっ！」

「獣人化？　なんだそれ？」

「リリー達は神の眷けん属ぞくとして能力が与えられているのです」

　リリアナの説明によると、こっちの世界において獣人とは神獣を信しん仰こうする部族の者らしく、特とく殊しゆな能力が与えられている。

「ヴェルガーさんは銀狼族の戦士なのです。獣人化することで身体能力が跳はね上がるのですよ」

　他人にはない怪かい力りきであったり、一般の兵士にはない能力を使えるようになり兵士としての格が上がるらしい。

　ヴェルガーは銀色の毛を生やした状態で木剣を構えていた。

「リリーはもう十分なのですよ、サトルさんが傷つくのは見たくないのです」

　そう言ってすがりついてくるリリアナ。

「ふっふっふ、ここまで見せたのだ。覚悟はよいな、小僧」

　ヴェルガーが残ざん虐ぎやくな笑えみを浮うかべると俺に話かける。その瞳ひとみは獲え物ものをいたぶる野生の狼に酷こく似じしていた。

　俺はそんなヴェルガーに真っ向から視線を返すと。

「いいからリリアナに謝ってくれ」

　ここにきて恐きよう怖ふよりも怒りが勝った。

「何処までもふざけた小僧めっ！　ワシの動きについてこられるかっ！」

「一発です」

　これ以上長引かせると不利になる。

「何っ？」

「たった一発であなたを倒たおしてみせますよ」

　恐おそらく俺の能力を使えばできる。俺は大きく息を吐くと、腰こしに剣を回し、居合の体勢をとった。

「ふざけおって！」

　ヴェルガーが激げつ昂こうする。だが、これまでとは違ちがい、俺を警けい戒かいしているのか距離を取る。

　俺の一言でどのような攻撃が来るのか警戒しているのだ。それで良い。

　周囲を緊張が包み、ヴェルガーもリリアナも額に汗を搔かく。

　そんな中、俺は意識を集中させると──

「ふっ[image: かんたんふ]」

　手にした木剣を右足を軸じくにして踏ふみ込こみ、中空で振りぬいた。

　数秒の時間が流れる。リリアナも、試合を見ていた兵士達も微動だにしない俺達に困こん惑わくする。

「これで俺の勝ちですよね？」

　俺は審判役の兵士に確認をする。

「な、何を言っている？」

　兵士の一人が疑問を口にしたので。

「だから。あれですよ」

　そういって指さした先に佇たたずむヴェルガー。

　一見変化が無いようだが、徐じよ々じよに身体が傾かたむいてきて──。

「ヴェルガー隊長!?」

　地面へと倒れ込んだ。

「き、気絶している……」

　派手な音を立てて倒れて土つち煙けむりが舞まう。審判はヴェルガーが意識を失っているのを認めると。

「しょ、勝負ありっ！」

　俺の勝利を宣言するのだった。
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　　　　★




「凄かったのですっ！　あのヴェルガーさんを相手にあんなに一方的に。殿でん下かでもあそこまでやるのは無理なのですよ。サトルさんは最強なのですっ！」

　興奮気味にまくし立ててくるリリアナ。頰ほおは紅潮しており、感動している様子が窺うかがえる。

　あれから、俺達は城から逃にげ出した、それと言うのもヴェルガーを倒したせいで話の収拾がつかなくなってしまったからだ。

　他の兵士達は次に俺に挑いどもうと殺さつ到とうし始めるし、隊長クラスの人間たちは剣筋が見えなかったことでどのように倒したのかを検討し始めるし。

　このまま城内にとどまるのは不味まずかったので、街まで逃げてきたのだ。

「特にあの唐山流剣術其の一、斬撃停止なのです。ヴェルガーさんの豪ごう腕わんは国でも一・二位を争うのですよ。それなのにサトルさんは涼すずしい顔で受け止めてたのです」

「あーたしかそんなこと言ったっけ？」

　リリアナの無む垢くな尊敬が耳に痛い、あんなのはその場の雰ふん囲い気きで適当に技名をつけただけなのだ。冷静に考えると痛い奴やつだろう。

「サトルさんは国一番の力持ちさんなのです」

　期待の眼まな差ざしを向けてくるリリアナに。

「あれは力でどうこうしたわけじゃないぞ」

「ほえ？」

　口を開いて惚ほうけるリリアナに説明してやる。

「あれは転移魔ま法ほうを使った防ぼう御ぎよだ」

「で、でで、でも。転移魔法は場所を移動する力であって、そんな防御結界みたいな真ま似ねできないはずなのですよ」

　そう返事をするリリアナに。

「以前、荷物運んだ時のこと覚えてるか？」

「はいなのです、サトルさんの能力のおかげで２日掛かる作業が10分で終わったのです」

「あの時に光の輪を広げてみせたろ。今回やったのはその応用だ」

　そう言って光の輪を開いてみせると大きさを変化させていく。俺の側からは違う出口が見えるが、リリアナからは。

「ちょっとそこから俺に向かって攻撃してみろ」

「えっ？　でも……」

「いいからいいから」

　躊躇ためらうリリアナに気軽に言うと。

「け、怪け我がしても知らないのです」

　リリアナはスタッフで殴なぐりかかる。

　──ガンッ──

「えっ？」

　だが、そのスタッフは鈍にぶい音と共に跳ね返された。

「み、見えない壁かべがあるのですよ」

　不思議に思ったのか、リリアナはペタペタと何かを触さわっている。

「ゲートにはかなりの強度がある。俺が実験したときは、持ち上げるだけならできないものは無かったし、衝しよう撃げきに関しては測りようが無いから判断がつかないが、突つき抜ぬけられたことは無いな」

　あっちの世界でやった実験結果を説明してやる。

　過去の実験によると、ゲートの光の輪は入り口側からは見えるが、出口側からは見えない。なので、相手からすると完全なバリアがはられているように見えるのだ。

「で、でもっ！」

　防御に関してはこれで説明がついたのだが……。

「最後に放った、目にも留まらない斬ざん撃げきがあったのです。あの場にいた全員。サトルさんの一挙一動に注目していたのですよ。どうやってあのヴェルガーさんを倒したというのですか？」

　納なつ得とくいかなそうに質問してくる。その答えは勿もち論ろん決まっている。

「えっ、転移魔法だけど？」

　というか俺にはそれしかないからな。

「おかしいのです、こんな光の輪が目の前をチョロチョロしてたら普ふ通つうに気付くはずなのですよ」

　リリアナはどうやら俺が光の輪をそのままぶつけてヴェルガーを気絶させたと思っているようだ。

「別にそんなことしなくても方法は他にもあるだろ？」

　実際に見ていたことと照らし合わせれば正解は導き出せる。

「どうするのです？」

「こうするんだよ」

「ひゃっ！」

　俺がゲートに手を突っ込むと同時にリリアナが悲鳴を上げた。

「きゅ、急に尻尾しつぽが……」

　リリアナは尻尾を抱だくと自分の背後をキョロキョロと見る。

　おかげで通行人にぶつかってよろめいたリリアナは俺の胸に顔を突っ込ませる。

「これでわかったろ？」

「さっぱりなのです」

「いいか？」

　俺はもう一度ゆっくりやってみせる。

　光の輪を目の前に展開すると、そこに手を差し込む。俺の目にはリリアナの耳の裏が見えている。そこを軽く撫なでると──。

「んぅ……」

　艶なまめかしい声がリリアナの小さな口から漏もれる。今度はそれほど驚おどろかない。

「こうやってゲートの出口を相手の死角に出現させることで完全な不意打ちが可能になる」

　あとは思いっきりぶん殴れば先さき程ほどのように気絶させられる。

「すっ、凄すごいのです。ゲートのバリアで攻こう撃げきを完全に防いで、完全な死角から攻撃することで相手が回かい避ひ不可能な状じよう況きようを作る」

　どうやら気付いたようだ、どのような相手でも人間と構造は変わらないだろう。

　急所がある以上そこをうまく狙ねらわれれば倒せない相手はいないのだ。驚きよう愕がくの表情を浮うかべたリリアナが何も喋しやべらないので、俺はしばらく待つことにした。




「それにしても、サトルさんの魔ま力りよく容量は化け物クラスなのですよ……」

「そうなのか？」

「以前、リリーが調整したの覚えてるですよね？」

　一いつ緒しよに寝ねた時のことだな。目が覚めた時に布団の中でくるまっているリリアナと遭そう遇ぐうした。あの時のキツネ姿のリリアナの毛並みの触り心地は最高だった。そして、キツネの姿で懐なついてくる愛らしい姿はいつまでも撫でまわしていたいぐらいに……。

「可愛かわいかったよなぁ」

　そんなことを考えていたせいか言葉が漏れた。

「かっ、かかかか、可愛いっ！　サトルさんはもうっ！　とと、唐とう突とつなのですよっ！」

　ケモミミをグリングリンと尻尾をバタバタと震ふるわせる。

「あっ、あの時、あんなことになってしまったのもサトルさんの魔力が多かったからなのです。これでもリリーはこの国では十指に入る魔ま道どう士しなのです」

　リリアナの言い訳を信じるなら。本日、ヴェルガーにやられそうになったのも俺に治ち療りようを施ほどこしたからのようだ。本来のリリアナならば勝てこそしなくても、もっと善戦できたそうだ。

　そう言って胸を張る。小さな体たい軀くの割に育ったそれが大きく揺ゆれた。

「これは一度調べる必要があるのです。付き合ってくださいなのです」

　そう言うとリリアナは俺の腕うでを引っ張るのだった。




「それで、なんでギルドに来たんだ？」

『魔力について調べる必要がある』

　リリアナはそう言って俺を引っ張ってきたはずなのだが……。

「もちろん冒ぼう険けん者登録をする為ためなのですよ」

「いや、俺は冒険者になるつもりは無いんだけど？」

　痛いのは嫌いやだし。命を奪うばうことにも抵てい抗こうがある。

　このへんは平和な日本で育っているのだから当然の倫りん理り観だろう。

「登録はあくまで仮の目的なのです。本題は、登録時に計測するステータスなのですよ」

　なんでも、冒険者ギルドに登録すればステータスカードを発行してくれるらしい。

　ステータスカードというのはその人間の能力をランク分けしたものらしく、測定に使われる魔法装置は古代文明の遺産だとか。

「それって城でできなかったのか？」

　なんせ城には多くの兵士が詰つめているのだ。冒険者ギルドが保有している装置ならあってもおかしくない。

「あれだけ暴れた後で妙みような結果が出たら大変な話になるのです。目を付けられるとリリーが困るのですよ」

「そうかな？　ちょっとムカつく隊長さんを倒たおしただけだぞ」

　むしろあのぐらいで済ませたのだから穏おん便びんな方だ。

「あのまま城にいたら絶対揉もめていたと確信したのですよ」

　リリアナはそう言う。

「まあ、リリアナがそう言うなら良いけど」

　釈しやく然ぜんとしないものの、俺はリリアナに続いてギルドへの扉とびらを潜くぐった。




「そういえば、リリアナは城で働いてるみたいだけど、冒険者としても登録してるのか？」

「基本的に兵士は固定給を貰もらっているので冒険者にはならないのですよ。冒険者は労働時間も不規則だし、収入も安定しないのです。城で働く方が良いのです」

「ふーん。じゃあリリアナも登録してないんだな？」

「………………ですが、城の給料だけで生活できない一部のだらしない人は休日に冒険者業をすることもあるのですよ」

　そう言って顔をそむける。その態度でピンとくる。給料が足りないから副業しているようだ。

「だったらリリアナのステータスカード見せてくれよ。どんなものか事前に見ておきたいし」

　俺の言葉にリリアナは金色のカードを差し出した。

「これがギルドカードなのですよ」

「へぇ、なんていうか結構しっかりした作りなんだな。豪ごう華かな模様も描えがかれてるし」

　即そく発行のカードには見えない。全員がこんな良いカードを持っているのか？

　俺の疑問を見み透すかしたかのようにリリアナは答える。

「冒険者カードは全部で７種類あるのですよ。これはランクと連動していてオリハルコン・ミスリル・プラチナ・ゴールド・シルバー・ブロンズ・カッパーになるのですよ」

「ほう、つまりこのカードは？」

　俺の問いにリリアナは胸を張ると。

「リリーはゴールド級の冒険者なのですよ」

　自じ慢まんげに言う。俺はそんなリリアナを微笑ほほえましい子どもを見るように生暖かい視線を向けた。

「流石さすがはリリアナだ」

「えへへ、そうなのです、リリーは偉えらいのですよ」

「エヘン」と誇ほこってみせるリリアナ。とても凄そうには見えないのだが……。

「これがステータスか？」

　俺は改めてカードを見てみる。そこにはリリアナのステータスがしっかりと記き載さいされていた。





＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

名前：リリアナ＝フォックスター
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「へぇ、リリアナって強い方なのか？」

　ギルドランクはゴールドだし、ステータスも高いようだ。

「それだけ……なのです？」

「それだけって？」

「普通の人はリリーのステータスを見たら吃驚びつくりするのです。『その歳としでそんなにランクが高いのか』とか『百年に一人の逸いつ材ざいだー』とか『ギルドマスターが挨あい拶さつをしたいそうです奥おくの部屋へどうぞ』とか言うはずなのですよ」

　とはいっても、俺には平均水準がわからないからな。

「もういいのです。ちなみに各能力がＤあれば一いつ般ぱん人のレベル、生命力か魔力がＣあれば立派な戦士や魔道士なのですよ」

　俺が驚いてくれないのに憤ふん慨がいしたのか、リリアナはカードを取り返すと懐ふところにしまい込んだ。

「登録をお願いするのですよ」

「はい、そちらの方の登録でよろしいでしょうか？」

　カウンターの受付嬢じようが俺を値ね踏ぶみするように見てくる。

　これぞ冒険者ギルドとばかりに綺き麗れいな女の人が多い。お約束というやつだろう。

「はいなのです。サトルさん、必要事じ項こうを記入するのですよ」

　俺は促うながされるままに必要事項を記入していく。

「お預かりします。名前は…………サトル＝カラヤマ。人族で……魔道士。以上で間ま違ちがいないでしょうか？」

「ええ、間違いないです」

「それでは。冒険者規約を説明──」

「それはリリーの方でするので結構なのですよ。それよりステータスを測定するのです」

　まるで、俺が美人受付嬢と会話をするのを妨ぼう害がいするかのようにリリアナは言葉を被かぶせてくる。まあ、規約なんて面めん倒どうな説明を聞きたくはないけどさ……。

「かしこまりました。ではこちらに用意したクリスタルに触ふれていただきます」

　俺が横に移動すると、そこには虹にじ色いろに光る球体が存在した。

「こちらに触れたらしばらく手を離さないようにお願いします。カラヤマ様のステータス解かい析せきが終わりましたら下の方からギルドカードが出てきます」

　言われてみれば下にはカードが出てくるような隙すき間まが存在していた。

「なんでえ、まーたルーキーかよ。いつからここは子どもの遊び場になったんだ？」

　触さわろうとしたところで背後から声が掛かかる。

　スキンヘッドのいかつい男が立っていた。どうやら冒険者のようだ。

「お前みたいな身体からだも鍛きたえてなければ武器も持ってない奴やつは、そこのちびっことままごとでもしてろよ」

「むっ。リリーは小さくないのです、レディーなのです」

　リリアナが何やら言い返す。

「まあまあ、そんなに熱くなるなって」

　実際、男の言うことももっともだ。俺は冒険に出るつもりはないし、冷やかしであることは間違いないからな。

　ここはさっさと結果を見て帰るのが良いだろう。

「さあサトルさん。触るのですよ」

　リリアナが馬ば鹿かにされて悔くやしいのか、グイグイと俺を押おしてくる。

　俺は促されてそのクリスタルに触れると──

「まっ、眩まぶしいのですっ！」

「こっ、こんなこと今までに無かったぞっ！」

「なんだっ！　何が起こってる！」

　周囲が騒さわがしい。目の前ではクリスタルが虹色に光を放ち、ギルド全体を照らしている。俺は嫌な予感がしながらもクリスタルに触り続けた。やがて光が落ち着くと。

「どうやら収まったようです。そちらからカードが発行されます、基本的にはカッパーからスタートなのですが、ステータスが高いと判断された場合は高ランクのカードが出てくる場合があります」

　受付嬢の説明を聞いているとカードが出てきた。

「えっ？」

　それは誰だれの言葉だったのか？

　隣となりであり得ないという顔をしているリリアナ？　向かいであり得ないという顔をしている受付嬢？

　それとも、いつの間にか後ろに立っていた野次馬の一人の声だったのかもしれない。

「これって…………カッパーではない？」

　そこには桃金色に輝かがやくカードが存在していた。

　俺の手には出てきたギルドカードが握にぎられている。

　薄うすいのに硬かたく、しなるのに曲がらない。恐おそらくは高価な金属でできているそれを俺は持て余していた。

「これって何の金属なんだ？」

　俺は隣で固まっているリリアナにカードを見せる。

「……………です」

「えっ？」

「オリハルコンのカードなのです！」

　その言葉がフロアに伝でん播ぱしていくと、思い出したかのように喧けん騒そうが湧わき起こった。




「間違いありません。オリハルコンギルドカードです」

　あれから、受付嬢にカードを渡わたして確かく認にんしてもらったところ、どうやら俺のギルドカードはオリハルコンらしい。

　先程、リリアナから受けた説明が合っているとすると俺はいきなり最高ランクの認定を受けてしまったことになる。何な故ぜ………。

「サトルさん。ステータスを見るのですよ」

「ああ、そうだな」

　俺は促されるままに自身のステータスを確認する。それを見ればどうしてそんなことになったのかわかると思ったからだ。
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「すっ、凄すごいのですよ」

「これって歴史上最高クラスじゃねえの？」

「ギルド記録によると魔力でトリプルＳが出るのは歴史上二人目になります!!」

　リリアナと野次馬と受付嬢がそれぞれ発言をする。俺は自分のカードのステータスをじっと見ているのだが。

「なんか、偏かたよってるよな」

　俺のステータスはリリアナが言っていた平均値よりも下回るランクがほとんどだった。

　現代ではそれなりに身体を動かしているので平均よりは上だと思っていたのだが、恐らく水準をこの世界の人間にしてしまうと劣おとっている方なのだろう。

「これなら文句なしにオリハルコンクラスだぜ」

「是ぜ非ひギルドの名めい誉よ会員として活かつ躍やくしてください」

「リリーの魔力が足りなかったわけがわかったのですよ。サトルさんが凄すぎたのです」

　後ろから男に肩かたを叩たたかれた。歴戦の戦士の風格を漂ただよわせていて、一目でこのギルドでも一ひと角かどの人物だとわかる。

　受付嬢はとても好意的な視線を俺に送っており、その熱い視線に俺は気まずさを覚える。

　リリアナは一番事情が分かっているだろうにこうして持ち上げてくる。

　三人の他にも周囲を見み渡わたせば同じような視線を俺に向けている。羨せん望ぼうや嫉しつ妬と、大半の人間が好意的なのは俺の魔力のステータスが優すぐれているからだ。

　他のステータスが低いことなんぞ問題にはならないのだろう、ただしそれは…………。




　──俺が色々な魔ま法ほうを使えるのならだ──




　一応言っておくが俺は転移魔法以外使えない。応用することで色々なことができるつもりではあるが、高い期待を受けるほどではない。

「リリアナ、ちょっといいか？」

　周囲がざわめいて俺のことを指差す中、俺はリリアナを呼びよせる。

「何なのです、サトルさんは思ってた通り凄かったのです」

　浮うかれて顔を近づけるリリアナを押し戻もどすと。

「せっかく盛り上がっているところ悪いんだけど、俺はロクに魔法を使えないんだよ」

　転移魔法を使うことはできるが、これがこちらの世界の標準魔法に相当しないのは何となく察している。

　騒いでる連中が俺に対してどの程度の魔法を期待しているのかを考えると胸が痛む。平へい凡ぼんな世界から来た俺に多くを望まれても困るのだ。

「それがどうかしたのですか？」

　だが、リリアナはきょとんと首を傾かしげる。

「だって、魔力が高くても使える魔法が無ければ宝の持ち腐ぐされだろ」

　使えない能力に意味は無い。簡単に魔法が習得できるかもわからないのに、持ち上げられたところで辛つらいだけなんだが……。

　俺がやや大きな声で話していたせいなのか、

「あのカラヤマ様、魔法が使えないことぐらい些さ細さいなことと申しますか、むしろ有難いです」

　俺達の会話を聞いていたのか、受付嬢が話に入ってきた。

「いや、だって…………魔力があっても魔法が使えないんじゃ戦力にならないだろ？」

　ギルドというのは魔物を狩かってなんぼの場所らしいし、俺の言葉にリリアナと受付嬢はなにやら揃そろって疑問の表情を浮かべる。

「サトルさんは少し勘かん違ちがいをしているのですよ」

　リリアナは何かに気付いたように言い出す。

「勘違い？」

「冒ぼう険けん者というのは別に戦せん闘とうだけに特化した職業ではないのです」

「というと？」

「冒険者登録する人材には戦闘職の他に支し援えん職もあるのですよ。戦闘職がモンスターを倒たおすのに対して、支援職は錬れん金きん術じゆつで回復剤ざいを製作してギルドに卸おろしたり、ギルドに滞たい在ざいして治ち癒ゆ魔法を使って怪け我がを治したりするのです」

「それは確かに必要な仕事だけど……」

　話の繫つながりが見えてこない。

「それらの支援職が一番欲ほつしているのは魔力なのです。治癒魔法を唱えるのも回復剤を製作するのも魔力が必要なのです」

　リリアナは続ける。

「ですが、一番魔力が多い魔道士は戦闘職なので魔力が必要なのです。なので魔力を大量に持つ人間はこぞって冒険に出てしまうのです。そっちの方が稼かせぎが良いからなのです」

　確かに、強力なモンスターを討とう伐ばつしたり、ダンジョンに潜もぐって一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう。俺が知っている冒険者は大体そんな感じだ。

　魔力を分け与あたえるにせよ、治癒も錬金術もお金を稼ぐ必要がある以上、それ程ほど高額は払はらえないのだろう。

「よって、冒険者ギルド内部では魔力不足が起こるのです。魔力の供給源が引退した冒険者さんぐらいしかいないからなのです。あの人達もお金に困ってはいないので無理は言えないのですよ」

　なるほど。深刻な魔力不足、そこに降って湧わいた魔法が使えない魔道士、これは魔力タンクとして期待される訳だ。

「でも、それだけで俺がオリハルコンクラスというのはおかしくないですか？　他の能力は一いつ般ぱん的な冒険者に全然届いていないわけで……」

　役割があるのならそれは構わないのだが、どう考えてもこのランクは分不相応だろう。

「ランクってどうやって決まってるんですか？」

　俺の質問に受付嬢じようが答える。

「基本的に初期におけるランクはステータスの平均値で決まります」

「平均値ってなんのです？」

「魔力・攻撃力・防ぼう御ぎよ力・俊しゆん敏びん力・知力。この５つの項こう目もくのことです。一般的な冒険者の平均値はＤです。それだけの数値があればブロンズからスタートできます」

　なるほど、優れた数字を持つ人間に与えられた飛び級みたいなものか。

「ちなみにリリーは最初の合計がＣありましたので、最初はシルバースタートだったのですよ」

　横から口を挟はさむ。どうやら平均値がＣを超こえるとシルバースタートで、Ｂに達すればゴールドらしい。

　ギルドランクの上げ方は他にもあるようで、その上げ方というのは定期的に依い頼らいをこなして一定の評価を得ることらしい。支援職の錬金術師や鍛か冶じ師は回復剤や武器防具を卸してギルドランクを上げるらしい。

　どちらかと言えばこちらの方が一般的で、リリアナみたいにステータスを伸のばしてランクを上げる人間は少数派らしい。

「そして、オリハルコンランクに必要な数値はＳです。王都でもＳを超える人間は10人しかおりません」

　受付嬢が真しん剣けんな顔をして指をピッと立てる。

「つまり、サトルさんは超ちよう凄すごいステータスを持っているということなのですよ！」

　興奮気味に捲まくし立てるリリアナ。俺は彼女の頭を撫なでて落ち着かせながら受付嬢に話し掛かける。

「つまり、俺の魔力のステータスが高いからその一点でオリハルコンランクになったと」

　二人は同時に頷うなずく。なるほど、平均値ということならＳＳＳランクの項目がある時点で平均値が跳はね上がっているのだろう。計算式はわからないが単純に考えてもオリハルコンクラスか。

「ちなみにランク表示はＳＳＳが最高なのでそれ以上はありません。なので、実際のところ、カラヤマ様の能力値の限界はわかりかねますね」

　そう受付嬢が補足する。それと同時に俺が求められている役割にも思い至る。

　つまり、ギルドとしては俺に魔力タンクとして常じよう駐ちゆうして欲ほしいのだ。魔力は生活の明かりから水回りまで、様々な魔道具にも使われているらしく、安定した供給が求められている。

　それを理解した俺は受付に向き直ると。

「説明は理解しましたけど、俺も戻らないといけない場所があるので、ずっとここにいることはできませんよ」

「「「「「えええええええぇぇぇ───」」」」」

　一いつ斉せいに湧き起こる声。

「あなたがいれば冒険者の人が怪我を気にすることなく冒険に出られるのですよっ！」

「もっとたくさんの回復剤を作れれば危険な冒険に出た冒険者さんが無事に戻ってこられるようになるんです」

「大魔ま法ほうを数発撃うったら回復に数日掛かってしまうんですっ！　魔力の回復は治癒士や錬金術師が優先されるんで、もっと大魔法を撃ちたいんですっ！」

　そのほかにも切実な声が湧き上がる。どうやら本気で期待されているようだ。

「サトルさん」

　リリアナが俺を見つめている。

「魔力が足りない気持ちはリリーにもわかるのですよ。そのせいで救われない人がいるのは悲しいことなのです」

　憂うれいを帯びた瞳ひとみが俺に向けられる。過去にそういう体験をしたのかもしれない。

「サトルさんが元の世界の生活が大切なのは理解できるのです。だけど、もし少しでも余よ裕ゆうがあるなら助けてほしいのですよ」

　その真しん摯しな瞳とケモミミがじっと俺を見つめる。俺は溜ため息いきを吐つくと。

「わかりましたよ。ただし、協力できるのは都合が合った時だけになりますけど」

「「「「「「おおおおおおおおおおおおおおお─────」」」」」」

　俺の言葉に歓かん声せいが起こった。皆みなが嬉うれしそうな声を出すなか、俺は引き受けて良かったと思い始めるのだった。




「こちらが魔力の貯蔵庫になります」

　あれから、俺とリリアナは受付の案内でギルドの奥おくへと導かれた。

　そこには巨きよ大だいな魔石を中央に置いた魔法陣じんが設置されている。

「こちらはエンシェントドラゴンの魔石になります」

「エッ、エンシェントドラゴンなのですっ!?」

「なにかまずいのか？」

　見た目からして美しい石だとは思ったが……。

「魔力を貯蔵するのには魔石を使うのです。魔石はモンスターが持っているものなのです」

　説明を続ける。

「そしてモンスターの種類によって魔石は種類を変え、効果も変わるのです」

　なんでも、魔石は魔力を貯蔵するだけではなく、満タンまで溜ためるとモンスターと同じ特技を使えるそうだ。

「エンシェントドラゴンは一般的な魔道士１万人分の魔力を溜め込めると言われているのです」

　リリアナの説明に。

「ええ、せっかくなのでこれでカラヤマ様の魔力容量を測らせていただこうと思いまして」

　なるほど、これに魔力を注ぐことで、俺の大体の魔力容量を計測するのか。

「ちなみに、魔力容量はどうやってわかるんだ？」

「装置についている色をごらんください」

　受付嬢に促うながされて見るのは魔石がはめ込まれた装置だ。

「こちらの装置にはそれぞれランプがついています。白・青・黄・緑・赤・紫むらさき・茶・銀・金・虹にじという順番です」

　なるほど、どうやら虹に近づくほど、魔力が溜まった状態を示しているらしい。虹になると満タンだと受付嬢は説明をした。

「どの色まで行くか賭かけようぜ」

　ついてきた冒険者達が何やら賭けを始めた。なにせ俺の魔力は先程の測定では上限を突とつ破ぱしているらしいからな。

　興味本位で盛り上がりたいらしい。そんな野次馬達が次々に賭けに参加する様子を見ていたのだが……。

「おい、リリアナなにしてる？」

　その中にちゃっかりとリリアナが紛まぎれ込んでいた。

「えっ？　えへへ。リリーはサトルさんを信じているのです」

　そう言って賭けたのは上から二番目の金色。リリアナの瞳はそれと同じく金色に輝かがやいている。

　こいつの能力は魔力を見ること。どうやらかなりの魔力と推測済みらしい。

「これって今までの最高記録は？」

　俺は受付嬢にこれまでの記録について聞いてみるのだが……。

「今から１０００年前に突とつ如じよ現れた伝説の大だい賢けん者じやアズマの全盛期で金です」

　リリアナが賭けたのと同じだ。他の人間はせいぜい、銀や茶・紫に賭けているのに……。何ど処こまで俺を信しん頼らいしてるんだか。

「恨うらむなよ？」

　俺は一言告げると周囲を見み渡わたす。どいつもこいつも、俺がどんな結果を出すのか楽しみなのか、目を輝かせて見ている。

　俺は皆が見守る中、魔力を注ぐため、クリスタルに手を置くのだった…………。




「……まさか。虹にじ色いろまでいくなんてな」

　結果はまさかの満タンだった。

　エンシェントドラゴンの魔石にゼロから魔力を注いで満タンまでやったのは俺が初めてらしく、先程のギルド登録の比ではない騒さわぎになった。

　受付嬢は「ギルドマスターにお会いください」と必死に服を摑つかむし、冒ぼう険けん者達はパーティーに入るように勧かん誘ゆうしてくる。

　ギルド中が大騒ぎになり、騒そう動どうが外まで広まっていた。

　皆からもみくちゃにされて焦あせった俺はリリアナと共にその場を突破すると、人ひと気けのない裏路地に入るなり転移魔法を使ってその場を離り脱だつした。

「やっぱりこっちで測って良かったのです」

　リリアナは何やらほっと胸を撫で下ろすと「ただでさえ魅み力りよく的なのに、ここまで凄すごいとリリーは大変なのです。悪い虫がつくのですよ」何やら薄うす暗ぐらい雰ふん囲い気きを放つリリアナ。俺もいい加減疲つかれが溜まってきたので……

[image: ]

「そろそろ元の世界に帰るよ」

　そう宣言すると。

「わかったのです。最後に撫でてほしいのです」

「何でだ？」

　俺が質問をすると。

「サトルさんに撫でられたのが忘れられないのです」

　そう言って抱だき着いてくる。

　仕方ないので俺はしばらくの間リリアナの頭を撫でてやった。それから結構な時間が経たち、満足したリリアナは身体からだを離はなす。

「次に来る時は紹しよう介かいしたい人がいるのです」

　意味深な言葉を投げかけてくるのだった。








第五章　魅み惑わくの温泉ロケ









　ピーンポーン

「ふぁーい。日ひ高だかさんれすかぁー？」

　インターフォンの音と共に玄げん関かんのスピーカーから声がする。

　とても眠ねむそうな、普ふ段だんとは違ちがう気が抜ぬけた声だ。

「いや、俺だけど」

　その言葉にインターフォン越ごしに息を吞のむ音がする。

「……………………さ」

「さ？」

　しばしの沈ちん黙もくのあと返ってきた言葉。

「なななな、なんで悟さとるさんがここにいるんですかっ！」

　急激に覚かく醒せいしたのか、日ひ頃ごろから鍛きたえている声量がスピーカー越しに響ひびく。

「日高さんが急な用事らしくてな、俺が引き受けたんだよ」

　昨晩のこと。日高さんから他の新人がトラブったから今回の仕事は付き添そえないと連れん絡らくがあった。

　俺もちょうど授業が休みの日だったので、仕事を引き受けたのだ。

　ちなみに、日高さんというのは湯ゆ皆みなの正式なマネージャーだ。パリッとしたスーツを着こなす眼鏡を掛かけた、いわゆるデキル女性だ。

　実際、やり手らしく、様々な現場に広いコネクションを持つ彼女は他の人間に比べて行ける現場、交こう渉しようする相手が多いらしく、仕事が忙いそがしいらしい。

　そんなこともあり、いまだに結けつ婚こんしていないのだが、隙すきの無い言動が相手を気後れさせてるのではないかと俺は分ぶん析せきしている。そんなわけで、多た忙ぼうな日高マネージャーに「お願い。手伝って」と言われては断れないというのもあった。

　どうやら今回の撮さつ影えい場所は遠いらしく、湯皆を一人で行かせるのは不安なのだそうだ。

　なのでこうして迎むかえに来たのだが……。

「５分。いや30分時間ください！」

「そんな余裕はない。早く出てこい」

　早朝ということもあり仕方ない話ではあるのだが、湯皆は準備ができていないようだ。

「せめて身だしなみだけでも何とか……」

　焦りながら、ゴソゴソと動く音が聞こえる。

「つっても、今日は野外でのアクションシーンの撮影だろ？　化け粧しようしたところで、向こうで汚よごれたメイクをするんだ。お洒落しやれしても意味無いだろ」

　二度手間というやつだろう。俺は早く連れ出したくてそう言うと。

「そういう問題じゃないでしょ！　バカっ！」

　合理的な話をしただけなのに罵ば倒とうされる。解げせぬ……。

「わかったから。早めにしろよ」

　言い争うだけ無む駄だだと思った俺はエントランスの壁かべに背を預けるのだった。




　　　　★




　現在、俺達は電車に揺ゆられて移動している。

「本当にっ！　日高さんが来るんだと思って油断してましたよ全く」

　あれから30分。普段と変わらない綺き麗れいな姿で現れた湯皆はぐちぐちと文句を漏もらしていた。

「仕方無いんじゃないか？　連絡もらった時間遅おそかったし。お前寝ねたら起きないらしいからな」

「ななな、何な故ぜそれをっ！」

　動どう揺ようして顔を赤くする。

「ああ、日高さんが言ってた」

　マネージャーをする上での心得らしい。タレントは一人ひとり個性的だが、湯皆は特に厄やつ介かいとのことだった。

　昨晩もアドバイスという名の愚ぐ痴ちを聞かされたものだ。

「ううう、あの人は何で、余計なことばっかり……」

　恨みを込めた視線を目の前に送る。そこに日高さんがいたら直接文句を言いたいとばかりに。

「それにしたって、どうせ汚れるメイクなんだろ。気合入れてもしょうがないだろうに」

　というのも、本日の撮影は都内ではなくいくつか県を跨またいだ山やま奥おくでおこなわれるからだ。

　他のスタッフは設営のために数日前から向かってるのだが、タレントは各自集合の為ためにこうして電車に乗っているのだ。

「だ、だって。見られるじゃないですかっ！」

　俺の言葉に顔を赤くして反論してくる湯皆。

「見られるも何も、こんな始発の電車で、誰だれもいないし」

　休日の始発。更さらに都心とは逆方向に進む電車には俺達しか乗っていない。

「さ、悟さんがいるじゃないですかっ！」

　そう言って見上げてくる。瞳ひとみが潤うるんでいて一いつ瞬しゆんドキッとする。

　そこで思い出す。湯皆はそこらの一いつ般ぱん人では話すことも叶かなわないアイドルだということを。

　アイドルとは偶ぐう像ぞうだ。すっぴんのだらしない姿を晒さらすわけにはいかない。そんな湯皆のプロ意識の問題なのだろう。

「一般人に見せないプロ意識は立派だが、俺ならいいんじゃないのか？」

　なにせサブマネージャーだ。マネージャーとアイドルといえば家族も同然。

　兄にすっぴんを見せるのを躊躇ためらう妹はいない。俺は優やさしい瞳で湯皆を見るのだが……。

「誰に素すの顔を見せたとしても。悟さんにだけは見られたくないですからね」

　そう思ったのは俺だけだったらしい。湯皆は俯うつむくと、

「………………だって。一番可愛かわいい私を見てもらいたいじゃないですか」

　何やらぶつぶつと決意を表明している。完全に自分の殻からに籠こもっているようだ。

　なので、俺はこの時間に日高マネージャーから送られてきたスケジュールを見直しておくことにした。




「こんにちはー。前日から準備お疲つかれ様でーす」

　電車に揺られること２時間。バスに揺られること１時間半。

　都内から都合３時間半ほど掛けて到とう着ちやくしたのは温泉ガイドでも老舗しにせと呼ばれている秘湯の宿だった。

「おっ、湯皆ちゃんお疲れー。ここまで来るの大変だっただろ？」

　監かん督とくさんが笑え顔がおで挨あい拶さつをする。

「そんなことないですよ、今日やる演技について考えていたらあっという間に時間が過ぎてたので」

　途と中ちゆう、寝ね不ぶ足そくだったこいつは俺の肩かたに頭を乗せて気持ちよさそうに眠っていたのだが、そこには突つっ込こまないことにしておこう。

「ははは、それは勤勉なことで。昨日もテレビの撮影だっただろうに」

　もっとも、台本は使い込まれていたので、それまでの間にきっちり練習をしてあるのだろう。

「はい。なので、練習不足で足を引っ張ることが無いように仕上げてきました」

　他人の前では努力している姿を見せない。アイドルとして身についたものなのだろうな。

「それじゃあ、湯皆ちゃんも来たし撮影はじめるとするか」

　どうやら俺達が最後だったらしく、監督の声で撮影が始まるのだった。




「唐から山やま君、こっちの機材持ってくれる」

「はいっ！」

　指示が飛んでくる。

　テレビ局などであればアシスタントスタッフも充じゆう実じつしているのだが、山奥の撮影。

　掛けられる人員にも限りがある為、俺はこうして手伝いに駆かり出されている。

「それ終わったら次はこっち運んで」

　言うなり、運んできたものを片付けている。

　それからしばらくすると。

「お疲れ、宿の広間に軽食があるから食べてくると良いよ」

「わかりました。スタッフさんは食べないんですか？」

　手にリストを持って機材をチェックしているスタッフに聞く。一人だけ食事するのは気が引ける。

「食べたいけどね。撤てつ収しゆうまで時間が無いから片付けないといけないんだよ」

「そうなんですか？」

　やたらと急いでいるとは思っていた。撮影と同時に使わない道具を片付けているのだ。

「実はこの後、団体さんが泊とまるらしくてさ。宿も引き払はらってるしスケジュールが押おしててね」

　なんでも、もともとはある程度の期間宿を押さえていたのだが、撮影の遅ち延えんで伸のびていたらしい。

　そんなわけで撮影は急ピッチで進めるしかなく、監督さんから俳優まで忙しくしている。

「ああ、ここって秘湯という話で有名ですからね」

　秘湯なのに有名とはこれいかに。

　山奥の僻へき地ちに建つ宿なので、交通の便が悪い。車で行き来するにも遠いし、バスにしても１時間に１本だ。

「そんなわけで、夕方までに全すべての作業を終えておかないと不味まずいんだよね」

　スタッフさんはそう言うと機材のチェックへと戻もどるのだった。




「よーし、何とか無事に撮影は終わったな。撤収するぞー」

　夕方になり、全ての撮影を終えた俺達はロケバスの前に集まる。

「今日のところはこれで終わる。撮影もいよいよ佳か境きように入ってきた。今回の映画は俺の中で最高の出来になると手応えを感じている」

　そんな言葉で締しめくくると。

「それじゃあ、各自バスに乗ってくれ」

　俺もバスに乗り込もうとしたのだが。ふと見ると、湯皆がキョロキョロしている。

「どうした、撤収だぞ？」

「あっ、悟さん」

　何やら不安そうな表情を浮うかべると。

「私のペンダント見ませんでしたか？」

「ペンダント？　鞄かばんにしまわなかったのか？」

「……どこにも見当たらなくて」

　今朝、湯皆の胸むな元もとに納まっていた、丸い形をしたペンダントで、写真が入るタイプの物だ。撮影の際に邪じや魔まだから外したはずなのだろうが、

「二人とも出発するから早く乗ってくれ」

「えっ……」

　湯皆の瞳が揺れる。そんなすがりつくような瞳を見ると。

「すいません、ちょっと大事な物を失なくしたので、捜さがしてきます。気にせずに先に帰ってください」

「わかった、最終バスが出る時間も迫せまってるから早めにな」

「ありがとうございます」

　短いやり取りをスタッフと交かわすと。

「悟さん」

　ポカンとする湯皆の背中を押す。

「大事な物なんだろ？　時間がないからさっさと捜すぞ」

　俺は湯皆の手首を摑つかむと宿へと戻っていくのだった。




「さて、どうするかな……」

　あれから、アテを探し回った俺達。

　撮さつ影えいした場所から荷物置き場。色々捜し回ったが湯皆のペンダントは見つからなかった。

　だが、最終的にもう一度宿の受付に行ってみるとなんと見つかった。どうやらタイミング悪く入れ違ちがいで届けられていたらしい。

　最初の時点で確かく認にんしていたので、こればかりは運が悪かったということだろう。

「やー、田舎いなかって本当に夜が早いですよねー」

　俺達は今、バス停の前で佇たたずんでいる。

「山奥の夜道は事故が起きやすいからな。どうしたって早くなる」

　バスの時刻表は夜７時以降空白となっており、スマホを見てみると現在の時刻は夜７時半。

　既すでに最終のバスは行ってしまった後であり、湯皆の苦笑いだけが響ひびく。

「それで、どうする？」

　先程もした質問を俺は再度湯皆に投げ掛かける。

「えっ、悟さんの転移魔ま法ほうでバビューンと帰ればいいんじゃないですか？」

　湯皆は大げさな手て振ぶりをすると首を傾かしげた。

「無理だぞ」

「何故ですか？」

　不思議そうな顔で見る湯皆から目を離はなさずに言う。

「俺の転移魔法は距きよ離りの制限がある。駅からバスで１時間半。どう考えても圏けん外がいだ」

「そっ、そんな…………」

　初耳だとばかりに湯皆はショックを受ける。確かに話してなかったからな。

　今までは都内の移動にしか使ってなかったからな。

「ついでに言うと今まで行ったことがある場所じゃなきゃ行けないからな」

　そう付け加えておく。今後、こういうトラブルがあるかもしれないが、頭に入れておいてもらわないと解決不能な事態になっても困るからな。

「どどど、どうしましょうっ！」

　ようやく状じよう況きようが把は握あくできたのか、先さき程ほどの苦笑いが演技だったらしく本気で焦あせりだす。

「だからそれを決めようっての」

「ヒッチハイクとかどうですかね？」

「こんな山奥に都合よく車が通るとでも？」

　秘境と言うだけあってあるのは温泉宿のみ。

　送そう迎げいバスの中で見たが、近くの宿にしても30分はかかる。

「じゃ、じゃあ……転移の繰くり返しで帰るとかは？」

「できなくはないが、方向感覚が必要なんだ。目印のある都内ならともかく、木しかない場所に転移しても正確な位置がわからなければ詰つむぞ」

「じゃあ…………えーと……うーんと……」

　混乱しているのかぶつぶつと考え込む湯皆。

　まあ現実的な話をするのなら日高マネージャーに連れん絡らくだろうな。タクシーなり回してもらえば遅おそくはなるが帰れるだろう。

　そんなことを考えていると……。

「仕方ないので泊まりましょう！」

　湯皆が斬ざん新しんな発想を俺に叩たたきつけてきた。




「申し訳ありませんが、部屋はほぼ埋うまってしまっておりまして」

　宿の受付に戻って事情を話すとそう返事をされた。

「そそそ、そこを何とかっ！」

　動どう揺ようする湯皆。先程「せっかくの機会だし良いじゃないですか。明日はオフなので慌あわてて戻る必要はないし、ここの温泉って美容に良いと評判だったので入ってみたかったので」と言っていた。

　こういう時の切り替かえの早さは見習うべきだと感心したばかりなのだが……。

「少々お待ちください」

　そう言って受付の人は何やら奥に行く。上の人間に確認しているようだ。

「どどど、どうしましょう悟さん。このままじゃ野宿ですよ」

「どうもこうも待つしか無いだろう」

　いざとなれば手が無いわけでもない。

　──パシャリ──

「ん？」

「どうしたんですか。悟さん？」

「いや。何か撮とられた気がしたんだけど……」

　カメラのシャッター音がしたかと思って周囲を見てみるが、受付を含ふくめて近くに誰だれもいない。

「なになに、なんですかぁ？　もしかして自分も結構イケメンだから隠かくれファンか誰かに撮影されたと思ったんですか。自意識過か剰じようですよそれ」

　俺は無言で湯皆を睨にらみつける。これだから言いたくなかったのだ……。絶対にからかってくるに決まってる。

「へーへー。俺の勘かん違ちがいだよ、悪かったな！」

　一日撮影をしていたので疲つかれが溜たまっていたのだろう。俺はむすっとすると前を向く。

　それからしばらく待っていると……。

「お待たせしました。何とか一部屋だけでしたら空けられるのですが」

「やたっ！　やっぱり日ひ頃ごろの行いが善いとこういうこともあるんですね。悟さん、私の日頃の行いに感謝してくれるといいですよ」

　どや顔で息巻く湯皆。

「誰の日頃の行いが善いんだろうな？」

「なんですか、アイドル湯皆のカリスマにひれ伏ふすところじゃないですか？」

　褒ほめてもらえるはずだったのに𠮟しかられた子犬みたいな表情をする。

「今の言葉、もう一度思い返してみろ」

　俺がそう言うと湯皆は「うーん」と考えると。

「一部屋だけっ！」

「気付くの遅い」

　俺は指し摘てきしてやる。

「申し訳ありません……なにぶん、満室でして」

　それほど大きな宿ではない。これでも無理を聞いてくれているのだろう。

　本日、団体さんが来ていると聞いているので仕方ない。

「あの……やはり不味いですよね」

「不味いなんてもんじゃないですっ！　さ、ささ、悟さんと同室なんて………………死んじゃいますよっ！」

　そう言ってオロオロと顔をあちこちにやる湯皆。死ぬわけ無いだろう。

「湯皆が一人で泊とまる分には問題無いですよね？」

「はい。急なことでしたので、満足できるだけのご用意もありませんが」

　どうやら本当にぎりぎりらしい。

「だったらこいつを泊めてください」

　俺が受付の人に結論を述べると。

「悟さんはどうするんですかっ！」

「俺は……なんとかするから」

　言葉が詰まったのを湯皆に見み咎とがめられる。

「何とかできないからこうなってるんじゃないですかっ！」

　そう言って心配そうな顔をすると、

「すみません。二人で同じ部屋で大だい丈じよう夫ぶですっ！」

「よ、よろしいのですか？」

　目を丸くする受付の人。

「いいんですっ！」

　良くないだろ。止めようとする俺の腕うでをグイっと引っ張り引き寄せると、

「この人は私のマネージャーですからっ！」

　顔を真っ赤にして言い切った。




「それではごゆっくりどうぞ」

　中居さんに部屋へと案内される。

　俺と湯皆が通されたのは古びた内装ではあるが掃そう除じが行き届いている畳たたみ部べ屋やだ。

　部屋の奥おくには一人がけの椅い子すが二つと真ん中にはガラスの丸テーブルが置かれている。

「雰ふん囲い気きのある部屋だな」

　こういう田舎を思わせるような場所は心が落ち着く。

　今日一日働いていたので疲れていたのだが、緊きん張ちようがほぐれていくのがわかった。

　俺は畳の真ん中に置かれたテーブルから急きゆう須すを引き寄せると。

「お茶淹いれるけどお前も飲むか？」

　湯皆に声を掛ける。

「おい、湯皆？」

「ふぇっ？」

　俺の呼びかけに『心ここにあらず』という状態で答えてくると、

「お前もお茶飲むか？」

「あっ、お茶ですね、わかりました今すぐ淹れます」

　こっちの話を聞いてなかったのか、急須をぶんどりポットからお湯を注ぐ。そして、

「粗そ茶ちやですがどうぞ」

「おっ、おお、ありがとう」

　そう言ってテーブルを挟はさんでお茶を飲む。

「ズズズッ」とお茶を飲むと「はぁー落ち着きます」と漏もらした湯皆。お婆ばあさんのように背を丸めて自然に笑ってみせる。

　そしてふと考え込むと、

「なんで私が悟さんにお茶淹れさせられてるんですっ！　普ふ通つうは逆じゃないですかっ？」

　ＴＨＥ理り不ふ尽じん。俺が率そつ先せんしてやろうとしたのに仕事を奪うばったのを覚えていないらしい。

　俺がなんと返すべきか考え込んでいると……。

「まあいいです。たまには労ねぎらいも必要ですから。アイドルの私が淹れたお茶を飲めるなんて悟さんは宇宙一幸せな人間です」

　流石さすがに宇宙一は言い過ぎだろう。なんていうのかテンションが高い、頰ほおも真っ赤だし。俺と目を合わせないし緊張しているのが丸わかりだ。

「なあ、今からでも俺は出ていくべきじゃないか？」

　緊張の原因ははっきりしている。

「どうしてそんなこと言うんですか？」

「お前はアイドルで売ってるわけだし……」

　スキャンダルになるのは不味まずい。

「お前は優やさしいから無理しすぎるんだよ。どうせ『自分が落とし物をしたからこんなことになった。なら責任とらなきゃ』とでも思ってるんだろ」

　何より、湯皆の精神面が心配だ。

「好きでもない男と同室ってのは我が慢まんしてやることじゃない。俺は部屋の外で寝ねるから」

　廊ろう下かとかゲームコーナーやフロントのソファーでも、とにかく雨風さえ凌しのげればどこでもいい。

　そう考えていると袖そでが引かれる。いつの間にか湯皆が近寄ってきて潤うるんだ瞳ひとみで見上げていたのだ。

「…………いです」

　声が小さくかすれて聞き取れない。

「すまん。もう一度言ってくれるか？」

　俺がそう言うと、湯皆は顔をカァーっと赤くすると。

「このままで良いって言ったんですっ！　馬ば鹿かぁ──！」

　そう言って出ていった。嫌いやがってないようなんだが、最後の罵ば倒とうは必要だったのか？




「ふー。結構な料理でしたね」

　満足気な表情でだらりと身体からだを投げ出す湯皆。

　あれからかなり時間が経たってから料理が運ばれてきた。

　急な宿しゆく泊はくだったので、食材の都合からありあわせになってしまったと言っていたが、俺の目から見て完かん璧ぺきな和食コースだった。

「そうだな、これで手て抜ぬきだというのなら、今度普通に予約して来てみたいな」

　実際のコースならどうなのか気になった。

「その時は私も来ますから。御ご馳ち走そうしてくださいね」

　そう言って手を上げる湯皆。

「お前の方が稼かせいでるだろうが」

「女の子に奢おごらせるんですか？」

　確かに、年下の女の子に奢らせるのは流石に抵てい抗こう感が強い。

「…………別に良いけど」

　気が付けば俺は了りよう承しようしていた。

　それからダラダラと会話が続く。

　そんな会話の途と切ぎれた瞬しゆん間かんを狙ねらうと。

「さーて、そろそろ──」

「ん、悟さんどうしたんですか？」

　立ち上がる俺を湯皆が咎めた。

「せっかくの温泉なんだ、入らなきゃ勿もつ体たいないだろ？」

　飯の時間からダラダラしていたので夜遅おそい。そろそろ温泉に入って疲れを取るべきだろう。

「そういえばそうですね、ここの温泉は評判が良いから入りたいと思ってたんですよ」

　そう言って嬉うれしそうに浴衣ゆかたを用意し始める。




「それじゃあ、上がったらそこでマッサージでもして待っていてください」

　早々に主導権を握にぎると湯皆は右の入り口から中へと入っていく。

　俺は左の入り口から入ると脱だつ衣い所で服を脱ぬぎ浴室の扉とびらを開く。

「へぇ……想像より広いな」

　入ってすぐのところには身体を洗う場所があり、奥には湯船がある。そこから更さらに奥に行くとどうやら露ろ天てん風ぶ呂ろがあるらしくドアがあった。

　夜遅くということもあって俺の他には誰もおらず、思わぬ貸し切り風呂で得をした気分だ。

　俺は、備え付けのシャンプーで頭を洗う。家で使うよりも高価なシャンプーなのか泡あわ立だちが良い。

　そして一度シャワーで流すと身体を洗う。家ではボディソープではなく石せつ鹼けんなので泡立てる手間が少なくて良い。

　全身をくまなく洗うと最後にもう一度シャンプーだ。そしてシャワーで流し終えると。

「気持ちいいな」

　俺は身体を湯船に投げ出していた。

　粘ねん性せいが高いのだろうか。ぬるぬるしたお湯が身体に染しみ込み、仕事で疲つかれた筋肉を解ほぐしてくれる。

　壁かべには温泉の効能と種類が書かれた板がかけられている。それらを何気なく読んでいると……。

「そうだ。せっかくだから露天風呂にも行ってみるか」

　山の夜は冷える。とはいえ、寒空の下もとで星を見ながら浸つかる温泉に魅み力りよくを感じるのは当然だ。

　俺は湯船から上がると、露天風呂へのドアを開けるのだった。




「おー、凄すごいな」

　ドア一枚挟むと、そこは別世界だった。

　満天の星々に透すき通った空。湯の成分を含ふくんだ清々しい空気。

　岩で囲まれた天然の温泉の中央には大きな岩が立っており、外気のせいで湯気が立ち上り先をぼやけさせている。

「まさに秘湯ってやつだな」

　このロケーション一つとっても今までの人生で味わったことの無い風景だ。

　今年の春、大学に入学してから数ヶ月。誰だれがこんな光景を見ることになろうと想像したものか。

　温泉に浸かる。露天なので岩ばかりなのかと思ったが、足元はきちんとしたタイルがしかれているようだ。

「思えば遠い場所まで来たものだ」

　ありきたりな台詞せりふだが俺が言っても良いだろう。

　最近は温泉どころか異世界まで行き来してるのだから。

　剣けんと魔ま法ほうが存在する世界。あちらにはこちらのように温泉はあるのだろうか？

　リリアナはこの風呂の気持ちよさを知っているのだろうか？

　──ガラッ──

　そんなことを考えているとすりガラスが開く。

　俺が入ってきたのとは別の、もう一つあった扉だ。

　おそらくはボイラーの調整用の設備だろうと思っていた。

『うわわー。星が綺き麗れい』

「えっ？」

　声が漏れる。そこから現れたのは俺が予想していなかった──




　　　　★




「うわわー。星が綺麗」

　私は満天と言っても良い星を見上げると感動の声を上げた。

　肌はだに触ふれる外気が冷たいけど、中で熱い温泉に浸かってたので程ほどよい寒さが気持ち良い。

　石鹼で洗った肌は水を弾はじくと滴しずくが身体を流れていく。

　普ふ段だんよりも念入りに洗ったせいか、結構時間が掛かかってしまったみたい。傷一つない自じ慢まんの白い肌が温泉の効能で艶つややかになっているのがわかった。

　悟さんを待たせてしまうかもしれないけど、ここまで来て露天風呂に入らないとかありえないし。

　私は咄とつ嗟さに悟さんの姿を思い浮うかべてしまった。どこにでもいる大学生なのに、どこか余よ裕ゆう綽しやく々しやくで……。アイドルの私に対しても気き兼がねなく接してくる。

　そんな人だからこそ私は……。

「って、なしなし、そんなことありえないし……」

　身体中が熱い。長く温泉に浸かってたせいで湯あたりしたのかも。

　私が露天風呂に浸かろうと視線を下に下げると──。




　　　　★




　バッチリと目が合った。

　目の前にはタオルを身体に巻いた湯皆が「あうあう」と声を上げて涙なみだ目めでこっちを見ている。

　その姿はまるでこの世の終わりにでも遭そう遇ぐうしたかのように絶望していた。

「あ──っとだな……」

　湯皆が固まっている間に導き出した推論を俺はぶつけることにした。

「多分あれだ。まさかの露天風呂は混浴ってパターン？」

　説明をよく見れば書いてあるのだろう。お互たがいに違ちがう場所から入ってきて露天風呂が繫つながっているのだ。

　状じよう況きよう判断になるがまず間ま違ちがいないと思われる。

　それでも俺より不意を突つかれたせいか、湯皆は動き出せない。

「おおーい。湯皆さーん？」

「噓うそっ！　なんでっ！　もしかして夢っ？　温泉に浸かりながら眠ねむってしまった私の夢に悟さんが出てきた!?」

　説明が聞こえてないようだ。

「夢じゃない、現実を見ろ、ここは混浴だ。覗のぞきや痴ち漢かんといった不ふ名めい誉よではないから叫さけびださないでくれよ」
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　こういうのは自分が悪いと思ってうろたえるといけない。

　相手にとって攻こう撃げきする隙すきになるし、揉もめて後々気まずくなるほうが問題だ。

「なんでそんな冷静なんですっ！　もしかしてこういうのに慣れてるの？　変態っ！」

　どちらにせよ罵倒される。

「やかましいっ！」

　俺は温泉をゲートで転移させると、湯皆の頭上から掛けてやる。

「うわっ！　何するんですかっ！」

「俺も今来たばかりなんだ。一度、女湯に戻もどってくれ」

　アイドルと二人でこうしてるだけでもやばいのだ、とっとと退散するに限る。だが……。

「なんですかその言い草っ！　私だって露天風呂に入りたいんですっ！」

　俺の言葉を挑ちよう発はつととったのか、湯皆は露天風呂の縁ふちまでくる。

「お、おいっ！」

「なんですかっ！　良かったですね悟さん。可愛かわいい私が来たおかげで一人寂さびしくなくなりましたよ」

「俺は一人風呂が好きなんだけどな」

「むっ、そこまで言うなら私も覚かく悟ごを決めます！」

　そう言うと湯皆は何な故ぜか露天風呂に入ってきた。

「何故入ってくる」

「べ、別にいいでしょ！　さ、寒いんです！」

　顔まで赤くしてむしろ暑そうだが……。

「さよか、じゃあ俺は先に上がるかな……」

「待ってくださいよっ！」

　俺は気まずくなり、退散しようとするのだが、湯皆が声を掛けてくる。

「なんだよ？」

「ほっ、他の人が来るかもしれません。アイドルの私が一人っきりで混浴にいるのって不味まずいです」

「寧むしろ、俺と二人のほうが不味いと思う」

　そんな正論で押おし黙だまる。そして──

「一いつ緒しよに風呂に入るのもマネージャーの仕事ですからっ！」

「はっ！　はぁっ！　意味がわからんぞ！」

　突とつ然ぜん飛び出す謎なぞ理論に俺は焦あせりの色を浮かべる。だが…………。

「いいからっ！　私の言うことに従ってください！」

　強ごう引いんな湯皆に押し切られてしまった。

　──チャプン──

　夜空にお湯が揺ゆれる音が響ひびく。

　空は透き通って満天の星々が輝かがやき、ここが異世界だと言われれば信じてしまいそうな幻げん想そう的な雰ふん囲い気きが漂ただよっているのだが…………。

「それでですね、あそこのディレクターが馴なれ馴れしいんですよ──」

　感傷に浸ひたりたくても湯皆が話し掛けてくる。

　岩を背にお互いの姿が見えなくなるようになっているのだが、可愛い女の子と一緒に風呂に入っているという状況を俺はなるべく意識から外したかった。

　だが、お互いに見えない状況に湯皆は安心したのか、快活に話し掛けてきたのだ。

「悟さん。聞いてます？」

「おお、聞いてるぞ」

　とりあえず適当に相あい槌づちを打つ。

「むぅ……返事が適当っぽい」

　だが、そんな本心を湯皆はあっさりと見破ると。

「ずっと思ってたけど、悟さんって普ふ通つうじゃないですよね」

「なんだ？　藪やぶから棒ぼうに」

「だって、転移魔法なんて変な力持ってるし、世の中を舐なめ腐くさったような態度でいっつもひょうひょうとしているし」

　別に舐めているつもりもないのだが。

「やっぱり力を持つ者の余よ裕ゆうってやつですか？」

　その言葉に俺はしばらく考えると。

「……たしかにそうかもな」

「おおっ！　認めた」

　はしゃぐ湯皆に俺は話し掛ける。

「この力に目覚めるまでの俺は実につまらんやつだったからなぁ」

「なんですか、今はつまる人間みたいな言い方ですね？」

　この子は少し黙れないのだろうか？

「実際、つまらなかったんだよ。大学に入ればなにか変わるかと思ったけど、自由な時間が増えたところで楽しいことも無かったしな」

　あの日、転移魔法の力を手に入れた時、今までにないぐらいに感情が揺さぶられた気がする。

「それが今じゃアイドルのマネージャーなんてやってたりするんだもんな」

　転移魔法をきっかけに人生が一変した。

「ふふふ、そうですよね。転移魔法が無ければ私も悟さんに興味を持つことなんて無かったですし」

　さり気なく毒を吐はく。

「お前も酷ひどいことを言うな」

　お互いに裸はだかでいる気安さだろうか、普段より饒じよう舌ぜつになって軽口の応おう酬しゆうをしてしまう。

「だって仕方ないじゃないですか。アイドルなんてやっていると自然体で付き合える人がいないですから」

　普段、他の人と話すこいつは礼れい儀ぎ正ただしくて非の打ち所がない完かん璧ぺきな女子高生アイドルだ。

「俺に対しては最初から素すを見せてたけどな」

「最初は能力を探るつもりで近付いただけなんですけどね。それが気がつけばマネージャーすることになってるし。今日だってこうして一緒に……」

「お前が頼たのんできたからな。引き受けてやったんだから感謝しとけよ？」

　湯皆が笑う気配がする。

「そうですね、今日のところは感謝しか無いです」

「……雨でも降るのか？」

「むぅ……せっかくひとが素す直なおにお礼を口にしてると言うのに。悟さんは失礼ですよ？」

　ムクレてるのが脳裏に浮かぶ。他愛たわいのない話はその後、風ふ呂ろが閉まるまで続いた。




「布団が一つに枕まくらが二つ？」

　愕がく然ぜんとしていると。

「なんでも布団の数が足りないらしいですよ」

　歯を磨みがきながら湯皆が現れる。風呂上がりに浴衣ゆかた姿。

　髪かみは結い上げていてとても色っぽい姿だ。

「どうしてそうなった？」

「だ、だって仕方ないじゃないですか。私達飛び込みで泊とまってるし。むしろ布団が一つ残ってただけでもラッキーなぐらいですよ」

　何故か慌あわてる様子を見せた湯皆。顔が赤い。

「い、いや。仕方なくないだろ…………」

「一緒にお風呂に入っておいて今いま更さらじゃないです？」

　それはお前が強引に了りよう承しようさせただけだろうが。

「まあいいじゃないですか、悟さんは私に手を出せないわけだし」

　がらがらぺっと口をゆすぐと湯皆は予防線をはるように言葉を口にする。

「…………あまり男をからかうなよ」

　言っても無む駄だなんだろうな、俺は妙みような疲つかれを感じると肩かたを落とす。

　そんなことをしている間に、湯皆は寝ねる準備を済ませると布団に入り込んでしまい。

「は、早く入ってきてください。寒いじゃないですか」

　そう言うと布団から顔を出し、照れた様子でこっちを見る。

「……朝になって寝ぼけてひっぱたくのはやめてくれよ？」

　心臓が高鳴り、体温が急きゆう上じよう昇しようする中布団をめくると俺は湯皆の隣となりへと身体からだを滑すべり込ませた。

　よくある漫まん画がとかの展開を先に牽けん制せいしておく。なし崩くずしに一緒に寝ておきながら混乱して暴力を振ふるう。そんな目にあうのはゴメンだ。

「しませんよそんなこと」

　照れてる様子は見て取れるが、なんだか妙な余裕がある。俺のことを信しん頼らいしているのか、一方的にやりこめられているようで面おも白しろくないな……。

「そっちこそ、寝ぼけて私に抱だき着かないでくださいよね」

「…………」

「何故黙るんです？」

　質問が耳元から聞こえる。

「えっ！　噓ですよね？」

　焦り声が響く。

「………………もしかして悟さん寝ちゃいました？」

　とりあえず無言でいたことで寝たと思ったのだろう。

　ごそごそと動く音と共に背中に柔やわらかく温かいものが触ふれる。そして俺の手に湯皆の細い指が触れると。

「えへへへ」

　何やらご機き嫌げんのようだ。首筋に湯皆の息が当たってくすぐったい。

「仕事を頑がん張ばった私へのご褒ほう美び。うんうん」

　そういって更さらに調子に乗りそうになってる湯皆。

「お、起きてるぞ？」

「にゃにゃっ！」

　俺は何とかそれだけを口にした。




「ふぁー、よく寝た」

　あれから湯皆が必死に言い訳をするのを肯こう定ていしていたら眠ねむってしまっていた。

　いたずらをエスカレートさせようとしたのを誤ご魔ま化かすべく顔を真っ赤にしていた湯皆がおかしかった。

「う、う──ん」

　俺の胸むな元もとでは湯皆がしっかりと俺の浴衣を摑つかんで抱き着いている。

　湯皆の浴衣も寝ね崩くずれしており、見えてはいけない未発達なそれが見えそうで目のやり場に困る。

　ここで浴衣を直してやろうとした場合、世界の法則が働き、湯皆が目を覚ますのは自明の理だ。

　そして浴衣を直そうとした俺の手元を見てこう言うのだ「エッチ痴ち漢かん変態。寝込みを襲おそうなんて責任とってもらいますから」

「むにゃむにゃーえへへ」

　だから代わりに頭を撫なでる。そうすると湯皆は頰ほおを緩ゆるめると笑った。つまりは……。

「寝てるふりだな？」

「いたっ！」

　軽く拳こぶしでグリグリすると湯皆が目をあけた。

「何するんですかっ！」

「お前こそ何してる。寝たふりなんてして」

　俺が確かく認にんすると。

「悟さんが寝ている私をどうするか見てみたかったんです」

　昨晩騙だまされたことの仕返しということか。

「別にどうもしないけどな」

　俺は湯皆を引き剝はがすと伸のびをした。




「それじゃあ今回の仕事もお疲れ様でした」

　最寄りの駅まで到とう着ちやくすると湯皆は笑え顔がおでねぎらってきた。

「まあ、色々あって疲れたのは確かだけどな」

　ハプニングの連続だったし。

「ふぁ……そうですね。結構疲れが残ってるかもしれません」

　実際、帰りの電車でも湯皆は疲れていたのか舟ふねを漕こいでいた。

　恐おそらく昨晩はあまり寝ていないのだろう。口では信頼していると言っていたが、寝ている間に何かされないか不安だったのだろう。

　宿の部屋が一つしか無いということで、本来なら俺が負うべき疲ひ労ろうをこいつが肩かた代がわりしたということだ。

「今回は迷めい惑わく掛かけたな」

「ふぇ？　何ですか急に」

　俺が謝ると湯皆は欠伸あくびを途と中ちゆうで止めて目を丸くする。

「ペンダントを失なくしかけたのもそうだし、宿でくつろぐこともできなかっただろ？」

　荷物の管理もマネージャーの仕事の内。それさえミスらなければこの事態になっていなかったのだ。

「え、えっと……そこまで気にしなくても」

　気まずそうに顔をそむける湯皆だったが「そうだっ！」と妙みよう案あんを浮うかべると。

「だったらお詫わびしてくださいよっ！」

　パンッと手を叩たたくと笑みを浮かべる。

「ま、まあ、俺にできることならするけど」

　謝ってる手前、嫌いやとは言えない。俺は何を言われるのか分からないで了承すると。

「今度、一いつ緒しよに御ご飯はんでも食べに行ってください」

「えっ、そんなことでいいのか？」

　もっと難易度の高いお詫びをさせられると思っていただけに肩かた透すかしもいいところだ。俺が腑ふに落おちないでいると──。

「約束、しましたからねっ！」

　湯皆は疲れがどこかに行ってしまったかのようにその場でターンをしてみせると。満面の笑みを浮かべてそう言うのだった。








第六章　寝しん室しつでの誘ゆう惑わく









「さて、リリアナはどこかな？」

　湯ゆ皆みなとのお泊まりハプニングから数日。俺は再び異世界を訪おとずれていた。

「いつもながらにいないから探しに行くか……」

　それと言うのも、この前帰る際に、この日に来てほしいとお願いをされたからだ。

　リリアナはなにやら「リリーは覚かく悟ごを決めたのです。もう止まらないのです」と決意をみなぎらせていたようだ。

「今日は土産みやげも買ってあるし早く渡わたしたいんだがな……」

　俺は土産が入った袋ふくろをぶらぶらさせるとリリアナの部屋のノブを捻ひねった。




　　　　★




　～数週間前～




「次の謁えつ見けんは？」

　男の声に女はリストをぺらりとめくると。

「リリアナ＝フォックスター宮きゆう廷てい魔ま道どう士しです」

「ほお？　あいつがわざわざ俺を訪ねてくるなんてな」

　男は年相応に幼いが何ど処こか目を惹ひく容姿の少女を思い浮かべる。

　若年にして宮廷魔道士を務めているが、弱気なせいで宮廷内で良いように扱あつかわれている。

　かくいう男も、そんなリリアナの気が弱い部分を利用しているのだ。

「通せ」

　男は水で喉のどを湿しめらせると、よく通る声で命令した。

　ドアが開き、そこから少女が入ってくる。

　男は眉まゆを顰ひそめる。少女がおどおどしていて苛いら立だったからではない。むしろ逆だった。

　リリアナは堂々と歩みを進め、男の机の前に直立すると。

「リリアナ＝フォックスター参ったのです」

　堂々と名乗りを上げた。

「それで、極ごく秘ひ案件と聞いているが？」

　謁見を申し出る場合、事前に内容を伝えておく必要がある。だが、書類には何も書かれておらずその内容が機密に触れる、もしくは直接にしか話せないことを告げていた。

　男は人ひと払ばらいをするとリリアナと二人になる。そうすると──。

「はいなのです。殿でん下かにどうしても伝えておかなければならないことがあるのです」

　やはりいつもと違ちがう。普ふ段だんの弱気が鳴りを潜ひそめており、その瞳ひとみには強い意志が備わっている。

　男は睨にらみつけるように目を細める。相手を萎い縮しゆくさせる鋭するどい眼光を真っ向から受け止めたリリアナに。

「言ってみろ」

　男が緊きん張ちようで喉を鳴らす。火急かつ内密な内容となると良くない話しかありえないからだ。

　男はリリアナの一挙一動をつぶさに観察する。やがてリリアナは口を開くと、

「今月一いつ杯ぱいで辞やめさせてもらいたいのです」

　満面の笑みを浮かべるのだった。




　　　　★




「あっ、サトルさん久しぶりなのです」

　しばらく歩き回っていると、リリアナが現れた。

「久しぶりって10日ぐらいしか経たってないんじゃないか？」

　苦笑いをしつつ歩み寄っていく。そうするとリリアナは俺の腕うでに抱だき着くと。

「10日も会えなかったのです。リリーは寂さびしかったのですよ」

　そう言って甘えると腕に顔をこすりつける。ケモミミと尻尾しつぽが喜びを表現しているかのように揺ゆれていた。

「そうは言っても、気軽に会おうにもお互たがいに色々あるからな」

　俺は大学に加えて我儘娘ゆみなのお守りもある。たまの休日にしても大学のレポートをやったりとこれでも多た忙ぼうなのだ。

「なのです。ふたつの世界の両立は大変なのですよ」

　俺の苦労を察したのかリリアナはウンウンと頷うなずくと。

「それを解決する方法をリリーが考えたのです」

　俺の腕をグイグイと引っ張っていく。何処に連れて行かれるのだろうか？




「そいつが例の男か？」

　案内されるままについていくと男がいた。

　目付きの悪い赤あか髪がみ。整った顔立ちもさることながら、腰こしには二本の美しい装そう飾しよくを施ほどこされた剣けんを差している。

　着ている服も派手で育ちの良さが見て取れる。

「はいなのです。サトル＝カラヤマさんなのですよ」

　かしこまった態度を取るリリアナ。

「リリアナこの人は？」

「こちらはえっと……」

　何かを言いかけるリリアナだったが。

「お前に勝負を挑いどむ」

　男が唐とう突とつに指差し俺に宣言してきた。

「えっと…………急に言われても困るんですけど？」

　男は睨みつけるように俺を見つめると。

「俺の大切な者に手を出した報いは受けてもらう」

　そこまで聞いても意味がわからない。何な故ぜ俺は敵意を向けられているんだろうか？

「リリアナ。この人は何を言ってるんだ？」

　困こん惑わくしつつ問うてみるのだが。

「サトルさんなら負けないのです。リリーは信じてるのですよっ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎってみせると笑え顔がおで返された。赤子が親を信用するかのように無む垢くな瞳に俺は言葉に詰つまる。

　どうやら会話が通じないのはリリアナもだった。誰だれかまともな会話ができるやつはいないのか……。

「いや、意味がわからないんだけど」

「とぼけるんじゃねえ。リリアナをかどわかしただろうがよ」

　俺がリリアナをかどわかす……。確かに懐なついてくれてはいるようだが、そんな敵意を向けられるようなことだろうか？

「多分だけど何か誤解してますよ？　まずはもう少しお互いによく話し合ってですね…………」

　ちょっと前までは他人とあまり会話をすることが無く、こうした感情をぶつけられることも無かった。俺は冷や汗あせを搔かきつつも、なんとか穏おん便びんに済ませられないか説得を試みるのだが、

「うるせえっ！　とにかくてめえの実力を見せてみろっ！」

　頭に血がのぼっているらしく、俺の言葉は届かない。

「……わ、わかりましたよ」

　俺は言いたい放題されたことによる怒いかりもあって、その申し出を受けた。




「まずは小手調べからだ」

　腰から一本の剣を抜ぬく。赤い刀身の剣だ。

　俺は与あたえられた剣を構えると。

「行くぞっ！」

　地面を蹴けると男が肉にく薄はくしてきた。

「くらえっ！」

　鋭い斬ざん撃げきが無防備な俺の頭上から振ふり下ろされる──。

　──ギイ──ン──

　だが【ゲート】を使ったバリアを展開したので、超硬の物質にあたったかのような音がすると剣は弾はじかれた。

「も、もういいですか？」

　男の攻こう撃げきは先日戦ったヴェルガーよりも相当速く、今もゲートの展開がギリギリだったので汗が頰ほおを伝って流れ落ちた。

　俺は、いつ攻撃されても反応できるように男の動きに注意していると、

「なるほど、部下たちの言う通りってわけか。まずはこのバリアを突とつ破ぱしなきゃいけねえようだな」

　ゲートを使ったバリアの硬かたさを確かく認にんすると男は笑った。どうやらヴェルガーとの戦いについて情報収集を怠おこたってなかったようだ。余よ裕ゆうの笑みが何かを仕し掛かけてくるのだと物語っている。俺は警けい戒かい心しんを緩ゆるめないように注意すると。

　男は赤い剣を鞘さやに収めると今度は白い剣を抜いた。

「今度こそどうだっ！」

　またも素早い動きで俺の間合いに入ってきた男は、白い剣を振り上げた。剣はゲートに阻はばまれて止まるはずなのだが……。

　わずかな違い和わ感かんに、俺は咄とつ嗟さに後ろに下がると。

「えっ？」




　──ヒュンッ──




　先程までいた場所を白い剣が通り抜けた。

「あっぶな！」

　ヴェルガーの怪かい力りきをものともしなかったゲートが破られた。俺は目の前の白い剣を鋭く見つめる。

「これか？　これは国宝のルナティックソードだ」

「ルナティックソード？」

　聞き返すと説明をする。

「こいつは肉体を切り裂さくことはできねえ。だが、魔ま法ほうを切り裂いたり、切った相手から魔力を吸い取ることができる魔ま剣けんだ」

「なるほど。そういうことですか」

　得心する。

　俺の使っているのは転移魔法。不可視とはいえそこに存在している魔力の塊かたまりだ。

　魔力自体を切り裂ける剣なら対処できるというわけか。

「いまのでかなりの魔力を吸収した。わかるかお前？」

　自分の剣が通じたことで優位を確信しているのだろう。男は剣を引くと俺に問いかける。

「何がです？」

「この剣がある限り俺は魔ま道どう士しには無敵だ」

　相手が放つ魔法を切り裂き自分の魔力として吸収する。これならば確かに魔道士に勝ち目はないだろう。
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「更さらにこっちの剣はブラッディソード。斬きった相手の生命力を吸収できる」

　わざわざ説明を加えたのは、俺に対するアピールに違いない。勝てない理由を積み上げることで俺を屈くつ服ぷくさせたいのだ。

「魔道士ならルナティックソード。戦士ならブラッディソード。戦いが長くなれば有利になるってわけですね」

「降参するなら今のうちだぜ！」

　回答がどうやらお気に召めしたらしい、確かに戦士と魔道士。どちらに対しても有効な武器を持つこの男は強いのだろう。これまでもその二つの魔剣を使って経験を積んできたのか、自信をみなぎらせている。先程と違ちがい、会話に応じてくれているし、降参を提案してきているのだから謝れば剣を引いてくれるだろう。だが……。

「まだ終わりじゃないですよ？　俺は傷一つも負ってないですからね」

　俺だって自分の転移魔法を信じている。この能力を得てからこれまで、色々やってきたのだ。ここで引くのは転移魔法の可能性を否定することになる。

「はっ、言うじゃねえかっ！」

　俺の返答に、男は獰どう猛もうな笑みを浮うかべた。




「おらっ！　威い勢せいの良さはどこに行ったっ！」

　ゲートがまた切り裂かれる。空間のゆらぎを感知できるのか、男は次から次に俺が出すゲートを切り裂いていく。

「くっ！　まだまだっ！」

　迫せまりくる男の前に新たなゲートを張って後ろに下がる。とにかく動きが速いので、一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなせないのだ。

　俺は何とか相手の隙すきを見つけて、死角からゲートを開いて攻撃しようと先程から様子を見ているのだが、この男の体力は無む尽じん蔵ぞうなのか、これだけ動き回っても衰おとろえず、死角にゲートを開く余裕が無い。

「てめえの技は見み飽あきたぜ！」

　俺は何とか打開する方法を考えていたのだが、男が先に仕掛けてきた。

　俺の行動パターンを読んだのか、開いたゲートを避さけるようにジグザグに移動すると俺に肉薄してきた。

　剣が振られ、俺は咄嗟に飛んで避けるのだが、

「やっと壁かべ際ぎわまで追い詰めてやったぜ」

　俺は背中にレンガの感かん触しよくを感じながら前を向く。

　すると、勝ち誇ほこった笑みを浮かべた男と目が合った。男はもう一つの剣を鞘から抜くと両手にそれぞれ持つと、

「大口叩たたいた割にあっけなかったな」

　男は両手を広げると剣を構える。どうやら左右から同時に剣を振って俺を斬るつもりのようだ。これではどちらに避けても剣で斬られてしまう。

「まあまあ楽しませてもらった、これでお終しまいだ」

　その言葉で男は剣を振った──

「なっ！」

　次の瞬しゆん間かん。俺は空に浮いていた。

「ふ、浮ふ遊ゆう魔ま法ほうだとっ！」

　ゲートの出口を下に向けて足元に展開する。そうすると俺はゲートの上に立つことができる。そして出口を移動させることで俺は空に浮かぶことができるのだ。

　男の驚おどろきの声を聞きながらゲートをコントロールして離れた場所へと降りた。

「すっ、凄すごいのですっ！　流石さすがはサトルさんなのですっ！」

　リリアナが嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ると俺に称しよう賛さんをくれた。

「くそっ！　話と全然ちげぇ」

　リリアナが教えたのだろう。こいつが知っているのは恐おそらく、ゲートによるバリアと不可視の攻撃についてだろう。今回見せたのは転移魔法の応用なのでリリアナも知らない。

　男は攻撃してこなくなったかと思うと、鋭するどい目つきで俺を見ると、

「お前…………もしかして迷い人なのか？」

　問い掛かけてきた。

「迷い人？」

　初めて聞く単語に俺は眉まゆを顰ひそめる。

「異世界からたまに現れる人間のことだ。こっちの世界にはない身体能力や知識・スキルなんかを身につけている」

　そんな男の説明を。

「そうなのですよ。サトルさんは異世界人なのです」

　リリアナが肯こう定ていする。

「てめぇっ！　そんなこと一言も言わなかっただろうがっ！」

　男は激げつ昂こうするのだが、

「そでしたっけ？　言い忘れていたのです」

　リリアナは舌をペロっと出すと可愛かわいらしく言うのだった。

「異世界人ならどんな力を持っていても不思議じゃねえ」

　よりいっそう警戒心を高めた男に。

「それは買いかぶりすぎじゃないですか？」

　俺には並外れた怪力とか無い。あるのは転移魔法と多大な魔力によるゴリ押おしだけだ。

「買いかぶりなもんかよ。ここまで俺と互ご角かくに戦える人間はそうはいねえぞ」

　相当な自信があったようだ。先程の攻撃で仕留められなかったのが堪こたえたのか、息をきらしており、顔色が悪くなっている。

「いい加減に逃にげ回るのはよせ。このままじゃ勝負はつかねえだろうがっ！」

　男に焦あせりが見られる。

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　次し第だいに悪くなっていく顔色に気付いて俺は心配するのだが、

「ふざけるなっ！　この程度動き回ったぐらいでバテるようなやわな訓練しちゃ……い……ね……え……」

　言葉の途と中ちゆうで男が膝ひざをついた。




「て、てめえっ！　俺の身体からだに一体何をしやがった？」

　苦しそうな顔で俺を睨にらみつけてくる男。

「いや。俺は避ける以外に何もしてませんけど」

　相手の隙を窺うかがってゲートで身を守り続けていただけなのだ。

「ふざけんなっ！　現にこうして魔力が乱れてるじゃねえかよっ！」

　脂あぶら汗あせを浮かべる男の体調はどうみても悪い。俺は何が起きたのか分からず答えを返せないでいると、

「わかったのです。魔力酔よいなのですよ！」

　リリアナがポンッと手を叩くと男の症しよう状じようを説明する。

「魔力酔い？」

「サトルさんのゲートは物もの凄すごく濃こい魔力の塊なのです。殿でん下かのルナティックソードは魔力を切り裂いて自分の魔力にできるのです」

　それは先程目の前の男が語った武器の性能だった。

「ちょっと待てリリアナ。俺は今までこの武器を使ってきたが、こんな目に遭あったことは無いぞ」

　男はリリアナの診しん断だんを否定してみせるのだが。

「勿もち論ろんそうだと思うのです。そもそも殿下は魔力容量が大きいので、並の魔道士を何人斬ったところで症状は出ないはずなのですよ」

「だろう？　ルナティックソードで斬った相手の魔力を吸収できるのはその内の一部だ。もしこれが魔力酔いだとして、俺は並の魔道士数人分の魔力容量があるんだしあり得ねえだろ」

　そう論破する男にリリアナは首を横に振ふると。

「何事も例外は存在するのですよ」

「例外だと…………まさかっ!?」

　男はなにかに気付いたように驚いてみせると。

「お前、最近冒ぼう険けん者ギルドに登録したＳランクの……」

　俺は眉を顰める。話が広まらないか危き惧ぐしていたのだが、城内まで広まっているとは……。

　バレてしまっているのなら仕方ない。

「ああ、それはきっと俺のことですね」

　俺はあっさりと認めると、懐ふところからギルドカードを取り出して見せた。




「まさかお前があの大だい賢けん者じやの再来とはな……」

「ほぇ？　言ってませんでしたか？」

「聞いてねえよっ！　てめぇ！　リリアナさっきから言い忘れが多いぞっ！」

　男は再びリリアナを怒ど鳴なりつける。

「えへへ。ごめんなのですよ。うっかりしていたのです」

　再び舌を出して謝る。リリアナの仕草を見たせいか緊きん張ちよう感かんが抜ぬけてきた。

　男はよろめきながらも立ち上がると俺の方を向く。

「だが、そうなると話は別。確かに並外れた魔ま力りよくだが、攻こう撃げき手段が無いんじゃ話にならねえ。敵を倒たおすだけの力がなけりゃ戦場には立てねえ。力が無けりゃリリアナを守れねえ。託たくすわけには行かねえな」

　どうやら俺が転移魔法しか使えないことも知っているようだ。

「リリアナを託すとかはよく分からないけど、多分弱くはないですよ」

　俺は淡たん々たんと事実を告げると。

「はぁ？　転移魔法しか使えねえんだろうが。どうやって守るつもりだ」

　納なつ得とくできないのか、男は俺に向かって力を証明するように言ってきた。

「つまりですよ」

　俺が指を動かすと地面が盛り上がり２メートルほどの岩柱ができる。

「どのぐらいやれば」

　空から氷塊が降ってきて柱を潰つぶす。

「力を見せたことになって」

　目の前から炎ほのおが出てきて岩をあっという間に炭に変えると。

「この勝負、終わらせてくれますかね？」

　強風が直ちよく撃げきして岩を削けずり取っていく。

「なっ！　全……属性だと？」

　男が何やら驚いている。これも立派な転移魔法の応用だ。

　単純に、元の世界の色んなところにゲートを開いて、この場に出現させているだけだ。

「降参しないならそろそろ痛い目に遭ってもらいますよ」

　俺は男に向けて新たなゲートを開こうとすると──。

「サトルさん駄だ目めなのですっ！　殿下が死んじゃうのですよっ！」

　これ以上は不味まずいと思ったのか、リリアナが止めに入ってきた。




　　　　★




「俺の名前はシリウス。シリウス＝フォン＝プリストン。この国の第一王子だ」

　あれから、豪ごう華かな調度品が飾かざられている部屋に移動した。

　そこで、先程まで戦っていた男が自己紹しよう介かいをしてきた。

「えーと………………」

　俺は微び妙みような顔でリリアナを見る。

「ん？」

　俺と目が合うとリリアナは嬉しそうに笑った。そして俺から目を離すことなくじーっと見つめる。

「リリアナ。この人が言うことは本当なのか？」

　できればこの自己紹介を否定してほしい。

「本当なのですよ。殿下はこの国の王位継けい承しよう第一位の王子様なのです」

「……そっか」

　俺は色々と考えるのを止やめると頷うなずいた。

「それで、一体どうしてシリウス様は俺に斬きりかかってきたんですか？」

　俺は一番気になっていることについて質問する。

「そりゃ、お前の力を測る為ためだ。リリアナは俺の大事な部下だからな」

　話の繫つながりが見えない。俺の知らないところで話が独り歩きしているのか、

「それで殿下、どうなのですか？」

　リリアナは不安そうな表情を浮うかべるとシリウスに尋たずねた。

「正直、舐なめてた。能力の多た彩さいさ、観察力、俺の剣を前に怖おじ気けづかない度胸。お前との話が無けりゃ、側近の一人として取り立てたいぐらいだ。この俺とあれだけやり合ったのに底すら見せねえんだからな」

　唐とう突とつに始まる俺の評価にリリアナは安あん堵どすると。

「当然なのです、サトルさんの凄いところはリリーが一番よく知っているのです」

　そう言って俺の傍そばにくると恥はずかしそうに手を伸のばすと、ギュッと服を摑つかんできた。

「…………どうしてもそいつが良いのか？」

　シリウスは真しん剣けんな顔をすると、リリアナの真意を確かめた。

「はいなのです。リリーはこの人が良いのです」

　そんなシリウスの目を真っすぐ見るとリリアナは返事をした。時間にして１分は経たっただろうか？

　二人はお互たがいに目を逸そらさずにいると。

「……これ程ほどの男を連れてきたんだ、仕方ねえ。二人の仲は認める」

　次の瞬しゆん間かんリリアナが抱だき着いてくる。

「や、やったのですっ！　殿下に認めてもらえたのですよっ！」

　俺はリリアナを抱き止めると。

「お、おお、良かったじゃないか」

　よく分からないが一いつ緒しよに喜んでみせると。




「さて、殿下も認めてくれたので、サトルさんに話があるのです」

　今度は俺に真剣な顔を向ける。その瞳ひとみは不安に揺ゆれ動うごき、ケモミミもピンと張り、緊きん張ちようしている姿が見て取れた。

「ああ」

　そんなリリアナに気け圧おされた俺はゴクリと喉のどを鳴らす。

「急にこんなことを言うのは変かもしれないのです。こんな気持ちはじめてなのです」

　そう言って俺の両手を手に取る。そして──

「サトルさん。リリーと番つがいになって欲ほしいのです」

「えっ？　番？」

「一緒になって欲しい……つまりは夫婦なのですよ」

　通じてないと思ったのか、リリアナは説明をしてきた。

「いや、意味は分かるけどさ……」

　一方俺は困こん惑わくしていた。

「何な故ぜ唐突にプロポーズされたんだ？」

　好意を持ってくれているような態度は感じていたが、それにしてもいきなりすぎる。

「それに関しては俺が説明してやるよ」

「……シリウス様？」

　混乱していると、シリウスが口を挟はさんできた。

「シリウスで構わねえ。俺もサトルと呼ぶからよ」

　その言葉に俺は頷くと。

「リリアナの部族はゴールデンフォックスという神しん獣じゆうに仕えてるんだ」

「ほう」

　なんでも、この世界には神獣と呼ばれる強力な力を持つ存在がいるらしい。

　獣人は神獣を崇あがめており、その保護の下もとで暮らしているらしい。

「金ゴールデン狐フオツクス族ってんだけどな。その部族には掟おきてがあるんだよ」

「それは…………どんな？」

　掟と聞くと堅かた苦くるしい感じがする。俺は唾つばを飲み込み喉を鳴らすと。

「成人してから初めて裸はだかを見られた異性に嫁とつぐって掟だ」

「そうなのか？」

　俺が後ろを振り向くとリリアナがぼけーっとした姿で立っていた。

「ほぇ？　そなのですか……？」

　目を丸くして首を傾かしげるリリアナ。

「そうなんだよ！　……てめぇ。せっかく話しといたのに忘れてんのか？」

　シリウスの鋭するどい言葉にリリアナはハッとすると。

「そ、そうだったのですっ！　リリーハオキテニシタガワナケレバナラナイノデスー」

　作り物めいたぎこちない笑えみを浮かべるとそう言った。

「……裸ってのはもしかして獣化している時も含ふくまれるのか？」

　俺は嫌いやな予感がして、シリウスに聞いてみた。

「ああ、もちろんだ。そしてお前がリリアナの裸を見たことはこいつからの報告で聞いている」

　嫌な予感が当たる。シリウスが真剣な目で俺を見る。

「サトルさん。そういうわけなので、リリーと夫婦にならないといけないのですよ」

　リリアナが俺の服の裾すそを摘つまむと上うわ目め遣づかいに懇こん願がんしてくる。ケモミミがしおれるように垂れ、尻尾しつぽも重力に引っ張られるかのように垂れている。

「悪いけど、急にそんなことを言われても……気持ちの整理がつかない」

　リリアナが泣きそうな顔をする。

「別にリリアナのことを嫌きらいってわけじゃ無いんだろ？」

　そんなリリアナに代わってシリウスが聞いてきた。

「勿もち論ろん嫌いじゃないさ。だが、直すぐに答えを出すことはできない」

　こんな可愛かわいい子に迫せまられているのだ、グラつかないかと言われれば否定はできない。

「それに、掟に従ってというが、俺は本人の気持ちが大事だと思ってる」

　好きな者同士が結ばれるのなら構わないが、事故のように裸を見てしまったからとなし崩くずし的に事が進むのは何かが違ちがう気がした。

「リリーはサトルさんのことが大好きなのですよ」

　そう言って抱き着いて頭を押おし付けてくるリリアナ。俺はそんなリリアナにどう話しかけるか悩なやむのだが……。

「つまり。掟はどうあれリリアナと結けつ婚こんするつもりは無いってことでいいのか？」

「……そうなるな」

　奥おく歯ばに物が挟はさまったような気分だが、変に気を持たせるのは良くない。俺は苦い顔をして答えると。

「ならリリアナ。掟を守れなかった罰ばつを与あたえる」

「なんですか！　き、聞いてないのですよ！」

　突とつ然ぜん告げられた『罰』という言葉にリリアナは叫さけび声を上げる。

「リリアナの部族の掟でな。裸を見られた男と添そい遂とげられなければ重く苦しい罰を与えることになってるんだよ」

　シリウスは涼すずし気な顔をすると掟について説明をするのだが、

「い、嫌なのですっ！　リリーは痛いのも苦しいのもごめんなのですよっ！」

　半泣き状態でシリウスから距きよ離りをとるリリアナ。

「馬ば鹿かっ！　いいからこっちに来いっ！」

　そう言うと、シリウスはリリアナを引き寄せると、

「おい、リリアナ忘れたのか？　打ち合わせしておいただろうが！（小声）」

「ほぇ？　打ち合わせ？（小声）」

　何やら二人でひそひそ話し始めたのだが、何を言っているのか聞こえない。ただ、必死な形相でシリウスはリリアナに何かを吹ふき込こんでおり、それを聞いたリリアナは「なるほど」と、ポンと手を叩たたくと、

「ソ、ソーナノデスー。コノママダトリリーハヒドイメニアウノデスヨー」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも俺は二人に聞いてみる。

「それはどういう罰なんだ？」

「エッ…………エート…………」

　俺は真剣な顔でリリアナを見る。俺に魔ま力りよく治ち療りようをして助けたせいでリリアナが罰を与えられるのだ。知らなかったでは済まされない。

　だが、リリアナは言い淀よどむと不ふ審しんな動きでキョロキョロと顔を動かすと、困った顔でシリウスを見た。

「の、望まぬ男と結婚する。それがリリアナの罰なんだよ」

「それって変じゃないか？　裸を見られた男と結婚せずに違う男に嫁とつがされるのか？」

　ムッと口を噤つぐむシリウスに俺は質問をするのだが。

「へ、変じゃないのです。それがリリーの部族の掟なのですよ」

　リリアナが捲まくし立ててきたことで追つい及きゆうする機会を失った。

「…………そうなのか」

　妙みような引っ掛かかりは覚えるが、リリアナがそう言うのだ。信じるしかあるまい。

　俺が真剣に悩んでいると。

「一応、掟を回かい避ひする方法はある」

　地じ獄ごくの底に垂らされた蜘く蛛もの糸のようにシリウスが回避案を持ち出した。

「どんな方法だ？」

　結婚しなくて済むのなら多少のことには目を瞑つぶるつもりだ。リリアナを望まぬ相手に嫁がせて不幸にするわけにもいかない。

「それはな──」

　俺はシリウスの提案を黙だまって聞き入れた。




「はぁ……疲つかれた」

　あれからシリウスに夕飯に誘さそわれて、王族が食べる豪ごう華かな食事を摂とった。

　そして広々とした風ふ呂ろにいれられた後、こうして部屋まで用意してもらったのだ。

　俺は大人が数人寝ね転ころがれそうな天てん蓋がい付きベッドに横たわると今日のことを考えていた。

　リリアナに呼ばれて、シリウスに勝負を挑いどまれて、そして結婚を迫られた。

　ここまでの流れに違い和わ感かんを覚えるのだが、釈然としない気持ちで俺は天てん井じようを見つめる。

「それにしても……まだ大学生なのに」

　先程、シリウスより出されたリリアナが罰を受けないための提案を俺は吞のんだ。正直落としどころとしては無難なところだったし、リリアナもその提案を受け入れたのだ。

　俺は時間が解決してくれるのではないかと期待している面もあるのだが、了りよう承しようした時の二人の笑顔に一いつ杯ぱい食わされた感が強い。

「もしかすると──」

　その引っかかりを口にしようとすると。

　──コンコンコン──

「サトルさん、入るのですよー」

　ノックの音がして手早くドアが開く。そしてピンクのベビードールのような寝ね間ま着き姿でリリアナは現れた。

「俺は返事してなかったんだけど？」

　そうとがめる間にもリリアナは歩いてくると、俺の隣となりにポスンと座る。

　肩かた紐ひもがずり落ち、年不相応の胸が強調され俺の視界を釘くぎ付づけにする。

「良いと思うのです。サトルさんはリリーの婚こん約やく者なのです」

　そう。シリウスが提案してきたのは結婚の一歩前の婚約。

　なんでも、各部族の族長であれば掟の撤てつ回かいを認めることがあるらしい。それならば時間稼かせぎとして婚約してはどうかと提案をされたのだ。

　悩む俺にシリウスとリリアナは必死に返事を求めてきた。

　もしこの提案を拒きよ絶ぜつするとリリアナは直ぐにでも部族の元に帰って結婚させられると言われたからだ。

「一応言っておくが、婚約するのだって、その場しのぎなだけだぞ」

　分かってないのか、リリアナは無防備に俺に身体からだを寄せてくる。

「それは分かってるのです。でも一つだけ確かなことがあるのですよ」

「それはなん──」

　聞き返そうとするとリリアナに抱だき着かれる。そして今までで一番至近距離から顔を向けられると。

「それはリリーがサトルさんを大好きだということなのですよ」

「どうしてそこまで言えるんだ？」

　出会ったのはほんの数ヶ月前。たまたま転移してきた俺に、リリアナは最初から親切だった。

　元はと言えば俺の魔ま力りよく調整を行ったせいで裸を見られたのにそこを追及してこなかった。

　そうすれば俺も罪悪感から折れる可能性はあったのに……。

「そんなのは分からないのです。ただ、リリーはサトルさんが良いのです。サトルさんじゃなきゃ嫌なのです」

　そう言って頰ほおに触ふれる。ケモミミがぴょこんと跳はねると俺の首筋をくすぐる。

「リリアナは馬鹿だな」

　そう言って頭を撫なでる。こんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな俺のことを真しん剣けんに好きと言ってくれる。心に温かいモノが流れ込んでくる。

「むぅ。サトルさんはやっぱりリリーのこと嫌いなのですか？」

　頰を膨ふくらませたリリアナのほっぺを突つつくと風船のようにしぼむ。

「嫌いなら婚約していいなんて言わないだろ？」

　関かかわったからには最後まで責任を取るつもりだ。族長だろうがなんだろうが話は通してみせる。

　俺はそんな意思を込めるとリリアナを安心させるために撫でてやるのだが…………。

「ふぁぁ。今までで一番優やさしくて温かいナデナデなのですよぉ」

　リリアナは頰を赤くし、熱の籠こもった視線を俺に向けると。自然と顔を近づけてくる。

　熟れた唇くちびるが目に入り、視界から消えていく。そして──。

「んっ」

　唇に感じる湿しめった感かん触しよく。そしてリリアナの艶あでやかな声。離はなれたリリアナは耳まで真っ赤になっている。

「ううう。大だい胆たんなことをしてしまったのです。心臓が飛び出すのですよ」

「お、お前……今」

　身体中を血液が駆かけ巡めぐる。耳は熱を持ち、全身が熱くなり汗あせが出る。唇にはリリアナのそれが触れた感触が残っており。俺は今されたことがなんだったのか混乱しつつ考えるのだが……。

「えへー。つい我が慢まんできなかったのですよ」

　悪戯いたずらを成功させたかのように照てれ隠かくしで笑うリリアナ。舌を出すその仕草は艶やかで、俺は心臓が脈打つと唇から目を逸そらせなくなった。

「おっ！　おいっ！」

　俺は慌あわててリリアナから距離を取る。だが……。

「今度は獣じゆう化かしないのです。リリーの生まれたままの姿を見て欲ほしいのです」

　四つん這ばいでリリアナが迫せまる。月明かりが差し込みリリアナの肢し体たいを柔やわらかく照らす。その姿は神こう々ごうしく、俺はこんな状じよう況きようにもかかわらず完全に意識を奪うばわれてしまった。

「婚約なんかじゃ足りないのです。リリーは今すぐサトルさんの子種が欲しいのです」

　肩紐がずれ、ベビードールの隙すき間まからリリアナの胸が見えそうになる。俺は見てはいけないと思い、顔を真っ赤にしながら顔を背そむけると、

「お前っ！　意味分かってて言ってるのか？」

　抱き着いてきたリリアナの肩かたを摑つかんで引き剝はがす。

「勿もち論ろん分かってるのです。リリーはサトルさんと本当の夫婦に今すぐなりたいのです。夫婦はこういう行こう為いをすると聞いてるのですよ」

　そう言って、胸を押おし付けてくる。

「や、やめろっ！　い、一いつ旦たん落ち着いて話し合おう。な？」

　俺は何とか逃のがれようと説得を試みるのだが、抱き着かれた部分からこれまでにない柔らかい感触を得ると、俺の理性を奪いに来る。このままでは我慢できなくなりそうだ。

「そういうのはもっと大人になってからだな……」

　どうにか説得を試みるのだが。

「リリーはもう大人なのですよ」

　こちらの世界の成人は15歳かららしく、リリアナは何かに浮うかされるかのように潤うるんだ瞳ひとみを向けると強ごう引いんに抱き着いてきた。
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「ふふふ、サトルさん暖かいのです」

　小こ柄がらな身体とはいえ獣人の力がある。強い力で抱きしめられては引き剝がすこともできない。

　このままでは不味まずいと思いながらも抵てい抗こうができないのだ。

「た、頼たのむから落ち着いてくれ」

　薄うす布ぬの一枚の先にリリアナの柔らかさを全身に感じとる。次し第だいに意識がぼやけて、強きよう烈れつな誘ゆう惑わくに屈くつしてしまいそうになったところで──。

「おうっサトル！　寝ねるにははやいぞ。酒でも飲まないか？」

　シリウスが乱入してきたことで助けられるのだった。




「それじゃあ。またな」

「おう、また来いよ」

　翌朝。シリウスに挨あい拶さつをした俺は元の世界へと帰ろうとしていたのだが……。

「良い雰ふん囲い気きだったのに。殿でん下かの馬ば鹿か……サトルさんの馬鹿……」

　何やら不ふ機き嫌げんそうにぶつぶつと呟つぶやくリリアナ。まるで仇きゆう敵てきに出会ったかのような目でシリウスを見ている。

「リリアナ？」

「なんなのです？」

　恐おそる恐る話しかける。まるではれ物に触さわるような態度なのだが、獰どう猛もうな獣けものと接しているかのような危機感を覚える。

「いや、帰るんだけど？」

　俺がそう言うとリリアナは、

「行ってらっしゃいませなのです旦だん那な様」

「いや、まだ旦那じゃないんだが……」

「リリーは旦那様が戻もどってくるまで良い子にしてお待ちしておりますなのですよ」

　聞いちゃいねえ、昨晩より吹ふっ切れてしまった様子だ。とりあえず早さつ急きゆうに族長に会って掟おきてを撤回しないといけないな。

「シリウス。リリアナの掟の件頼んだぞ」

　俺は頼たよりになるシリウスにお願いするのだが……。

「ん？　……ああ。その件な」

「なんだよ、お前だけが頼りなんだからな」

　俺の切実な言葉にシリウスは笑えみを浮かべると。

「あれな。実は噓うそだから」

「なん……だ……と？」

「だってお前、あのままだとウンと言わなかっただろ？　それじゃあリリアナが可哀かわい想そうじゃねえか」

「いや、何言ってんだよ？」

　あっさりとネタばらしをするシリウス。妙みようだとは思ってたのだが……。

「ということはリリアナもグルなのか？」

　俺がリリアナを見ると。

「なのですよ、サトルさんを好きすぎて殿下の提案に乗ったのです。ごめんなのです」

　テヘペロとばかりに舌を出す。その仕草が可愛かわいらしく妙に憎にくめない。

「それに、悩なやむってことはお前もリリアナのこと好きってことだろ？」

　悟さとったかのような態度でシリウスが肘ひじで突いてくる。俺はそんなシリウスの頭を殴なぐると。

「はぁ……もう、好きにしてくれ」

　ここまで根回しされているのだ。俺が今いま更さら何を言ったとしてもリリアナは止まらないだろう。

「はいなのです。これからサトルさんにお嫁よめさんだって認めてもらえるように頑がん張ばるのですよ」

　太陽のような笑みを浮かべると俺はそのアプローチに対して動どう揺ようすると。

「そ、それじゃあ帰るから……」

「あっ。待ってなのです」

　リリアナは内ない緒しよ話ばなしをするように俺の耳に口を寄せてくる。そして、もじもじと頰を赤らめると。

「なんだよ？」

「約束してほしいのですよ」

「何を？」

「いつか、そっちの世界に連れて行ってくれると」

　異世界への興味があるのか、期待に目を輝かがやかせるリリアナ。俺はしばらく逡しゆん巡じゆんしたのだが。

「わかった、連れてってやるよ」

「ほ、本当なのですかっ!?　準備して待ってるのですよっ！」

　旅行の準備だろうか？

　それにしても大おお袈げ裟さな奴やつだ。リリアナはシリウスにも嬉うれしそうに報告をしている。そして──。

「約束なのですよ、あっちの世界でもサトルさんと一いつ緒しよなのです」

　そう言うと最後に嬉しそうに抱だき着いてきた。

　抱き着かれた俺はリリアナが満足して離れるまでの間、今後はどうしたもんかと考えるのだった。








第七章　危き機き一いつ髪ぱつの救出劇









「ふふーん、今日は悟さとるさんと晩ばん御ご飯はん～」

　翼は控ひかえ室しつに入ると衣装を脱ぬいでいく。今日は悟と晩御飯の約束をしていたので、テレビ局で仕事をしている最中も笑顔が隠し切れないでいた。

　翼は衣装を脱ぎ、下着姿になると鏡の前に立つ。

「うーん。スタイルに自信あるけど、胸がもう少し……」

　容姿に関しては誰だれにも負けない自信があるけど体型に関しては…………。

「悟さんって大きいほうが好きなのかな？」

　以前に、日ひ高だかマネージャーに会わせた時のことを思い出す。割と胸に視線が行っていた。

　女というのは男のさりげない視線には気付くもの。

　もっとも、日高は気づいていなかったので、翼が個人的に悟の視線に鋭するどかっただけかもしれないが。

「と、とりあえず汗あせ搔かいちゃったからこれ着けなきゃね」

　翼はバッグから香こう水すいを取り出すと身体からだに吹き付けた。

　部屋に柑かん橘きつ系の香かおりが漂ただよう。翼がもっとも好きな香りだ。

「どうせなら下着も着き替がえたいけど……待ち合わせの時間が……」

　思っていたよりも仕事が長引いたので着替えを取りに帰る時間は無い。見せるつもりは無くとも気になる。何ど処こかで買えばいいのだろうか？

　そんなことを下着姿で考え込んでいると──

　──ピロンッ──

「ん？」

　何やらメールが届く。相手は登録した覚えのない人物。

「まーた迷めい惑わくメール？」

　実際、この手の迷惑メールは多い。妙なサイトに誘ゆう導どうさせるつもりでリンクを添てん付ぷしてくるのだ。

「早さつ速そくブロックして通報を………………えっ？」




　　　　★




「……来ねえ」

　袖そでをまくり上げて時計を見る。時刻は20時を回っていて、待ち合わせの時間から既すでに１時間が過ぎていることを悟に知らせていた。

「あいつが奢おごれって言うから店まで予約したのによ……」

　以前、仕事で迷惑をかけたお詫わびということで、半ば強引に食事の約束をさせられた。

「まさかトラブってるのか？」

　迎むかえに行こうかと話したのだが、待ち合わせに拘こだわられて断られたのだ。仕事が長引いてるのかもしれない。

「取り敢あえずメールだけ送っておくか」




　　　　★




「こんな所に呼び出してどういうつもりですか？」

　ここは都内でも有数のタワーマンション。それも最上階の部屋だ。

　所有するだけでも億単位のお金が必要で、維い持じするのにもそれなりにお金がかかる。

　玄げん関かんのセキュリティがしっかりしていて、24時間体制で警備員が見張っている。

　そんな場所に翼は呼び出しを受けていた。

「送った写真、ちゃんと見てくれたようだな」

　目の前には金かな盛もりが立っている。そう、ここは金盛の親が所有している部屋で現在は金盛が住んでいるのだ。

「どこであんな写真を？」

　何な故ぜ翼がこの場所に来たかというと、メールで脅おどしをかけられたからだ。

「たまたまだよ。温泉宿で写真を撮とっていた人間がいたみたいでな。高く買わせてもらったんだよ」

　あの日、翼は悟と温泉宿で一いつ泊ぱくした。その時の写真が何故か存在しており、現在金盛がそれを握にぎっている。

「まさか、翼ちゃんがあんな冴さえない男と一緒に泊とまるなんてな」

「し、仕方ない事情があったんです」

　翼は言い返した。

「だ、大体こんな写真程度で私の人気が揺ゆらぐわけ無いじゃないですか！」

　たとえリークされたところで事務所を通してきちんとコメント発表すれば問題ない。そう考えていた翼だったのだが……。

「確かにこんなゴシップともいえないような写真ならきちんと否定すれば終わりだよな」

「じゃ、じゃあ……」

　金盛が肯こう定ていするとは思っていなかった翼だったが、ほっとした顔をすると写真を消すようにお願いしようとする。

「でも、あいつは無関係じゃないだろう。たとえ翼ちゃんの評判は傷つかなくても、マネージャーではいられなく…………それどころか普ふ段だんの生活にも影えい響きようが出るよな」

　騒さわぎ立てられて迷惑をこうむるのは悟だ。金盛はそうほのめかす。

「や、止めてください。悟さんは関係ないじゃないですか」

　それまでと違ちがい、焦しよう燥そうを露あらわにする翼を、金盛はいやらしい笑みで見る。その視線に翼は背筋がゾクっとするのを感じる。

「な、何が望みなんですか？」

　声が震ふるえる。金盛は的確に翼の弱点を突ついてくる。翼と悟の関係を察し、主導権を握ったのだ。

　やがて、金盛の口から絶望的な言葉が放たれた。




「簡単なことだ。俺と付き合えよ」

「えっと…………」

　咄とつ嗟さに思考が止まる。金盛の言葉の意味を翼はわかりかねた。

「俺と付き合うならこの写真はバラまかないし、いい目を見せてやる」

　そう言ってスマホをちらつかせる。

「考えてみろよ。俺の家は金持ちだし、業界に顔も利きく。俺と付き合えば翼ちゃんも良いことずくめだろ？」

　そう言いながら近づいてくる金盛。馴なれ馴れしくも手を回そうとしたところで翼は顔を上げると。

「お断りします」

「えっ？」

　触ふれかけた手を止めると金盛から間ま抜ぬけな声が漏もれる。

「だからお断りするって言ってるんです。日本語聞き取れませんか？」

　翼が悟以外に初めて見せる素すの態度。金盛は面食らうと。

「だったら写真をバラまくだけだ。言っておくが、俺の父は業界に顔が利くんだ。一生この世界に関かかわれないようにしてやるからなっ！」

　思い通りにならないなら実行する。そんな金盛を翼は冷めた目で見ると。

「好きにすればいいです。私はあなたみたいな親の力を自分の力と勘かん違ちがいしているような男が一番嫌きらいなんです。嫌いな人と付き合うなんて死んだほうがマシです」

「そっ、そこまで言って、芸能界から追放されてもいいのか？」

　翼の脳裏に今までのことがよぎる。自分が何故芸能界を目指したのか。本当に大切にしたいものは……。

「好きにすればいいじゃないですか、さっきからぎゃーぎゃー煩うるさい。サルみたいに叫さけぶしかできないんですか？」

　開き直った翼。たとえ芸能界を追われたとしても、悟と一緒ならやっていける。そう考えていたのだが……。

「このっ！　調子に乗りやがってっ！」

「えっ？　きゃああっ！」

　金盛が翼の手首を強く摑つかむ。

「やっ…………離はなしてっ！」

　翼は振ふりほどこうとするが、男の力には敵かなわない。抵てい抗こうすることで服が乱れ頰ほおが紅潮する。そんな翼に金盛はいやらしい笑えみを浮うかべると。

「おいおい。そんな動きで誘さそってんのかよ。俺が男ってやつを教えてやるよ」

　そう言って、服に手を伸のばしてくる。

「やっ、やだっ！　やめてよっ！」

　──ビリッ──

　翼が全力で抵抗した為ため、服が破れて翼の半はん裸ら姿が金盛の目に映る。

「叫んだところで誰も来やしねえよ」

　金盛の手から破かれた服の切れ端はしが離れ、絨じゆう毯たんへと落ちる。

「やだっ！　誰かっ！　助けてっ!!」

「黙だまれっ！」

　──パンッ──

　乾かわいた音がすると翼は頰をおさえ驚おどろく。熱を持ち赤くなった頰は手で触れると熱く、痛みが伝わる。

　暴力による恐きよう怖ふで翼は震えが止まらなくなり涙なみだが零こぼれる。

「いい加減諦あきらめろ。俺の家はマンションの最上階、誰も入ってこれやしねえよ」

　そう言いつつ自分の着ている上着を脱ぐ。

「や…………やだ…………」

　言葉だけの弱い抵抗。破れた服からブラジャーが見える。

「へへへ……ようやくおとなしくなりやがったか……」

「こっ、こんなことしてただで済むと思ってるんですかっ？　訴うつたえてやるからっ！」

　最後の抵抗とばかりに睨にらみつける翼に。

「馬ば鹿かかお前、今までもこうやって芸能人を喰くってきたけど訴えたやつなんていねえよ。全部親父がもみ消すからな」

　それは最後の賭かけだった。止めさせるとしたら己の犯罪を自覚させるしかない、だが、金盛のその言葉は逆に翼の心を折った。

　金盛の手がペンダントに伸びる。

「やだっ！　それには触さわらないでっ！」

「なんだ？　どうせ男の写真が入ってるんだろ。こんなもん」

　強ごう引いんに引きちぎる。珠たまが弾はじけて宙を舞まうのがスローモーションで見えた。

「あ………………あ…………」

　すがるように手を伸ばす。体勢を崩くずした翼は絨毯に転がり、その姿を見て金盛が嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　絶望が翼を支配し、項うな垂だれると──

　──ピリリリリ──

　携けい帯たい電でん話わの呼び出し音が部屋に響ひびき渡わたった。




　　　　★




「返事がねえ……」

　暫しばらく待っても返事がこない。いよいよ痺しびれを切らした悟。

「とりあえず電話してみるか」

　翼のスケジュールならとっくに仕事が終わっているはず。もしかしてスマホを置き忘れている可能性もあるが、誰だれかが電話に出れば翼の状じよう況きようも分かるかもしれない。

　そう考え、通話ボタンを押おしてみるのだが……。

「やっぱり出ないな」

　長くコールしてみるが電話に出ない。仕方ないので通話を切り、今日の約束はキャンセルだなと考えていると──。

　着信音と共に翼から電話が掛かかってきた。いつもと違ってビデオ通話のアイコンが光っている。

　悟がそのボタンを押すと──。

「なっ！」

　信じられない光景が映っていた。




　　　　★




「よぉ、マネージャーさんよぉ」

　金盛は醜しゆう悪あくな笑みを浮かべると電話越ごしに悟に話し掛けた。

「お前は金盛だな？」

　悟は驚きよう愕がくした。と言うのも……。

「湯ゆ皆みなっ！」

　金盛の横に翼がいて、金盛はスマホを持ちながら右手で翼の肩かたを抱だいていた。

「うう。悟さん……み、見ないで……」

　それは悲痛な声だった。と言うのも、翼の服は破けており、染しみ一つない白い肌はだと共にブラジャーが見えていた。

「おいっ！　湯皆に何してるっ！」

　いまだかつてないほどの怒いかりを覚えた悟は叫ぶ。だが……。

「おいおい、なんだよ。せっかくお前にも翼ちゃんの扇せん情じよう的な格かつ好こうを見せてサービスしてやったのによぉ」

　己の絶対的有利を確信した金盛は馬鹿にするような態度で悟を挑ちよう発はつした。

「ふざけんなっ！　こんなこと許されると思ってるのかよっ！」

　翼が泣いている。絶望に染まったその表情に悟は頭に血が上り冷静ではいられなかった。

「おいおい、誤解するなよな、これは合意の上のプレイなんだからよぉ。翼ちゃんが俺達のイチャイチャをどうしてもお前に見てもらいたいって希望したからこうして見せてやってるんだぜ」

　金盛は勝ち誇ほこるとそう言った。

「湯皆っ！　顔を上げろっ！　そこが何ど処こか言えっ！」

　その言葉に翼は顔をはっと上げると──。

「悟さんっ！　ここは高層マンションの最上────ムグッ」

「おっとあぶねえ。言わせるかよっ！」

　金盛が翼の口を手で押さえる。翼は必死に手を外そうとするがびくともしない。

「フグッ…………ム────」

「いい加減諦めろっ！　お前は今から俺に犯されるんだからよっ！」

『犯す』その言葉に翼は恐怖すると身体からだが動かなくなる。

「お前はその特等席で俺達の行こう為いを見てろっ！」

　抵抗を諦めたのか、金盛が手を伸ばすのに俯うつむいている翼に。

「顔を上げろっ！　翼っ！」

　その呼びかけが通じたのか翼は顔を上げる。

「いいか。翼。よく聞け」

　真しん剣けんな表情が翼の瞳ひとみを捉とらえる。

「今から俺がそっちに行く！　そしてそいつをぶっ飛ばして絶対に助けてやるから!!　だから!!　だから、俺が行くまで持ちこたえてくれ[image: かんたんふ]」

　悟は転移魔ま法ほうを使用するつもりだった。たとえ誰に秘密がバレたとしても翼を絶対に救ってみせる。その強い意志が宿った瞳を翼に向ける。

「はっ！　何を馬鹿なことを。この状況になった時点で詰つんでるんだよ」

　金盛があいだから遮さえぎろうとするのだが…………。

「悟さんっ!!　信じてる[image: かんたんふ]」




　　　　★




　金盛の叫び声を最後に通話が切れた。

　俺は強く唇くちびるを嚙かむと出てくる血を拭ぬぐった。焦あせるのはわかる。だが、少しでも遅おくれると翼を助けることはできない。

「何かヒントは……」

　高層マンションといえばそこまで多くはない。それでも複数存在しているのだ。

　俺はビデオ通話に映っていた様子を思い出すと──。

「そうか……あそこからなら」

　転移魔法を使った。




　　　　★




「いい加減、諦めろっ！」

　金盛が怒ど鳴なると翼を張り倒たおす。完全に心を折ったと思ったのに抵抗された。

　普ふ通つうに考えて助けが来るわけない。それなのに、悟に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せるかのように翼は希望を取り戻もどしたのだから。

「うう…………」

　張り倒された翼の横に自分のバッグがある。翼は金盛に気付かれないようにバッグに手を入れると。

「ここは選ばれた者しか入れない聖域なんだよ。地べたを這はい回るだけの生まれついての負け組が立ち入れる場所じゃねえんだ」

　それは金持ちの家に生まれた金盛が早くから植え付けられた歪ゆがんだ価値観だ。

　金があるのは正義。無い人間は悪。人は生まれながらにして優ゆう劣れつが決まっていて、覆くつがえることはない。

　強者は弱者に蹂じゆう躙りんされるべきだし、これまでも多くの人間が自分にひれ伏ふしてきた。

　だと言うのに…………。

「それでも、私はあの人を……悟さんを信じてますっ！」

　翼は真まっ直すぐな瞳で金盛を睨みつけた。悟なら絶対に助けに来てくれる。そんな確信に──。

「うるせえ。それなら今すぐにお前を犯してやる。たとえあいつが来たとしても手て遅おくれで嘆なげくことになるだろうよっ！」

　力ちから尽ずくなら男の自分に分がある。信じているのならそれを踏ふみにじるのも楽しみの一つだ。

　先程の再現のように金盛は翼に手を伸のばすのだったが…………。

「ぐあああああ」

　金盛は目を押さえて叫さけんだ。

　翼が手に隠かくし持っていた香こう水すいを金盛の目にかけたのだ。

　柑かん橘きつ系の香かおりが部屋に広がる。

「いまだっ！」

　痛みに耐たえる金盛の横を通り、翼は逃にげ出した。




　　　　★




「ここからなら探せるかと思ったんだが……」

　ここはスカイタワーその頂上だ。一いつ般ぱん客きやくが入れる展望台ではなく、作業員が入る区域で高さに関しても他の建物に比べて一歩抜ぬきん出ている。

　ここからなら高層マンションが見み渡わたせるのだ。

　問題は見える範はん囲いに三つ高層マンションがあること。

「一体どれがそうなんだ……？」

　順番に飛んでいては間に合わない。俺は焦りながらも確実にスマホを操作していく。

　そして、こういう時にもっとも頼たよりになるであろう相手を表示すると通話ボタンを押すのだった。




　　　　★




　強風が吹ふき荒あれ翼の肌を冷やす。髪かみは風に流され、月明かりを浴びてキラキラと輝かがやく。

「…………はぁはぁ」

　吐と息いきと共に胸が上下する。階段を上ったので息が切れている。

　ここはタワーマンションの屋上。翼はそこに逃げてきたのだ。本来なら下の階に逃げたかった翼だったが、エレベーターは住人のカードキーが無ければ動かなかった。

「バンッ」という音がして、金盛が現れる。

「テメエッ、よくもやりやがったな」

　香水による目くらましのせいで目が真っ赤に充じゆう血けつしている。完全に頭に来ているのか、金盛は手に何かを持ち翼に向けて距きよ離りを詰め始めた。

「こっ、来ないでよっ！」

　冷たい風が翼の肌を刺さす。金盛の怒りに押されて翼は追い詰められていく。

　落下防止の為ために設けられたフェンス。その一部には、メンテナンス用にフェンスの向こう側に行ける隙すき間まがある。

　翼は金盛から距離をとるため、その隙間を通った。

「これ以上無む駄だな抵てい抗こうするんじゃねえよ。こいつを喰らいたくねえだろ？」

　金盛が手にしていたのはスタンガンだった。

　翼から反はん撃げきされたことで武器を持つことにしたようだ。

「す、好きにすればいいじゃないっ！　そんなの怖こわくないんだからっ！」

　だが、スタンガンを見ても翼の心は折れない。先程から湧わき上がる感情。

　金盛には絶対触ふれられたくない。自分に触れていい……いや、触れて欲ほしいのは──。

「うるせえっ！」

　だが、金盛も頭に血がのぼっている。フェンスを通るとスタンガンを振ふり回しながら翼に近寄る。

　翼は必死に逃げる。一度でも掠かすれば行動の自由を奪うばわれ犯されてしまう。

　金盛は視界がぼやけているせいか、目標を正確に捉えられずにイライラしながらスタンガンを振る。

　そして、その両者の行動の不ふ一いつ致ちが悲劇を生む。

「ハァハァ、いい加減諦あきらめろっ！」

　とうとう、際きわまで追い詰められた金盛がスタンガンを振るい、翼が重心を後ろに傾かたむけると。

「えっ？」

　翼の声が響ひびく。背後に広がるパノラマの景色に地面に見える米こめ粒つぶのような人間。

「きゃああああああああああ───」

　足をとられてバランスを崩くずした翼の身体は宙に投げ出されて落下していった。




　　　　★




　翼は全身に風を受けて落下していた。自分は間もなく地面に叩たたきつけられてその命を散らしてしまう。

　そうなれば悟と会話することは二度とできない。それが悲しくて、翼は涙なみだを浮うかべる。

「悟さん。最後に一目だけでも……」

　会いたかった。そう考えて最さい期ごの時を待つのだが──。

「──ふう。何とか間に合った」

　以前の記き憶おくがフラッシュバックする。トラックに撥はねられそうになった時、訳の分からない内に抱だき留められていたその時に感じた暖かさが。

　翼は恐おそる恐る目を開けるとそこには。

「よっ。お待たせ」

　優やさしい笑えみを浮かべた悟が中空にゲートを展開して足場を作り、翼を抱き留めたのだった。

「噓うそっ！　これは夢ですか？　それともここが天国？」

　翼は信じられないように悟を見つめる。

「夢でも天国でもないぞ。正しよう真しん正しよう銘めいの唐から山やま悟だ」

　翼の手が恐る恐る伸びて悟の頰ほおに触れる。その手は冷え切っていた。

　悟はそれを自分の手で握にぎり温めてやると、翼に向けて。

「助けに来た。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　次の瞬しゆん間かん、翼は悟の胸に顔を埋うずめて泣き出した。




「どうしてここがわかったんですか？」

　ひとしきり泣いた翼は我を取り戻すと目元の滴しずくを拭いながら質問した。

「日高さんに聞いたんだよ」

　スカイタワーから見下ろすだけではどの高級マンションなのかは分からなかった。

　そこで悟は業界の情報通である日高マネージャーに電話をすると金盛が住んでいるマンションの名前を聞き出した。

　彼女が教えてくれたマンションは偶ぐう然ぜんにも以前ポスティングのバイトで訪おとずれた場所だったので悟はすぐさまワープを使って移動することができたのだ。
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　マンションに到とう着ちやくしたとはいえ、入り口から侵しん入にゆうすることは不可能だった為、シリウスとの戦いの時のようにゲートを足場にして宙を飛びながら上層を目指した。

　金盛の部屋が見つかり次し第だい乗り込むつもりだったのだが、タイミングよく翼が降ってきたので受け止めたのだった。

「それにしても間かん一いつ髪ぱつだったな」

　あと少しタイミングが遅おくれていたら翼を受け止めることはできなかった。そうすると翼は地面に叩きつけられていたに違ちがいない。

　悟は奇き跡せきともいえるこの偶然に感謝して安あん堵どすると。

「とにかくこれで一件落着だな」

　そう言った悟に対し、翼はあることを提案するのだった。




　　　　★




「おっ、俺は悪くない…………」

　ガシャンと音がする。金盛がスタンガンを取り落とし呆ぼう然ぜんとしている。

「あいつが勝手に落ちただけだ」

　どれ程ほどの時間そうしていたのだろう。金盛はようやく我を取り戻すとフラフラした動作で縁ふちへと歩いていく。

　今いま頃ごろ下では大勢の人間が翼の肉片を目もく撃げきしている。そう思ったのだが──。

「えっ？」

　下を見ても騒さわぎが起こっていなかった。

　夜とはいえ都心。それなりに人が通っているので無人ではない。

　それだというのに何事もなかったかのように……事実何も起こっていないのか通行人は足を止めることなく行き交かっている。

「何ど処こかに引っかかったのか？」

　下の階のベランダ辺りにいるのか。金盛はそう考えるが打ち消す。

　このタワーマンションは上から下まで同じ幅はばでできている。途と中ちゆうの階層で引っかかるのはありえない。だとすると…………。

「よくも……突つき落としてくれましたね」

　その時。背後から声がした。




　金盛が振り返るとそこには白い肌はだに恨うらめしそうな顔をした女性が宙に浮いていた。

「恨めしや～」

　この世界の物理法則を完全に無視してフヨフヨと漂ただようと女は金盛へと近寄っていく。

「ひっ！　くっ、来るなっ！　こ、こないでくれええ」

　目に涙を浮かべて懇こん願がんする金盛。女は冷たい手で金盛を撫なでると──。

「……呪のろってやるから。……呪ってやるからあぁぁぁ!!」

　怨おん念ねんの籠こもった声を金盛に向けた。

「ひひひっ、ひはっ…………」

　恐きよう怖ふで笑いがこみあげる。そして金盛は失禁すると目を白くして気絶するのだった。




　　　　★




「うん。良く撮とれてますね」

　目の前では翼がご機き嫌げんそうに撮さつ影えいを行っている。

　撮っているのは金盛が失禁している姿だ。

「なあ、そろそろ風か邪ぜ引くぞ」

　そんな翼に俺は声をかけた。なぜなら彼女が羽織っているのは俺のシャツ一枚だからだ。

「ええー、もう少し撮影したかったけど仕方ないですね」

　何な故ぜか不満げな様子。

　あれから、翼は俺にある提案をした。今回の事件はこのまま放置するのは不味まずい。

　金盛に対してそれなりに対処しなければ同じことが起きる可能性がある。

「とはいえ、気絶してるしな」

「悟さんが来なかったら私は今頃ミンチだったんです。手ぬるいぐらいですよ」

　結果として俺は協力した。落ちたはずの人間が幽ゆう霊れいとなって現れて自分を呪おうとする。そのシナリオに乗ったのだ。

　そして持ち前の演技力で見事に復ふく讐しゆうを果たした翼はここぞとばかりに脅おどしのネタを仕入れていたのだ。

「もう十分なので、そこの女の敵は捨ててもらえますか？」

　まるでゴミを見るように金盛を指差す翼に。

「了りよう解かいっと」

　俺は金盛をスカイタワーの頂上へと転移させるのだった。




「さて、これで一件落着かな？」

　翼から話を聞いたので、脅すネタの写真とやらはクラウド側も含ふくめて消しておいた。

　今俺は翼を転移魔ま法ほうで部屋まで送り届けたところで、翼がシャワーを浴びてる間、部屋で待たされている。

　あれだけの目に遭ったのに、男の前でシャワーを浴びるなんてと眉まゆを顰ひそめざるを得ない。

　翼の危機感の薄うすさに、俺は出てきたら説教をしなければと考えるのだが…………。

「ふぅ、お待たせしました」

　翼がシャワーから出てきた。その格かつ好こうが──。

「何故俺のワイシャツを着てるんだよ？」

　おかげでこちとらＴシャツのみなのだ。

「えっ、だってこれはもう私の物じゃないですかぁ？」

　当然というように首を傾かしげる。その時に滴がポタポタと落ちる。

「それとも。悟さんは私の着古したシャツで良くないことでもするんでしょうか？」

　そう言って隣となりに座ってクスクスと笑うと。

　ポスン。身体からだを預けてくる。

「お前あんまり調子に──」

　際どい格好で男の前に立つな。そう言おうとするのだが……。

「翼？」

　身体が震ふるえていた。

　彼女は身体を大きく震わせると。

「怖こわかったです」

　ポツリと呟つぶやく。

「……本当にもう駄だ目めだと思ったんです」

　そう言って震えた手で俺のシャツをきつく握りしめる。

「落ちた時、自分は死ぬんだと思って……」

　泣きながら顔を押おし付けてくる。俺は翼の泣き声を聞きながら頭を撫でるのだった。




「ううう、恥はずかしいです」

　それからしばらくして落ち着いた翼は泣き腫はらした顔で恨みがましく俺を見る。

「まあ、よく泣いたもんだよな」

　そんな翼に俺は軽口を返すと。

「一生の不覚ですよ。まさか……」

　言い淀よどんだ末に翼は真しん剣けんな顔つきになる。

「この度たびは私の命を救っていただきありがとうございました」

「気にするな。俺がしたくてやったことなんだから」

　翼が金盛に何かされているんじゃないかと思った時は身も凍こおる思いだったのだ。無事でいてくれたことに感謝しかない。

「そうはいきませんよ、二度も私の命を救ってもらって、それで何もしないのは私が嫌いやなんです」

　本人がそこまで言うのなら仕方ない。以前も押し問答になった記き憶おくがあった俺は。

「わかった。それじゃあお礼をしてもらうかな」

　前の時のように服を買ってもらうのが良いかもしれない。そう思って翼を見ていると。

「は、恥ずかしいのでこっち見ないでください」

　翼は顔を赤らめて目を逸そらした。そして──。

「良いですか。今から良いと言うまで目を閉じていてくださいよ」

　そう言って先程よりも真っ赤になった顔で言うので俺は素す直なおに目を閉じると。

「んっ…………」

　ふわりと風が吹ふく。柑かん橘きつ系の香かおりが漂い、頰に柔やわらかい何かが触ふれた。

　目を開けるとはにかむように笑った翼と視線が合った。

「これはお礼の前まえ払ばらいです」

　翼は顔を真っ赤にすると真剣な様子で言った。

「二度も命を救われた以上は同じように恩を返さなきゃ私の気が済みません。これからは私が逆に悟さんを助けてみせますから」

　翼は必死な様子で手を握にぎると。意を決して。

「ずっと傍そばにいますからね」

　俺はそんな翼の宣言に。

「ああ。よろしく頼たのんだぞ」

　笑え顔がおで答えるのだった。








エピローグ









「遅おそいぞっ！　わざわざ予約してるんだから早くこいよ」

　俺はゆっくりと歩いてくる翼つばさを急せかした。

「ごめんなさい。中々服が決まらなかったんですよ」

　本日の翼は普ふ段だんにも増してお洒落しやれな格好をしている。

「まあいいけど……今日は一いつ杯ぱい食べるからな」

　以前していた御ご飯はんの約束。色々あって有う耶や無む耶やになっていたのだが、二人の予定を調整して本日果たすことになったのだ。

「せっかくのデートなんですからね、食べ過ぎて動けなくなるようなことはやめてくださいね」

　悪戯いたずら気げな言葉とは裏腹に優やさしい顔で覗のぞき込んでくる翼。

「そう言うならそっちはデザート無しだな」

　俺がからかうと。

「そっ、それとこれとは別ですよ」

　顔を赤くして睨にらみつけてきた。

「翼。そろそろ行こうか」

　むくれる翼が服をつかむ。

「本当に意地悪ですね」

　翼は唇くちびるをツンと尖とがらせると恨うらみがましい目を向けてくる。

　だが、翼はすぐに機嫌を直して笑いかける。

「悟さとるさん」

「なんだ？」

「これからもよろしくお願いしますね」

　そう言って歩き始めるのだった。




　　　　★




「なるほどな……やはりあの時悟が使っていたのは転移魔法だったのか」

　シリウスは椅子の肘ひじ掛かけにもたれかかるとそう結論をつけた。

　自分と戦った時に見せた多た彩さいな能力は全すべて転移魔法を応用してみせたものだったのだ。

「ただでさえ希少な能力である『転移魔法』それを持つ異世界人かよ」

『転移魔法』を使えるだけならこっちの世界でも希少ではあるが存在する。だが、

「問題はこっちか」

　改めてリリアナに提出させた悟に関する報告書。そこに書かれているのは。

「二つの世界を行き来できるという報告内容」

　最初のリリアナの報告ではそこに触れられていなかった。リリアナにしても悟が転移魔法でどこに帰っているか見たわけではない。その時は正確に報告できないと判断して触れなかったのだ。

「これが本当なのか確かく認にんする必要がある」

　今のところ、確認できているのは悟から直接聞いた話とお土産みやげといって渡わたされた異世界の食べ物だ。

　迷い人が現れた際に持っていることがあるらしいが、手軽に用意できる物では無い。恐おそらくは本当に悟は二つの世界を渡ることができるのだ。

「いずれにせよ、このことは伏ふせておくしかねえな」

　二つの世界にたった一人しかいない貴重な人間だ。知られれば危害を加える人間が現れるに決まっている。

「やはり、一度リリアナに異世界に行ってもらうのが一番だな……そして……」

　リリアナならば悟も拒こばまないだろう。彼女に異世界があること確認させた後は、

「二つの世界の交流か」

　シリウスはその先を考え始めた。

　自分たちが住む世界と悟が住む世界。二つを上手うまく繫つなぐためには何が必要なのかについて。




　　　　★




「報告は以上です」

　俗ぞく世せより隔かく離りされた畳たたみ部べ屋やにてスーツに身を包んだ男は正座姿で報告をしていた。

「やはり……間ま違ちがいではなかったのか……」

　老人は難しい顔をすると目の前のファイルへと目を通す。

「ええ、ＤＮＡ鑑かん定ていでも一いつ致ちしましたし何より──」

　男は一つの写真をスライドさせる。それは──。

「若かりし頃ころのワシじゃ」

　着物姿の青年と、青年が抱だいている女の子の写真だった。

　老人は写真に写っているのが自分の若い頃の姿だと認めた。

「これが調査していた人物のペンダントに入っていた写真です」

　その言葉に老人は哀あい愁しゆうを漂ただよわせる。

「この娘むすめが美み羽うの…………」

　そこには悲しみが浮うかんでいる。

「ええ、失しつ踪そうした湯ゆ皆みな家次女、湯皆美羽さんの──」

「ワシの孫まご娘むすめ」

　その調査ファイルに書かれている名と写真は、湯皆翼のものだった。

「そういえば一つ補足がありました」

「なんじゃな？」

　生き別れの孫に会えて緩ゆるめていた目元を引き締しめると老人は聞き返した。

「お孫さんを調査するにあたって、親しくしている青年がおりまして」

　そう言って懐ふところから写真を取り出すと伏せてテーブルへと置いた。

　老人はその写真を見ると。

「世に出ると不味まずいと思い、握りつぶしてはありますが……」

「なるほど。興味深いな」

　そこには転移魔ま法ほうを使って宙に浮かびながら翼と抱だき合う悟の写真があった。

　老人は写真を懐にしまい込むと言った。

「翼とこの青年に関する調査は続けるのじゃ。そしてもし可能なら──」

　そこで老人は言葉を一いつ旦たん切ると。

「この青年と話をしてみたい。久々に血が沸わきたつわい」

　それが老人の──戦後から日本を支えてきた世界でも有数の財ざい閥ばつの代表。湯皆総そう一いち朗ろうの言葉だった。
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　作者のまるせいと申します。

　この作品はＷｅｂ小説投とう稿こうサイト「カクヨム」でおこなわれた『第４回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト』（ＳＦ・現代ファンタジー部門）で大賞をいただき、こうして書しよ籍せき化することができました。

　拙せつ作さくが栄はえある大賞を受賞できたのはＷｅｂ掲けい載さい版を応おう援えんしてくださった読者様。およびに、選考員の方々のおかげです。この場を借りてお礼を申し上げます。

　社会人としてそれなりに人生を歩んできました。漠ばく然ぜんと仕事をして給料を貰もらい、そのお金で生活をする。他人に誇ほこれるほどの趣しゆ味みは無く、残りの人生も平へい坦たんな生活を送っていくのだと思っていました。

　そんな私ですが『ある日投稿した小説が大賞を受賞して生きるのが楽しくなりました』。

　この作品は、ぱっとしない平へい凡ぼんな大学生の唐から山やま悟さとるがある日突とつ然ぜん転移魔ま法ほうを使えるようになり、そのことがきっかけで、それまでつまらなかった人生が一変し、楽しい生活を送り始めるという話です。

『転移魔法でどれだけ話を作れるか？』程度の考えで執しつ筆ぴつを開始したこの作品ですが、実は最初はＷｅｂコンテストに出すつもりはありませんでした。

　むしろ、深く考えることなく「せっかく文字数規定も超こえたことだしコンテストに出してみるか」と軽い気持ちで応おう募ぼした次し第だいです。

　恐おそらく、深く考えなくていい気楽さとテンポの良さがマッチしたのかと思います。気が付けば大賞という栄えい誉よに浴することができ、私自身の人生すらも変えてしまったのです。

　それまでの漠然と過ごしていた日常は大きく姿を変え、毎日小説のことを考える日々がやってきました。それは、これまで生きてきた中で忘れていたワクワク感を私に思い出させてくれました。

　本作品を書く上で、数えきれないほどの打ち合わせと改かい稿こうを行いました。

　それというのも、私がこれまで文章を書く勉強をしてこなかったからです。

　恐らくは中学校で習うレベルの国語の誤りがいくつもあったに違ちがいありません。そんな私に対し、担当編集様は一つ一つ丁てい寧ねいに教えてくださいました。

　そのおかげもあり、私自身、これまでの漠然とした書き方ではなく、指し摘てきされたことに関してはそれなりに修正をできるようになりました。本当に担当編集様には頭が上がりません。

　そうした改稿作業の末、完成した本作品は、Ｗｅｂ掲載版の内容よりも読みやすく、面おも白しろく、完成度の高い物語に仕上がっているかと思います。

　私が自信をもってそう断言できるのは担当編集様の他にもう一つ根こん拠きよがあってのことです。その根拠はイラストです。

　イセ川がわヤスタカ様。素す晴ばらしいイラストを描かいていただき、誠にありがとうございます。

　私の頭の中にしか存在しなかった唐山悟という主人公。リリアナや翼つばさというヒロインたち。彼等がこの世界に誕生できたのは、イセ川ヤスタカ様がデザインをしてくださったからに他なりません。

　キャラクターデザインのラフが初めて担当編集様から送られてきた時の感動を忘れることができません。

　主人公は格好良く、ヒロインは可愛かわいく。どちらも私が想像していたよりも何倍も、何十倍も素晴らしく、眺ながめる度たびに顔が緩ゆるむのを抑おさえられませんでした。

　あとがきを書いている現在。イセ川ヤスタカ様からは次々に素晴らしいカバーイラストや口絵が届けられてきます。

　そのイラストを見るたび私の頰ほおは緩み、いつまでも眺めていたい衝しよう動どうにかられてしまいそうになります。

　これからも彼等のいきいきとした姿を絵にしていただけると嬉うれしいです。今後ともよろしくお願い致いたします。

　受賞をしてから作品が出るまで約半年。今年は本当に時間が経たつのが早く、めまぐるしい日々でした。

　楽しいことばかりではなく、時には自分の不ふ甲が斐いなさに憤いきどおりを覚えたこともあります。

　ですが、周囲の方々の助けのおかげもあり、こうして無事に作品を書き上げることができ、読者様に届けることができました。

　こうしてこの作品を手にとっていただき、読んでくださる読者の皆みな様さま。拙つたない部分もがあるかと思いますが、面白いと思っていただけるように精しよう進じんしていきますので、今後ともよろしくお願い致します。




　蛇だ足そくかとは思いますが、ここで一つ宣伝をさせていただきたいと思います。

　実は私『第４回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト』（異世界ファンタジー部門）で特別賞を受賞しておりまして、そちらの作品が来年の１月４日に刊行されます。

　タイトルは「13番ばん目めの転てん移い者しや、異い世せ界かいで神かみを目め指ざす」です。

　こちらの作品は、この作品とは違って、異世界を舞ぶ台たいにした物語です。

　主人公は神界とよばれる場所に召しよう喚かんされ、そこでスキルを授さずかるのですが、そのスキルというのが『右手で触ふれたアイテムを増やす』能力です。

　この能力のおかげで、スタート時点で神器やら有用なアイテムを手に入れた主人公が異世界を面白おかしく冒ぼう険けんする物語となっております。

　そちらの作品もこちらの作品に負けないぐらいテンポよく、可愛らしいヒロインなど、素晴らしいイラストが描かれています。

　そして、そちらの作品では、爽そう快かい感たっぷりの異世界無む双そうファンタジーを体験することができると思っています。

　もし、宜よろしければこちらも併あわせてお楽しみいただけると嬉しいです。




　こうしてあとがきを書いている現在、季節は秋から冬へと変わりつつあります。

　凍こごえるほどではないですが、ストーブがないと着き替がえも辛つらい季節が到とう来らいしております。

　そんな中、私は毎朝ペットを抱だいて朝の寒さを紛まぎらわせております。

　私が飼っているのは姫ひめウズラです。

　ペットとしてはあまり馴な染じみがないかと思いますが、姫ウズラはとても可愛くて懐なつき易やすい小鳥です。成鳥になっても手のひらサイズ程度で、気き性しようもとても穏おだやか。

　私は姫ウズラを有精卵らんから暖めて孵ふ化かさせたのち、自分に懐かせました。

　早朝になると毎日カゴから出して抱きしめては、その温ぬくもりを堪たん能のうしつつ幸せな二に度ど寝ねをしております。

　姫ウズラはヒナの時から勝手にエサを食べ、水を飲んでくれるので、飼育の手間がほとんどなく、鳴き声も鈴すずの音色のように綺き麗れいです。

　こうした癒いやしがあったからこそ私は作品を最後まで仕上げることができたのだと思います。




　最後に、この作品に関かかわった全すべての方々に深くお礼を申し上げます。

　願わくば、また次巻でお会いできるのを楽しみに、筆を擱おかせていただきたいと思います。
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